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イ メ ー ジ と して の 〈ポ ピ ュ ラー ・カル チ ャー研 究 〉

古川岳志

1.は じ め に[・1]

与 えられ た課 題 は、ポ ピュ ラー ・カルチ ャー を研 究 して いる者 の立場 か ら、ポ ピュラー ・

カルチ ャー研 究 が抱 える 「困 難」につ い て指摘 せ よ とい うこ とで あ った。 率直 に言 って、

自分 が この ようなテ ーマ を与 え られた こ とに、 か な りの 「困難 」を感 じた。「な んで私 が」

と思 っ た。 ア カデ ミ ックな視 点か ら、 ポ ピュ ラー ・カルチ ャー研 究全 体の抱 える課題 を論

じるの は、最新 の研究 成果 や文化 理論 に精通 した視 野 の広 い研 究者 に こそふ さわ しい役 割

だ ろ う。 自分 は、 そ の ような研 究者 で はな い。様 々 なテー マ を対 象 に した研 究者 た ちが、

分 野横 断的 に集 まる場 所 で、共通 の議論 の土 台 を提 供す る な ど荷が 重い、 と感 じて しまう

のであ る。

け れ ど も、 折 角 の機会 であ る。 ポ ピュ ラー ・カルチ ャー研 究者 が 、 ポ ピュ ラー ・カル

チ ャー研 究 を考 える。 こんな、 やや こ しい 自己言及 的 問題 を、 わか りやす く理論 的 に整理

して説 明す るこ とはで きないが、 テーマ 自体 に は関心 を持 ってい る。 普段 か ら、 そ れな り

に、考 えた り、 感 じた り、 ぼや いた りして い るこ ともある。

私 は、修 士論 文 で競 輪 をテー マに した り、 プロ レス につい ての論 文 を書 いた りした こと

が あ るので、 ポ ピュラー ・カルチ ャー を テーマ に して研 究 してい る者で あ るとい えるだ ろ

う。 で あ るけ れ ど も、 私 自身、 「ポ ピ ュラー ・カルチ ャー研 究 者 であ る」とい う意識 、 も

しくは 自己イ メー ジが、 あ ま りないの であ る。(ち なみ に競輪 が ポ ピュ ラー ・カルチ ャー

なのか 、そ もそ もポ ピュラー ・カルチ ャー とは何 か、 とい うこ とも大い に議論 の余地 があ

る と思 うが、 と りあえず こ こで はお く。)

た とえ ば、初 め て会 う研 究者 や大 学 院生 に 向か って 自己紹 介 をす る時、 「ポ ピュ ラー ・
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カルチ ャー を研 究 して ます 凵 など と言 っ たこ とは ない し、 今後 も言 わ ない と思 う。 それ

は何 故か。 普段 は特 に考 えない けれ ど も、 あえて 自己精神 分析 的 に探 っ てみれ ば、次 の よ

うなこ とに よるのだ と思 う。

「ポピ ュ ラー ・カルチ ャー研 究」とい う言 い 方。 そ の醸 し出 す イメ ー ジ。 これ らに、 どう

して も違和感 とい うか、 恥ず か しさ とい うか、 もっ とはっ き り言 えば嫌悪感 をす ら覚 えて

しま うとい うこ とな ので はないか一 。

「社会 学 を研 究 して ます1」 な ど と言 うのだ って もちろ ん、恥 ずか しい。私 を含 めた多 く

の(凡 庸 な)大 学 院生(崩 れ も含 め)の 皆 さん もそ う じゃな いか と思わ れ るが、 この 「恥 ず

か しさ」は、「そ の ように 『言い切 れ る』ほ ど、 きちん と した 『研 究者』なのか、 お前(罵 自

分)は?」 とい う反省 の声が 、 コ コロの 中に こだ ます るか らで あっ て、 い ささか 自意識 過

剰 気 味 とはい え、 まず は、 当た り前 の心 理現象 と言 え るだ ろう。

だ が、「ポ ピュ ラー ・カルチ ャー研 究」(類義語 も含 め て)と い う場合 の それ は、 また違 っ

た ものの よ うにも思 われ るのであ る。

そ こで、本 稿 で は、私 には どう して も 「恥ず か しい」と感 じて しま うよ うな、「ポ ピ ュ

ラー ・カル チ ャー研 究」の イメー ジ とは どうい うものか、 い くつ か記述 してみ よ うと思 う。

それ に よっ て、「ポ ピュ ラー ・カルチ ャー研 究が 抱 え る困難 」とい うテ ーマへ の私 な りの

問題 提起 に したい。

もち ろん、 以下 に掲 げ る イメー ジ は、 あ くまで も 「この私 」が持 つ(も っ と詳 し く言 え

ば、「ポ ピュ ラー ・カ ルチ ャー研 究」の 「他者 」た ちが、 感 じるの では ない か、 と 「私 」が

想 定 して しま うよ うな)イ メー ジ にす ぎない。 あ えて、悪 い イメー ジば か りを強調 して描

き出 してい る とい う面 もあ る。 しか も具体 的事例 をほ とん どあ げてい ない、 文字通 りの 印

象批 評 で あ り、 この よう なイ メー ジの描 き方 自体 に、 不快 感 を覚 え られ る研 究者 もお ら

れ る だろ う。 そ こ は、議 論 を した上 で、私 に とっての 「ポ ピュ ラー ・カル チ ャー研究 」イ

メー ジが 、良 い ものに修正 で きれ ば、 と期待 してい る[*2]。

2.「 自分の趣味なんで しょ?」 とい うイメージ

エ ピ ソ ー ドを 一 つ 。
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この発 表 を させ て もら うこ とになっ て、具体 的 な 「論 題」を提 出す る まで、10日 ばか り

の時 間が あ った 。そ の 間 に、COEの ス タ ッフが大 学 院生 の メ ー リ ング リス トへ 、 この会

の開催告 知情報 を流 した。 私が発 表す るで あろ う とス タ ッフが考 えた アバ ウ トな内容 が書

か れてい たの だが、 その一 部 に次の よ うな記 述が され ていた ので あ る。

「趣 味 を研究 に結 びつ け るこ との 困難一 」

私 は、 この メール を読 んで、 とて も不 愉快 な気持 ち にな った。発 表 を断ろ うか と考 え る

ほ どシ ョックを受 けたので あ る。 今 回の発表 を担 当す るに当 たっ て、私 に どうい う役 割が

期待 され てい るのか、 よ くわか らない状 態が 続い てい た。 もちろ ん、おお まか な説明 は受

けたの だが、 どの よ うな議論 の文 脈で 、 どの ような発表 をす ればい いの か、今 ひ とつ 見 え

てこ ない 。そ の ような中で の この メー ルだ った。私 に期待 されてい る役 割 とは、す なわ ち

「趣 味 を研 究 に結 びつ け」て いる研 究者 の代表 として とい うことなのか 。そ うい うメ ッ

セー ジなのか。 と受 け取 って しまった ので ある。 そん な役 割 は勘弁 して欲 しい。 メー ル を

書 いたス タッフは、 よく知 る研究 室の 同僚 だ。そ の人 には、私 はそ う見 えてい たのか 。嫌

だ な あ。

が 、 これ は、 私の完 全 な思 い過 ごしであ った。 ポ ピュ ラー ・カル チ ャー研 究が 、趣 味の

研究 と考 え られ て しまいが ちな こ とを どう考 えれ ばいい のか。 あ くまで一 般論 として、議

論 してみ て は どうか。 メー ルの趣 旨 は、 こ うい うこ とだ と、 ス タ ッフか ら後 日説 明 を受

け、 もちろ ん、 私の不 愉快 な気持 ち もな くな った ので あった。

本 当 に些 細 な ことであ る。そ れ に対 し、今 か ら考 えれ ば 自分 で も不 思議 な くらい の過剰

反応 を して しま った わけ であ るが、 で は何 故、 「趣 味 を研 究 に結 びつ け」て い る、 と他 の

人 に思 われ るのが 、私 は これほ ど嫌 だった のだ ろ うか 。「趣 味の研 究」=「 楽 しい研 究 」謹

「お気楽 な研 究 」。 「趣味 」とい う言葉 には、軽 いイ メー ジが あ る。 軽 薄 な人 間であ るにか

か わ らず、他 者 には 「重厚 」な人物 と見せ た い、 とい う浅 はか な願望 を踏 み に じられ たか

らか。そ うい う面 も、否定 で きない けれ ど も、そ れだ けで はない気 もす るの だ。

過 剰 反応 は、 「図 星 を さされ た」とい う意識 か らでて くる もの だ。 常 日頃、気 に してい

る こ とに対 して、 不 意 をつか れ てズ バ リ指摘 され、 必要 以上 に過敏 な反応 を して しま っ

た。お そ らく、 そ ん な ところだ ろ う。確 か に私 は、 「趣 味 を研 究す る」とい う こ とに関 し

て、 普段 か ら複雑 な気 持 ちを抱 いてい た ように思 う。

上 述 の よ うに、私 の これ まで の研 究 テー マ は、競輪(公 営 ギ ャ ンブ ル)や プ ロ レス であ
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る。 まさに、 「趣 味」の研 究だ。

競 輪 は、都 市研 究 の対 象 と して、 た また ま見つ け 出 した もので あ り、 自分 の 「趣 味 」と

い うわけで は ない一 。 プ ロ レス は、確 か に私 の 「趣 味」であ る けれ ど も、研 究 テ ーマ に

す る気 は も とも とな く、 た また ま機 会 が あっ たか ら書 くことに なっ ただ けだ一 。等 々。

い ろ い ろ と言 い訳 はあ る。 とは い え、 今 で は、競 輪 を は じめ と した ギ ャ ンブル の世 界

(ギ ャ ンブ ル場 の雰 囲気 な ど も含 め て)に 愛 着 を もって い るの も確 かだ し、 プ ロ レス につ

い て も、 また 別の 論 文 を書 い てみ たい と も思 って いる。 「趣 味」をhobbyと い うだ けで な

く、tasteと い う意味 に まで広 げ れば、 これ までの私 は、 ま さに、 自分 の 「趣 味」に あっ た

文化 ジ ャ ンル ばか り研 究対象 に して きた こ とは、紛 れ もない事 実 なのだ[・3]。

もち ろん、研 究者 が 関心 を 向け る先が 、 自分 の 「趣 味」にあ った場 で あ る とい うの は き

わめ て 自然 な こ とだ。程 度 の差 はあ るだろ うが、特 に文化 の研究 におい ては、 その傾 向が

強 いだ ろ う。(嫌 いで仕 方が ない ジャ ンルだ か らこそ、研 究 してみ る とい う例 も中 にはあ

るか も しれ ない が、 少 な くとも私 はそ うい う例 を知 らない。)そ れ なの に どう して、胸 を

は って 「趣 味 を研 究テ ーマ に して い ます 」と言 いた くない/言 え ない のだ ろ うか。 そ れは、

軽 く見 られ た くない とい うだ けで はな く、「ポ ピュ ラー ・カ ルチ ャー研 究」とい う枠 組 み

の中 で、 自分 の趣味 を研 究 テー マ にす るこ とに対す る 「良 くない」イメ ー ジを、私 が持 っ

てい るか らだ と思 う。

ポ ピュ ラー ・カルチ ャー研 究 が対象 とす る ものの多 くは、 い わゆ るサ ブ カルチ ャー と呼

ばれ る 「場 」を形成 して いる。 その カルチ ャー の 「場」に何 らかの形 で参 加 しつつ、研 究 の

対象 に もす る。 「趣 味 を研究 テーマ にす る」とはそ うい うこ とで あ る。 参加 の形 は、い ろ

いろ ある だろ うが、 「一 フ ァ ン」とい う代 表的 な例 で考 えてみ る。 その場 合 、「一 フ ァ ン」

と 「研 究者 」とい う二つ の視 点/役 割 を持 つ とい うこ とにな る。 「良 くない イ メー ジ」は、

特 に 「一 フ ァン」の視 点か ら感 じられ る こ とであ る。

あ るサ ブ カルチ ャーの 「一 フ ァン」に とって、 その サブ カルチ ャーが 「研究 され る」こ と

は、 ど うい う気分 が す る ものだ ろ うか 。研 究の され 方、 質 に よって一概 には言 え ない し、

「一 フ ァン」に もい ろい ろあ る ことは言 うまで もな いが、 「あ ま り良い気 が しない」もの な

の で は ない だ ろ うか。一 少 な くと も私 はそ うで あ る。 「研 究」なん て迷 惑 な だ け、 と、

「一 フ ァ ン」と して の私 は思 う。
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それ は、何 故 か。 文化 人類 学 をは じめ、 文化 を記 述 す る諸 分野 におい て議 論 され て い

る とこ ろの、「記 述す る側/さ れる側 」とい う権 力 関係 の問題 が まず は考 え られ るだろ う。

記述 す る側 が必 然 的に持 って しまう 「力」。 これ に対 す る 「一 フ ァ ン」と して の、記述 され

る側 か らの反 発心 。簡 単 に 「調 査 」され た り、 「分析 」された りしてた まるか一 。 だが 、

ことポ ピュラー ・カル チ ャー研 究 とい う場 合 には、 それ だけ にはお さま らない よ うな面 が

ある よ うに も思 われ る。

例 えば こ うい う こと。

「研 究」と称 す る こ とで、 「一 フ ァン」の立 場 だ っ た ら、 なか な かで きな い よ うな、 い ろ

い ろ な こ とが可 能 とな る(と 「研 究 者 」は思 い こむ)。 「参 与 観 察」「ア ンケ ー ト」厂イ ンタ

ビュー」。 ジ ャ ンル の 中心 人物 と 「お 近づ き」に なれ た り、「特 別 な(能 力 を持 っ て い る)

ファ ン」と して、 サ ブカルチ ャーの場 の 中 で 「頭 角 を現 し」てみ た り、誰 に頼 まれた わ け

で もない の に、 「フ ァンの声」を代 弁 して みた りして。 その うち に、研 究者 と して 「出世 」

す れ ば、研 究者 とい うだけ でな く、そ のサ ブ カルチ ャー の 「専 門家 」と して振 る舞 う よう

にな る一 。

「研 究 者」と して だ けで はな く、 サブ カルチ ャー の場 で、 「一 ファ ン」か ら 「特 権 的 なフ ァ

ン」「偉 そ うな顔が で きる フ ァン」へ と出世す るの に も、 ア カデ ミズ ムの権威 を利 用 しよう

と目論 んで いる ん じゃないの か。

もち ろん、 こ うい う 「出世 」を本 当に実 現す る には、大 変 な努力 、 能力、 あ るい は度胸

(と愛嬌?)が い る ことは まちがい ない し、そ の結果 として、「特 別な フ ァン」に なるの も、

当然 とい えば当然 だ。 しか し、 と りあ えず 「研究 」と さえ言 えば、「特 別 な」立場 を手 に入

れた 、 と勘 違 い して しま える よ うな、 そ うい う こ とを許 して しま うよ うな 「仕組 み」とい

うか 「空気」の よ うな もの に対 して、 「一 フ ァ ン」と して の私 は、胡散 臭 いイ メー ジを抱い

て しま うの だ。

厂研 究 して ます。」何 か、 特別 な使命 で も帯 び た よ うな顔 を してや って来 て、 そ の 「場 」の

参 加者 の多 くが、 み んな知 って い るよ うな ことを 「資 料」と称 して収 集 し、 「学会 」とや ら

で発表 した り、 「論 文」な どと謳 って 出版 し、 自分 の 「業 績」にす る。 まる で泥棒 み たい。

もち ろ ん、 その 内容 が、 そ の場 に参 加 して い るだ け では見 えて こな か った よ うな、興 味

深 い もの で あれ ばい い けれ ど、 ほ とん どはそ うでは な い。 「アカデ ミズ ム」とい うな んだ
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か よ く分か らない よ うな 「場」だ け を意識 して作 られた 「成果 」にす ぎな いの だか ら。「一

フ ァン」か ら見 れば、拍 子抜 け をす る ような 当た り前 の羅 列 であ った り、勘違 い のオ ンパ

レー ドだ った り。 な一 ん に も分か っ ち ゃいな い。 どうせ そ ん な もん で し ょ。 で、「○○ を

研 究 した人」として、 今度 は、 こ っちの世界 で も専 門家 面 を した いんで しょ。

繰 り返す が、 そ んな簡 単 な もん じゃな い、 って こ とは 「研究 者 」と して の私 に は、 よ く

分 か る。 けれ ども、「一 フ ァン」と しての私 は、 こん なイ メー ジ を どう して もぬ ぐい きれ

ないの であ る。

3.「 ポ ピ ュ ラ ー ・カ ル チ ャ ー 研 究 っ て サ ブ カ ル の 一 種?」 と い う イ メ ー ジ

「趣 味 」の場 で 、 ア カデ ミズ ム とい う記 号が 、 「権威 」 として機 能す るの が、 なん とな

くイヤ。 だ か ら、「趣 味 を研 究 して る」な んて言 い た くない 。 自分 では、 や って お きなが

ら一 。

こん な こと を言 って い る と、 それ は私 が 「研 究 者」だか らで あっ て、「研 究者 」で あ る と

い うこ とを必 要以 上 に意 識 しす ぎてい るだ け だ、 と笑 わ れ るだ けか も しれ ない。 多 くの

「一 フ ァン」、「一般 の 人」たち は、それ ほ どアカデ ミズ ムな んて気 に して いや しない ん じゃ

ない の。

確 か に、多 くの 「一 フ ァン」に とっ て、 ア カデ ミズ ム とい う記 号 な ど、 ど うで もいい も

の であ り、政 治的 ・抑圧 的 に働 きか け られて きて 「反発 心」を引 き起 こす なんて こ とは な

いか も しれな い。た とえ も し、 アカデ ミズ ムが意識 される とい う場合 で も、反発 とい うよ

りはむ しろ、歓迎 の気持 ちを もたれ るこ との方 が 、「一般 」的 だ と言 え るよ うに思 う。

自分が参 加 してい るサ ブカル チ ャー が、愛 着 を持 っ てい る趣 味 の分 野 が、 アカデ ミズ ム

の対 象 とな る。「大 学 で も研 究 され てい るほ ど意 味の あ る もの と して社 会的 に認 め られ た

の だ。」「～ も今 や立 派 な 『文化 』に なった な あ。」アカデ ミズ ムが、 「サ ブ」とみ な され てい

た文 化領 域 を、 いわ ゆる大 文字 の 「文化 」に引 き上げ る機 能 を持 って いる以 上、 そ れをす

なお に喜ぶ心 性 があ るの も、当然 とい えば 当然 で あろ う。

「フ ィー ル ドワー ク に行 け ば、 みん な喜 んで研 究 に協力 して くれ る し、 ア ンケー トに も素
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直 に答 えて くれ ます よ。 イ ンフ ォーマ ン トとの ラポー ル もうま くいって、 良い デー タが集

まる こ との方が 多 いで す よ。」ま あ、 そ うだ ろ う。 こうい う権威 を感 じさせ ない よ うな権

威 こそ、 よ り政 治的 な権威 とい う気が するが一 、 まあ、そ れはい い。

だが、 こ とポ ピュ ラー ・カルチ ャー研 究 の対象 とな る ような、特 に 「サ ブ カル 」と短 縮

形 で語 られ る よ うな対象 の場 合 に は、私 が先 に示 した よ うな 「反 発心 」を感 じる 「一 フ ァ

ン」も、相 当程度 存在 す るので はない だろ うか。決 して 、少数 派 と呼 べ ない ほ どの規模 で。

今 日、 い わゆ るサ ブカルチ ャー の場 は、 ほ とん どの ジャ ンルが 、「言 説」の場 で もあ る。

書籍 、雑 誌、 同人 誌、 そ して もちろん イ ンター ネ ッ ト。そ こに、 どれ ほ どの 厂言 説」の厚

み を生み 出 して い るか が、 そのサ ブ カルチ ャーの広 が りをあ らわ してい る と言 って もいい

くらいだ ろ う。 た とえば、 ネ ッ トの掲示板 な どを覗 いて み るだけで も、 どれほ ど多 くの人

た ちが、 関心 のあ るサ ブカ ルチ ャー(に 限 らない けれ ども)に つ いて、発 言 したい、意 見

を聞い て欲 しい、 と思 って いるかが よ く分 かる。 いわ ば、 「記 述す る側 」た らん とす る人、

そ の能力 の あ る人が、 た くさんい るわ けで ある。 そ こに 「研 究」とい う くさび を打 ち込 む

こ とは、 つ ま り、無 理や り、 そ れ らの人 々 を、「記 述 され る側 」に押 しや る こ とにな って

い るので はな いのか。 そ うい う危惧 を どう して も抱 い て しまうの だ。

言説 空 間 と は、 アカデ ミズム とい う記 号 が、 権威 と して最 も有 効 に機 能 す る場所 で あ

る。 例 えば、 単 なる 「一 フ ァン」が 、 自分 の声 を多 くの人 に届 けた い と思 う と、相 当 の努

力 が必要 だ。地 道 にフ ァ ン ・サ イ トを運営 し続 けた り、 メー ルマ ガジ ンを発 行 した り。 確

か に、 イ ンター ネ ッ ト以前 と比 べ れば、今 日で は 自分 の意 見 を 「見知 らぬ誰 か」に向 けて

発信 す る ことは格 段 に容易 に なった。 が、 それ ゆえ にこそ、 その他 大勢 の中で誰 か に読 ん

で もらう こと、 その ため に注 目を集 めるの はたや すい こ とで はない 。

ネ ッ トの記 述、特 に 「掲 示板 」のそ れな ど、「便所 の 落書 き」み た いな ものだ、 とよ く言

わ れ る。 私 も、 ほ とん どが その 通 りだ とは思 う。 け れ ど も、 中 には、 名 ばか りの 「論 文」

な どよ り、 よっ ぽ ど傾聴 に値す る意 見や 、鋭 い視 点 に出会 うこ ともあ る。(何 か と評判 の

悪 い、 「2ちゃ んね る」に お け る匿名 の記 述 に して も、 「この 人 ほん とに分 か って る な～」

とい うよ うなカキ コ ミを発 見す るこ と も少 な くない。)それ ら大量 の 「ゴ ミ」も含 めた言 説

の 山の 中 で、 「記 述」を して い る 「一 ファ ン」た ち に とって、例 えば 「論 文 」と称 して発 表

した りされ る ことは、 頭越 しで議 論 され て い るか の よ うに感 じられ るの で はない だ ろ う

か。 「記述 す る」人 は、 「読 む」人 であ る。 目に して しま う機会 も多 か ろ う。 アカデ ミズ ム

熱 ・・一シと鵬 く㈱ 193



の記号 は、 意見 を言 お う と手 を挙 げ てい る人 が大勢 い る中 で、確 実 に 「高 下駄 」と して機

能す る。 ど こか、 地球 の反対側 で、勝 手 にや ってい て くれる な らか まわ ないけ ど、 なんだ

これ は、偉 そ うに。(も ち ろん、内容 が、 さすが 「論文 」だ、 とい うのな ら……)

ア カデ ミズムの 記号 とは、 具体例 をあ げれ ば、「所属 」とい う(こ の ような集 ま りで必 ず

名札 につけ る ことにな ってい る)や つで ある。

ネ ッ トが これ だ け普及 して以 降、 ポ ピュ ラー ・カルチ ャー研 究(に 限 らな いけ れ ど も)

を実践 す る時 に、 ネ ッ トの 記述 を 「資 料」と して どう取 り扱 うか、 とい うの はか な りやや

こしい問題 であ る。著作権 の問題、代 表性 の 問題 、 な どいろい ろ と議論 す るべ き課 題 は多

いが、 と くに資料 としての 「信頼 性」を どう判 断す るか とい うのは、 重要 な もの だ。 もの

す ご く単純 化 して い えば、 「信 頼性 」の度合 い に よっ て、 ネ ッ トの記 述 は、「参 考文 献」に

なるか 、単 なる 「調 査 デー タ」扱 い に なるか、 が分 け られ る。

新 聞社 な どのマ ス コ ミ、有名 人 の もの は当然 別格。 鋭 い意見 だな あ、 このジ ャ ンル の豊

か さを示 す 「言説 資料」として使 えそ う。 「名無 しさん」だ か ら、これ は当然 「調 査 デー タ」。

こっ ちはメ ア ド書 いて いる。 け ど、 プ ロフ ィール ない し 「一般 の人」だろ う、「資料 と して

使 わせ て くだ さい」とで もメ ール は出 してお くか。 この人 は、お お、 「本」を出 してい る人

か、や っぱ りな。 これ は、あ あ、 あそ この大学 の院生 か。 メー ル出 して、 良い資料 ないか

ご教 示願 お うか し ら。

「院生」とい う 「所属 」だ って、 十分 にア カデ ミズム の記号 として、機能 を果 た してい る。

こうい う私の 「妄想 」は、 ものす ご く単純 化 した描 き方で あ るこ とは、繰 り返 し言 って

お きたい。 が、 この よ うに、 「研 究 」活動 、 とい う行為 とは、 す な わち、 アカデ ミズム と

い う記号 を権威 と して機能 させ る もので あ り、例 えばア カデ ミズム とい う記号 の意 味が分

か って しまい なが らも、自身で は 「所属 」は もってい ない よ うな 「記 述」した い 「一 フ ァ ン」

に とっては、や は り、あ ま りいい気 の しない ものな ので はないか 、 とい うこ とは確 実 に言

えるの では ないだ ろ うか。

(また、 ち ょっ と違 った意 味で 「い い気 の しない」「一 フ ァ ン」の あ り方 も多 い と思 う。 それ

は、「分 か っ た人 た ちだ けで楽 しみた い のに、 勝手 に外 部 に伝 え る な1」 とい うよ うな理
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由 による反発 で ある。 メイ ンカルチ ャー では、得 難い コミュニテ ィー をそれ な りの広 が り

を もって作 る こ とがで きるのが 、 ネ ッ ト時 代 のサ ブカルチ ャニで あ る。 閉 じてい るか らこ

そ、楽 しめる空 間。外 に知 られ た くはな いの に、勝 手 に 「研 究 」しやが って。 だれが あ ん

たに頼 んだ んだ、外 部 に伝 えて くれ って。 ほ っ といて くれ。 「研究対 象 」っ て、私 ら 「病理

現 象」か。 とい うような。)

ここ まで述べ て きた こ とを、別 の 言い 方 にす る と、私 は、 「ポ ピュ ラー ・カルチ ャー研

究 者」として、 ア カデ ミズ ム とい う記号 を、 本来持 つべ き権 威 ある もの として素 直 に使 え

ない気持 ちが あ る、 た め らいが あ る、 とい うこ とだ。

広 い意味 で、 文化 を研究 す る とい う とき、い わゆ るそ の 「研 究方 法」の源 流 は、文 化 問

の情報格 差 、 ギ ャ ップを前 提 に した と ころに あ る。 初期 文化 人類 学 な ら 「文 明」か ら 「未

開」を、社 会学 な ら 「知 識人 」か ら 「大衆 」を、 シ カゴ学派 の都 市社 会 学 な ら 「大学 」か ら

「移 民街 」を、 民俗 学 な ら 「国民」か ら 「常民 」を、見 て記述 す る とい うこ とか ら始 まった。

「あち ら」の常 識 は、 厂こち ら」の非常 識。 そ うい うギ ャ ップがあ る関係 では、 と りあえず、

「あち ら」か ら 「こち ら」へ と、情報 を伝 える ことに はそれ な りの価 値/意 味が あっ ただ ろ

う。少 々誤差 があ ろ うが、 少 々偏 見が ま じって い ようが 、帝 国主義 の手先 で あった ので あ

ろ うが、 そ の遺 産 を私 たち は、 や は り継承 して い るの だか ら。

だが、 ポ ピュ ラー ・カルチ ャー の場 と、 ア カデ ミズ ムの場 との 間 にあるギ ャ ップ とい う

もの は、 これ までの 「文化 の研 究」にお け るそ れ と比 べ る と き、 あ ま りに も小 さな、 ほ と

ん どゼ ロ に近 い ものな ん じゃないか、 とい う思 い を私 は抱 いて しま うの であ る。

ポ ピュ ラー ・カルチ ャー の多 くは、 若者 文化 で あ る。 ア カデ ミズム の場 であ る大学 が 、

その ま ま、 そ の文化 の場 で あ るこ と も多 か ろ う。 「読み 」「記 述す る」人 も多 く参加 してい

る。互 い に行 き来 が容 易だ 。 ま してや 、「一 フ ァン」が 「研 究者」で もあ る とす れば。 そ ん

な 「近 い」もの を 「研 究」す るの に、「フ ィール ドワー ク」や 「面接 調査 」だ なん て、 この よ

うな 出 自の 「方法 」をそ の まま使 って いい のか しら。 とい うよ うな ことが気 に なっ た り も

す るので あ る。(と 、 言 って も、他 に 厂方 法」が 考 えつ くわけ で はな いか ら、 気 に なる と

い うだけ。 「研 究」とい う言葉 は、仕 方 が ない か も しれ ない。 で もせ め て、「面 接 」とか、

「イ ンフ ォーマ ン ト」とか は、や め ませ んか 。「フ ィー ル ドワー ク」なん て言 うの はやめて、

「取 材」とか、「話 を聞 きに行 った」とか フツウ の言 い方 した ほ うが 良か な いです か。 単 な

る好 みの 問題 か もしれ ませ んが 。 とい うよ うな こ ともつ い言 い た くな るの であ る。 閑話
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休題一)

ア カデ ミズム の場 と、 ポ ピュ ラー ・カルチ ャーの場 が、 とて も 「近 く」なっ てい る とい

うこ とを述 べ た。 これ は、研 究 の 「対象 」が 、近 くな った とい うだけで はな い、 と思 う。

既 述の ように、 ア カデ ミズ ムの研究 対象 に なる ことで、そ れ まで、何 で もなか った もの

が 、「文 化」にな って い くとい うこ とは あ る。 アカデ ミズ ムは、権 威 付与 機 能 を持 つ。 こ

れは、私 は、 一概 には悪 い ことだ とは思 わな い。 これ まで述 べた こと と、一見 矛盾 す る よ

うに聞 こえ るか も しれ ないが、 ア カデ ミズ ム は、権 威 を、そ の責任 と ともに持 ってい るべ

きだ し、バ リバ リの メイ ンカル チ ャー と して、社 会 に 「文化 的 豊 か さ」を もた らす ことに

貢献 すべ きで あ る、 と考 えてい る。 それだ か らこそ、他 のサ ブ(下 位)カ ル チ ャー(文 化)

を、偉 そ うに記 述 した り、 迷惑 をか け なが らも調 査 した り、 勝手 に分析 した りして も、赦

され る、 の だ と思 う。

けれ ど も、本 来 な ら、 メイ ンカ ルチ ャー の代表 であ った はずの ア カデ ミズム とい うもの

が 、特 に 「ポ ピュ ラー ・カルチ ャー研 究」(の類似分 野)の 場合 、 なん だか、サ ブ カルチ ャー

の ような、 もっ とはっ き り言 う と、短 縮形 の 「サ ブカル」的 な場 となって しまって い るの

で はない だ ろうか。

私 は、 昨年 図]、 某大 学 で 文 化 の社 会 学 とい う タイ トル の講 義 を非常 勤 で 持 つ こ とに

なった。 そ こで、や は り最新 の研 究成 果 に近 い もの にふれ て も らお うと(十 分 な理解 もで

きてい ないの に)、 カルチ ュ ラル 諞ス タデ ィーズ(以 下 カルス タ)の 理論 な どを教 える こ と

に した。 その時 、新刊 に近 く、 しか もメ ジ ャー な学者 が参加 して い るとい うので、 吉見俊

哉 さんが 編著 者 の 『知 の教科 書 ～ カルチ ュ ラル ・ス タデ ィー ズ』(2001、 講 談社)を 、テ キ

ス トとして指定 した 。様 々な、 カ ルス タの研 究蓄積 を、 目配 り良 くコンパ ク トにま とめ て

あ り、分 か りや すい教 科書 だ な、 とパ ラパ ラ斜 め読み した だけで判 断 し決め て しまった の

だが(と い う時 点 で間違 っ てい る のだが)、 開講 近 くにな って準備 のた め頭 か ら精読 した

時、 ち ょっ と後 悔 した。 よ く見 る と、 とて も説 明 しに くい記 述が この本 の最初 の方 に出 て

い たか らだ。

この本 の最 初 の部 分 は、入 門書 らし く、 カルス タ とい う学 問 を学 ぶ こ との意味 につ い

て述 べて あ り、 読者=学 生 をカルス タ とい う新 しい 「知 」に誘 う ような文章が続 い てい る。
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「実益 で も教 養 で もな く」(p5小 見 出 し)、 そ うい う知 と して カルス タはあ る。つ ま り一般

的 には、役 に立 たな い し、評価 もされ ないの だ、 とあ えて強調 し、逆説 的 に カルス タの魅

力 を語 るス タイルだ。

そ の中 に、 以下 の ような記述 が あっ た。

「(一 前文略)し か も、CSは 日本 の教 育 シス テム のなかで 制度化 され てい ない。 したが っ

て、 も し もあ なた が大学 院でCSの 論 文 を書 いて い った と して も、 それ は あな たが どこか

の機 関で研 究 職の ポス トを得 る ことに はほ とん どプラス に作 用 しない のだ。」[*5]

これ を読 んだ と き、私 は、 とて も嫌 な気分 におそ われた。他 人 が書 いた こ となが ら、何

だか妙 に恥 ず か しい気分 にな った。 こん な こ とを、 どうい う顔 を して平気 で書 け るの か。

とて も信 じられ ない。

カルス タ的 な知見 が、 と りあえず 、一般 的 な実 業 の世界 におい て、 なん ら功 利的役 割 を

果 た さない。 それ はいい。 よ くわか る。既存 の伝 統的教 養 とい うの ともち ょっ と違 う、 と

い うの も。私 も、一応 、 カルス タを授 業 してみ よ うか 、 と思 う くらい なのだ か ら、 近年 の

大 学 生が 、妙 に、就 職準 備 ば か りにせ い をだ し、 ま じめ にな り、「優 」を取 る ため に講義

の出席 率 が上 が って い る とい う風 潮 な どに対 し、 「それ で いい んで し ょうか 」とい う思 い

を抱 いて いる。役 に立 た ない、 け ど、 知 的 に面 白い。 そ んな と ころがや っぱ り自分 の 「趣

味」にあ ってるか らこそ、 こうい う学 問 を選択 した のであ る。

が 、「研 究 職 の ポス トを得 」られ な いっ て、 どうい うこ とだ。 執筆 者 の 皆 さんが、 皆、

フ リー ター とか、非 常勤 の高校 の先生 とか 、そ うい う身分 で、 しか もカルス タ研 究 に邁進

して いる、 とい うのな ら、め ち ゃ くち ゃか っ こいい だろ う。 が、裏 表紙 をめ くっ て見 るま

で もな く、何 人 もの方が 、 ちゃん とポス トを得 てい る。 しか も、 とっ て もご立 派 な、権威

の 固 ま りみた い な。「役 に立 たな い」研 究 を、 ち ゃん と、役 立つ もの に して 、 メシ を食 べ

てい る 自分た ちが いるの に、 なぜ こんな こ とが書 け るのだ ろ うか。

つ ま り、「自分 たち は違 うけ ど、 君 た ちは無 理」とい う こ とか。 君 た ちに は、 カルス タ

は、本 当に役 に立 たない。 文字通 り。 で も、 み んな、や りま しょう 。

こ うい うの、有 名 ミュー ジ シャ ンな んか が言 い そ うな、 こん な言葉 と似 て い ない だ ろ

うか。
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「売 れ るの は ご く少数。 厳 しい世界 だ。 だ け ど、 み んな、気 楽 に音 楽 に触 れ よう よ。音 を

楽 しむ って書 いて ある じゃな いか。」

その 世界 に参 加す る人、 「一 フ ァ ン」は、増 えれ ば増 え るほ どあ りが たい。 市場 が ふ く

らむ。 「末端 の アク ター」(アマ チ ュア ミュー ジシ ャ ンな ど)も 増 え た方が 良 い。成 功 が い

か に難 しいかが分 か って、成 功者 の値打 ちが 上が るだ ろ う。土 台 を拡 げ て、頂 点 を高 くす

る。公 園 の砂 場 で、お 山 をつ くる時の ように。お笑 い タ レン トも、 漫画家 も、 やは り、成

功者 は 同 じような こ とを言 う。 「教 科書 は、 我 々が書 くか ら、君 らは買 って読 んで ね。」

そ ういえば、 近年 で は、 サ ブカルの 世界 で も、急 速 に学校化 が進 んで い る。 ポ ピュ ラー

ミュ ー ジ ックの専 門 学校 、 マ ンガ ・アニ メの専 門学校 、 そ して、 大学 。珂 の専 門学校 ま

で あ る と聞 く。 長年 、徒 弟 制度 を とって い た、演 芸 の世 界 で も、吉 本興 業 がNSCと い う

養成学 校 を作 って成功 し、他 の大 手 プロ ダク シ ョンも続 々同様 の学校 を作 ってい るの は周

知の 通 りだ。

もち ろん、 これ らの学校 に行 けば、誰 もが プ ロに なれ るわ けで はない。 ほんの一握 りし

か成功 者 には なれ ない。一 部の大 学 な どを除いて 、 こう した ほ とん どの専 門学校 等 は、学

費 さえ払 え ば、 まず誰 で も入学 で きるのだ か ら、 当然 の こ とだ。(宝 塚音 楽学 校 み たい な

の は例 外 中の例外 。)では、こ うい う学校 は、 どうい う需 要 に対 してサー ビスの供 給 を行 っ

てい るのか 。

一見 華や か なサ ブカル の魅力 に と りつ かれ た若者 が
、 うっか り 「自分 もプ ロになれ るん

じゃないか 」と勘 違 い して しま う。 だ け ど、 どう した らい いのか分 か らない。 プロ にな り

たい願 望 と、現 実 との ギ ャ ップ。そ こに、需 要が うまれ る。学校 に行 けば、 と りあ えず、

「目指 して い る 自分」とい う気分 は味 わ える。 同 じ 「趣味 」を持 つ仲 間 もで きる し、少 しは

「業界」的雰 囲気 も感 じられ るか もしれ ない。

誰 に も認 めて もらえない 中で、 コツコ ッと、マ ンガを描 き続 け る。 自分 が取 り組 んでい

る こ との 「意 味」を証 明す る もの を何 一 つ持 たず 、 コッ コッ音楽 活動 を続 ける。 トー クの

技 術 を磨 く。 しか も、 プロ を 目指 して。 「生活 」は維 持 しなが ら。 これ は、本 当に厳 し く、

孤 独 な過程 であ ろ う。 そ ん な中、 とりあえず 、「学生 証」を発 行 して くれて 、「何 をや ろ う

としてい る人」か、 を証 明 して くれ る学校 が存 在す るのだ。 か くて、 その ような学校 の経

営 は 「商売」と して成立 す る。

で は、 「卒業 生」を どうす るか。 そ ん な ことは気 に しな くてい い。勘 違 い して いた生 徒

たち も、た くさんの同 じ志望 を持 つ ものの中 に入 れば、 やが て、皆 、 自分 の限界 に気 づ く
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ように なるだ ろ う。 自然 淘汰 されて。 そ う、理 解 のあ る 「一 フ ァ ン」の誕生 で あ る。何 年

か に一人 くらい、 ま ぐれで、本 当 に成功す る人 が 出れば儲 け もの、格好 の広 告塔 にな って

もらえる だろ う。

ア カデ ミズ ムの記 号 は、誰 にで も手 に入 れ られ る ものか どうか 。そ の判断 は、や は り難

しい。今 日、 高等教 育 を受 ける人が 、お よそ同世 代人 口の半 分。 そ もそ も、 ア カデ ミズ ム

とい う ものが 、 自分 の関 わ る可 能性 のあ る場 と して、 意識 にの ぼる可 能性が ある人 が、 そ

の うちの何 割(何 分 、何厘 くらい)か 。そ の人 が、 例 えば、 この カ ルス タの教科 書 を読 ん

だ り、「研 究成 果 」に触 れた りして、 その 面 白 さに魅惑 され、切 れ 味鋭 い言 説 をバ ンバ ン

生 産 してい る有名 な学者 に憧 れた りして、 自分 も、そ うな りたい 、 と勘 違い して しまっ た

とす る。(こ こ までの 、「自然」に見 えて しま う選 別過 程 は、 また別 に、マ ジ メな論 文 で、

議 論すべ きこ とだ ろ う。 階級、 資本つ ま り家 庭 の事情 、そ して、文 化資本 、等 々、 さまざ

ま な要因 が重 なっ て、 そ うい う 「な りたい 」人が 生 まれ る までの 問題 は、 と りあ えず ここ

で はお く。)

で 、そ の人 は、 ど うす れ ば いい か。 「プロデ ビ ュー は難 しい そ 」。分 か っ てい る。 で も

や りたい。 そ れな ら、大 学院 に行 け ばい い。 さすが に吉 見 さん であ る。 うそ は言 わな い。

「ほ とん どプラス には作 用 しない 」と、 「絶対 」とは書い てい ない で はな いか。現 に、 自分

の好 きな ポピ ュラー ・カルチ ャー を研 究 した りして、 ち ゃん と食 べて い る人 も、少 数 なが

らい る。 もし 「CS」を 「専攻 」す る に して も、確 か に今 は 「制 度化 」度 は低 いか も しれな い

が、 その途上 にある こ とは分 か る。 そ の うち、 ポス トとや らも増 え るか も。 だ って、 もっ

とも権威 のあ る大学 の先 生が 、 日本 の代 表 なの だか ら。東 大社 情研 とい うNSCも あ る し、

阪大 入科 とい う松竹 芸能養 成所 で もいい じゃないか。 と りあ えず 、評価 され た り、研 究活

動 を した りで きる場 は、探 せ ばあ る。探 して も何 処 に もない ような、本 当 に全 く制 度化 さ

れて いない よ うな もの に、教科 書が あ るなんて こ とはあ りえない のだ し。

そ う思 った人 に とって、大学 院へ の進学 は、 それ ほ ど難 しい こ とで は ない だろ う。文 部

科 学省 の 方針 もあ る。 国立大 学 だっ て独 立 行政 法人 にな り、 学生 を増 やそ うと してい る。

不 況 で、 失業 者 を減 らす の に大 学 院進 学者 をふや そ う と して い る とい う話 も聞い た こ と

があ る。 ほん とか どうか知 らないが 。そ して、 な りたい と思 った人が、 すで に、 あ る程 度

の 「自然 淘汰 」を経 た結果 の もので ある こ とを考 えれ ば、 なお さ ら、そ れほ ど、難 し くは、

ない、 だ ろう。 たぶん一 。
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大 学 院 に行 けば、 い ろい ろな ものが 手 に入 る。 研究 を発 表 す る機 会 が与 え られ る。 「所

属 」とい うア カデ ミズ ムの 記 号。 高下 駄。 そ して、「研 究 す る私 」も。 もち ろん、 「業 界 」

に とって も、 こ うい う人が 増 え るこ とは、 のぞ ま しい。 と りあ えず 、「読 者」は増 えるの

だか ら。

ア カデ ミズ ム とい う 「サ ブ カル」が 、隣 の 「サ ブ カル」を、研 究 し、記述 し、 調査 し、分

析 す る。 「記 述す る側/さ れ る側 」を、研 究 とい う行 為 に よっ て、分 け る。 そん な イメー

ジが 、私 に はある のだ。大 した権 威 でな いか らこそ、研 究 に よって、小 さな レベル で権威

を作 っ てい く。 「ち ょっ と上 のサ ブ カル」を 目指 して。 とい う ような。

研 究す る こ とが 、政治 的で あ る ことなん て、もち ろん、分 か って いる。 と、ポ ピュ ラー ・

カルチ ャー研 究 者 は言 うだ ろ う。 だ か ら、 権威 的 に振 る舞 わ ない よ うに細 心 の注 意 を払

う。 「誰 が、 どこで、 どの よ うな政 治 的文 脈 で語 る のか」を意 識 して。そ して、既 存 の権

威的 な教養 の枠組 み 自体 を疑 い、 メ イ ン ・カルチ ャー と、サ ブ ・カルチ ャー を、分 け隔 て

な んて しない。 これ まで は、学 問の対象 にな らなか った ような ジャ ンル を、積極 的 に研 究

して い く。

(一 そ の よ うに して、 アカデ ミズ ムが、 ア カデ ミズム として振 る舞 え る場 所 を、 拡 げて

い く。)

いや 、だ か らこそ、例 え ば、「『アカデ ミズ ム』と 『現 場』とをつ な ぐ」こ とを考 えて いる

んです 。 同 じ地 平 に立 って、協 力 しあ い ま しょう。「アカデ ミズ ム」は、決 して、 特別 な、

権 威的 な場所 で はない のだか ら。

(そ の よ うに、 「つ な ぐ」とい う ことで、「ア カデ ミズ ム」と 「現場」の二 つ を分 け る。)

「ア カデ ミズム は 『現場 』な んて わか らん」、 と言 う方が 、 まだ スカ ッと しな いか。 と思 っ

て しま うこ とが 、私 にはあ る。決 して、 ほめ られ た態度 で は ないの は言 うまで もない が、

権 威 と して、 ず ん、 と上 か ら覗 きこむ方 が。 そ うす れ ば、 「現 場」は、 大声 で 叫べ る だろ

う。「何 も分か っ ち ゃい な い。 事件 は現場 で起 こって るん だ 凵 と。 「つ な ぐ」な んて い う

こ とは、そ のセ リフ を言 う権利 まで、「アカデ ミズ ム」が奪 って しまう ことにな らないか 。

「分 か って ます 、事件 は 『現場』で起 こっ て るんで し ょ。分 かっ て ます よ。 こっ ちは 『現場 』
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が見 えて ない んで し ょ。 そ れ も分 か って ます。 分 か って ます よ。 だ か らつ なが りま し ょ

う。 では、 最初 に、そ ち ら 『現 場』か らの ご意見 を どうぞ。」

4.「 『おいしい(研 究)生 活』みたいな感 じ?」 とい うイメー ジ

大 学 院 に入 れ ば、 と りあ え ず、 参加 で き る よ うに見 える、 ア カデ ミズ ム とい う場 が 、

「サ ブカ ル」の ような もの にな ってい る と述 べ た。 「サ ブカル」の学 校化 を事 例 に して説 明

した のだが、 もちろん、 その よ うな現 象が起 こる遙か 以前か ら、大 学院 を入 り口 に した ア

カデ ミズ ム とい う制 度 は存 在 して きたわ けで あ る。 あ くまで も 「サ ブカル」の側 が、 学校

とい うシス テム を導 入 しは じめたの であ り、そ の逆 では ない。 いわゆ る高等教 育の大 衆化

や、そ して、 これ だけ の規模 の 「サ ブ カル」の場 を抱 え こむ こ とを可能 とした全 体社 会(科

学技 術 、 メデ ィ ア も含 めて)の 変容 が、 ア カデ ミズム とい う メイ ンカルチ ャー を 「サブ カ

ル」的 な る ものへ と変質 させ て きた 、 と言 え るか も しれな い。

また、有 名学 者 に憧 れ、そ の研 究の 道 に進み 努力 を重 ね る人が 増 える、 とい うこ とは、

もち ろん悪 い こ とであ るはず は ない。 そ もそ も学校 とは、「先 生 の ような立 派 な大人 にな

りた い」と、 生徒 に思 わせ る こ とを、 至高 の 目的 とす るシス テム であ るの だか ら。(元 ヤ

ンキ ーの先生 は、 最 もす ば らしい学校 教 育の成功 事例 だ。)

例 えば、 ノーベ ル賞 を、 どこか の物 理学 者が受 賞す る。 それ に憧 れ て、物理 学志望 の学

生が増 え る。そ して、物 理学 に参加 す る人の層 は厚 くな る。 活性化 す る。 もち ろん、 ほ と

ん どの人 は、 ノー ベル賞 どころか、普 通 の物 理学 者 にな るこ ともないで あ ろ うし、 一流企

業の研 究所 な ど、 資金や権 威 の集 まる場所 に関与 で きるの も、勝 ち残 った少数 派 にす ぎな

いだ ろ う。 多 くの人 は、 そ れな りの場 所 で、い わ ば 「一兵 卒」と して、 物理 学が 関係 す る

場 の下 支 えをす るこ とにな る。

だ が、 理系 の 多 くや 、 いわ ゆ る実 学系 の学 問分 野 の場 合 に は、 「一兵 卒 」と言 っ て も、

その場 に歴 と した有 用 の 「ア クター」として参加 す る こ とにな ってい る場合 が多 い。 そ う

い う肯 定的 自己 イメー ジを持 って、場 全体 の持つ 目的に奉仕 す る役 回 りを演 じるこ とが可

能な のだ。 「サ ブカル」学校 の ように、一握 り以外 は、 皆、 「一 フ ァン」とい う 「消費 者」に

な る とい うこ とはな いの だ。 「役 に立つ 」学 問 とはそ うい うもので あ る。 そ れが 、何 もか

も良 いこ とだ とは言わ ないが。
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多 くの非実 学系 文系学 問 分野 の場合 は どうか 。ポ ピュラー ・カルチ ャー研 究(特 に カル

ス タ的視 点 を持 った)が 、 そ の枠 組 み を問 い直 した りしてい る よ うな、大 文 字 の 「文 化」

に関 わる もの の場合 は、 とて も分 か りやす い。 その 知識 で食べ てい けるか どうか、 とか 、

一握 り以外 の
、 その知 識 を直接役 立 たせ られな い学生 は どうす るか、 な どとい う疑 問 を持

づ必 要 は、 は じめ か らな い。 なぜ な ら、伝 え るべ き もの は、 あ らか じめ 、伝 え る 「価 値」

の あ る もの と して保 証 されて い る(と 考 える)の だ か ら。役 に立 とう と立つ まい と、 学生

が どうなろ う と、関係 な く、伝 える こ と自体 に 「意 味」があ るの だ。

では、 ポ ピュ ラー ・カ ルチ ャー研 究 の ような、 「役 に立 たず 」、か と言 って、 あ らか じめ

伝 え るべ き 「価 値 」が あ る と保証 す る こ とそ の もの を否定 す る学 問の場 合 には どうな るの

か。 実践 して い るこ との意義 は、 と りあ えず 脇 に置 いてお くとす れ ば、 ほ とん ど 「サブ カ

ル」学 校 と同 じ ようなあ りかた とな るので はないか 。

学 ん だ知識 を直接 、 食べ る ため に 「役 に立 たせ る」ことがで きない、 その他 大勢 は、そ

れ ぞれ の 「現場 」で、批 判 的 な視 点 を もって、身 近 なポ ピュ ラー ・カルチ ャー に関 わっ て

ほ しい。 日常 的実践 だ。糊 口の ため の仕 事 は、 ち ゃん とや りなが ら。 そ うい う、 「現 場」

での小 さな変化 の積 み 重ね が、何 よ り重 要 なのだ一 。

「現場 」での 日々の活 動 の中 で、 ち ょっ とした変化 を もた らす た め に努力 す るの が、 どれ

ほ ど、孤 独 で、難 しい こ とか。 い わゆ る 日本 的世 問の中 で。誰 に も評価 されず に。で、 そ

うい う人 た ちが、少 数 の 「成 功者 」の、本 を読 ん だ り、 講演 会 を聞 きに行 き 。役 に立

た ない知識 で食 えてい る人 を支 える。

た ぶん、 「そ うい う もの」な のだ ろ う。 それ でい いの だ ろう。い く ら、「既存 の教 養 の枠

組 み を疑 う」学 問で あ る とはい って も、既 存 の教 養体 系 の 中で、権 威 あ る地位 につ いて、

衣 食足 りて、 ゆ っ く り研 究で きる人がい なけ れば、 その学 問 は発 展 しない のだ ろ う。 それ

でい いの だ ろ う。 そ れ に、「知 識」を学 んで、 後悔 す る人 な んて い ないの だか ら、何 らお

か しいこ とはな いのだ ろ う。 それ で、 いいの だろ う。 きっ と。

(も ちろ ん、現 実 には、 い わゆ る文系 の大 学生 の ほ とん どは、 ア カデ ミズム にな んて少 し

も煩 わ され る ことな く、 それ で も 「卒業論 文」を書 いて、 さっ さ と卒業 してい く。 だか ら、

こん な こ とは、 全 く考 える必 要 は ない の か もしれ ない。 そ れ に、 上記 の よ うな 「参 加 し

202 羣瓢班樗毳心9軅"櫞 舞頻食紛$鑓蓼箏$鍵¢轟《o餐》i窒i響毎詔}《1多2嚢甞δ



て しまった」人 た ちは、 「一 フ ァン」として、 「読 者」で ある こ とに満足 してい るだ ろ う し、

「先 生」の新 刊 が 出 るの を心 待 ち に して い るだ ろ うか ら、 とや か く言 う必 要 は ない の だ。

うっか り 「大学 院」に進学 した 人た ち は、 もちろ ん、 「厳 しい」ことは 聞いて きて いるの だ

か ら、覚悟 が で きて い るか、 も しくは、「家 庭 の事 情」で余 裕 が ある のだ ろ うか ら、 ほっ

てお けばい い。前述 の よ うに、 メ リッ トもた くさん あるの だ し。)[・6ユ

最後 に、 この よ うな 「参加 して しまった」人 たちの外 部、 いわ ば 「一般 の人 」た ちに対 し

て、 ポ ピュ ラー ・カルチ ャー研 究 の ような 「役 に立 たず 」「価 値 も保 証 されてい ない 」学 問

の、 「役 に立 たせ方 」「価 値」を、 説 明す る と き、 それ は どの よ うなや り方 を とる こ とにな

るか、 につ いて、気 になる こ とを述 べて お きたい。

多 くの 聞 き手 、読 者 を獲得 す る努力 をす るこ とは、 どん な学 問で も必要 な こ とだ。「真

理 は万人 に よって 求め られ る こ とを 自ら欲 し」[・7]てい る とは いえ、将 来 の 「読 者」候 補へ

の呼 びか けは行 わな ければ な らな いだ ろ う。大 学で も、そ れな りの数 の リクルー トは、 し

続 けな けれ ば な らない 。あ る程 度 の制 度化 も 目指 さな けれ ばな らない。 そ れ を全 く求 め

ない とい うのな ら、本 当の意 味で 厂サ ブカル」として、 アカデ ミズ ムなんて看 板 をお ろ し、

分か る人だ け分か る、 コ ミュニテ ィー を作 れ ばいい のだか ら。

外 部 の人 たち に どうや って、 これ ら、 厂役 に立 たず」、伝 え る 厂価 値 」が 保証 されて いな

い よ うな ものの重 要性 を認識 して もらうか。 で きるだ け分 か りやす く、 しか も、 誤解 を生

まない ような表現 で、分 か って も らうよ うにす る とい うのが、 その基 本姿勢 で なけれ ばな

らない のは、言 うまで もな いだ ろ う。

ポ ピュラー ・カ ルチ ャー の ような、 身近で 、誰 で もよ く知 ってい る、す ぐそ こにあ る も

のの研 究 な ら、 なお さ らの こ とだ 。で も、実 際は、 どうか。

グ ロ ー バ リゼ ー シ ョ ン、 ジ ェ ン ダ ー 、 エ ス ニ シ テ ィ、 ポ ス トコ ロ ニ ア ル 、 ヘ ゲ モ ニ ー 、

オ ー デ ィエ ンス 、 デ ィ ア ス ポ ラ 、 サ バ ル タ ン、 トラ ンス ナ シ ョナ リ テ ィ、 ク イ ァ、 セ ク

シ ュ ア リ テ ィ、 カ ル チ ュ ラ ル;ス タデ ィ ー ズ ー

言 うまで もな く、 ポ ピュラー ・カルチ ャー研 究で よ く使 われ る専 門用語 であ る。

これ らの、そ の一つ 一つ を とってみ れば、 誠実 な、時 には命 がけ の、問 いの継続 の 中か
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ら、あ る必然 性 を もって生 まれ て きた、概念 、言葉 。 しか し、そ の 「歴 史」を、「内容 」を、

とっぱ らって しま って、 た とえば、 こう して並べ て 眺め てみ れば、 な ん とな く「意味 」あ

りげで、 ち ょっ と気 の利 いたキ ー ワー ドの束 に見 えて もくる。

横 文字 だけ選 んで挙 げ たか らか。 では、 次の よ うな タイ プの ものは どうか。

ゆ ら ぎ 、 き しみ あ い 、 せ め ぎ あ い 、 越 境 す る 、 縫 合 さ れ る 、横 断 的 な、 開 か れ た 、

〈知 〉、 くい の ち 〉、 〈出 来 事 〉、 〈身 体 〉、 〈日本 〉、 一[・8]

これ らは、 なんの変 哲 もない、 普通 の 日本語 の 言葉 ではあ る。飾 り括弧 をつ けた り、 ひ

らが なで表記 した りす る こ とも、 その一 般的 な意 味 との距 離 を作 り出す、異 化作 用 を生み

出す ため の必然性 が ある こ とも、 まあ、分 かる。

だが、 これ ら、ポ ピュ ラー ・カルチ ャー研 究で よ く見 か ける言葉 が、 ある具合 で配列 さ

れ た とき、引 き出 される 「気 の利 い た もっ と もら しさ」の イ メー ジが、私 に は ど うして も

気 に なっ て仕 方が ないの だ。 もち ろん、 これ らの言 葉 ・言 い 回 しを、 時 に 自分 も使用 す

る し、使 われ方 に よって は、 まった く目障 りじゃない こ ともある けれ ど。 それで も、 どこ

か、胡 散臭 い。

伝 え に くい研 究 の 「価 値」を、 と りあ えず、 そ れ ら しく見 せ るた め、 これ らの キー ワー

ドが、 な らべ られ てい るだ けなので は 。情報 の価 値 を高め るため 、「あっち」と 「こっ

ち」との本 当 は極 小 の距離 を拡 大 して見せ るため に、 この よ うな言 葉の 数 々で、装 飾 して

い るだけ なので は一 。 デ ー タの分析 、考 察 と称 して。 とい う ような ことを、考 え て しま

うので あ る。

これ らの言葉 の使 わ れ方、 期待 されて い る演 出効 果。 ここ に、 私 が感 じて しま うの は、

いわ ば 「広告代 理 店的手法 」の匂 い であ る。

「イ ン ター フェ イスの 人文 学」一 「イメー ジと しての 〈日本 〉」一 何 とな く意 味 あ りげ

で、気 が利 いて いるが、 具体 的 には、 ど うい う ことか、 なか なか理解 しに くい、 この よ う

な 「コピー」。

今 日、ポ ピュ ラー ・カルチ ャー研究 が対 象 とす る領域 で 、特 に、マ ス メデ ィア とい う空

間にお いて、 電通 を代 表 とす る広告代 理店 が、 どれ ほ ど重要 なエ ー ジェ ン トとして働い て

いるか、 あ らため て指摘 す るまで もなか ろ う。
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ネ ッ ト時代 にな って もや は り、 最大 の影響 力 をほ こるメデ ィアで ある テ レビ。 その 中で

広告代 理店 は、 番組作 りに、視聴 率 とい う指標 を振 りか ざ して、絶対 的 な力 を行使 してい

る。 五輪 な ど、 スポ ー ッへ の関与 も無視 で きない。 近年 では、 選挙戦 略 に も大 きな役割 を

果 た して い る。 お よそポ ピュ ラー ・カルチ ャー と よばれ る諸領 域 におい て、広告代 理 店の

息が かか ってい ない場所 は、ほ とん どない と言 えるほ どだ。

広 告代理 店的 手法 とは、何 もない(か もしれ ない)と ころ に 「意味」の イメー ジ を発 生 さ

せ、 受け手 の欲望 を作 りだす技 術 であ る。嘘 をホ ン トに、 しか もオ シ ャレに、意 味あ りげ

にみせ るのが、広 告 の仕事 であ る。商 品を売 るた めに。

その よ うな技術 に対 して 、ア カデ ミズム の中で、 最 も鋭 い批 判的視角 を もて るはす のポ

ピュ ラー ・カルチ ャー研 究が 、 まるで 同 じよ うな手 法 を使 っ てい る とした ら。 しか も、 ア

カデ ミズ ムの 中で も最 も意識 的 に、使 ってい る と した ら。 そ れは、 やは り、 ものす ご く罪

が重 い こ となの では ないか、 と私 は思 う。

先 に述 べ た、 「サ ブカル と して のポ ピュ ラー ・カルチ ャー研 究」とい うイメ ー ジ とも親

和 的 な、「ア カデ ミズ ムの 中の広告代 理店 」とい うイメー ジ。

この ような イメー ジは、何 ら実態 を伴 わ ない もの 、で はない と思 う。 例 えば、大 学生 の

中 で、電通 な どの広告代 理店 に勤 めて みたい と考 える人 は、 どの よ うな学 問 を選択 す る こ

とが 多い か を考 えて みて ほ しい。

最 近で は、新 聞記者 な どの報道 の仕事 に就 きた い と志望 す る学 生 と、広 告代 理店 志望 の

学生 は、 とて も近い存 在 になっ てい るので はない か。 ジ ャー ナ リズ ム と、 コマ ーシ ャ リズ

ム。1本 当」を伝 え るべ き仕事 と、.「嘘」を 「本 当」として伝 える仕事。 本来 な ら、真 反対 の

社会観 、 人生観 を根 っ こに して、志 望す る気持 ちが 生 まれる はずの もので はな いか。 その

両者 が、 いわ ゆる 「ギ ョー カイ」志 望 と して、 近 い、 いや 、 ほ とん ど重 なる ところ にい る。

や は り、 これ は まず い ことなの ではな いだ ろ うか。

そ んな、 「ギ ョー カイ」志望 の学 生 こそ、 ポ ピュ ラー ・カル チ ャー研 究 に楽 しみ を見 出

し、 「なかな か面 白い感 じの卒 論」を書 くような タイ プの人 たち では ないか。 「電通 落 っ こ

ち たか ら、 と りあ えず大 学 院 にで も行 って お くか 。」共 通 す るの は、 と りあ えず、 「送 り

手」側 に まわ りた い、 とい う気持 ち ぐ らい だろ うか。 送 る 「内容」は、 後 か ら考 えれ ばい

いo
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* * *

多 くの 「一 フ ァン」が ひ しめ きあっ てい る中 で、権威 を使 って、偉 そ うに、調査 し、 発

表す る。 「ほっ とい て くれ」と思 っ てい る人 た ちを、記 述 し、傲 慢 に も分析 してみ た りす

る。 そ うい うこ とが、 赦 され る とした ら。 それで も、 アカデ ミズ ムは、 ア カデ ミズ ム と し

てそ うい う資格 があ るのだ と言 える と した ら。そ れは、 ア カデ ミズ ムが、 この 高度消 費社

会の 中で 、 もっ と も らしいイ メー ジの氾濫 になが され ず、 本当 に 「意 味」あ る こ とを記 述

す る とい う責任 を果 たせ ば こそ なので はな いか。

「売 れ るか ど うか なん て気 に しな くて もい い。」これが 、 この社 会 の 中 に数 あ る、情 報 の

「送 り手」た ちの中 で、 ア カデ ミズ ムだ けが持 っ てい る最 大 の 「売 り」だ ったの では なか っ

た か。 そ うで ない な ら、 「研 究」なん て い う言葉 を使 うの は やめ て欲 しい。 少 な くと も、

私が愛 着 をもつ、 カルチ ャーの場 にだけ は来 て くれ るな。 と 「一 フ ァン」と して の私 は思

うの であ る。

5.終 わ り

「ポ ピュ ラー ・カルチ ャー を研 究 して ます1対 象 は 自分 の趣 味で す1」 と、 私 が 「本 当 の

こ と」を言 いに くい の は、以上 の よ うな 「イメー ジ」が、何 とな く気 に なるか ら、 とい う

こ とにな りそ うで あ る。 もちろん、 あ えて言 う とす るな らば、 の ことで はあ るが。

(6.2年 後 に 記す 補 足)

以上 の よう に、本稿 は、 あ くまで も議 論 の ため の 自由 な問 題提 起 と して書 か れ た もの

であ る。 ワー ク シ ョ ップ(以 下WS)(注1参 照)で は、 参加 者 に このDPを あ らか じめ読 ん

で きて もらい、 議論 を行 った。 本WSは 、「イ メー ジ と しての 〈日本 〉」研 究 プロ ジェ ク ト

の、 中間的総括 の意 味 もこめ て設定 され た ものであ った。 当 日は、つ た な くひ と りよが り

な 「挑 発エ ッセ ー」に対 し、多 くの参加 者 に真 摯 な応答 をいた だ き、 有意 義 な議論 をす る

こ とが で きた。 そ の意味 で は、本稿 の役割 は、WSの 日を もっ て終 わっ た とい うべ きで あ
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ろ う。

しか しなが ら、WSの 際 の議 論 で、何 らか の 「答 え」が 出 た わけ で はな い。 ア カデ ミ ッ

クな研 究対象 と して、 ポ ピュ ラー ・カルチ ャーを考 える こ との意 味 は何 か。 また、今 日の

社 会 にお い て、 文化 を研 究 す る とは、 どの よ うな実践 な のか。 この ような根 本 的 な問 い

は、継 続的 に何度 も議論 し直 して い くこ とが必 要 な もの だ と思 う。

学術 論文 を主 体 に した報告 書 に は相 応 し くない文体 で書か れ た文章 で はあ るが、WSで

の議論 に参加 して いた複 数の 方々 に推 薦 をい ただい た こと もあ り、あ えて 当初 の文体 の ま

ま掲載 す るこ とに した。

論理 の飛躍 等、 いろ いろ な点で読 み に くい部分 が ある と思 うが、 ご寛 恕願 いた い。

[ふ るかわ たけ し ・大 阪大学、関西大学他 非常 勤講師]

[注]

1

2

3

4

5

6

7

8

本稿 は、2004年9月26日 に開催 された 「イメージとしての く日本〉」若手研究者交流ワークショップにおいて発

表 した際に準備 したデ ィスカ ッシ ョンペーパー(以 下DP)を 掲載するものであ る。(誤 字脱字、な らびに一部

分か りに くい表記については修正 した。)学術 論文形式 ではな く、いわゆ るエ ッセー形式で書かれている。 当

初のDPに は、注 をつけていない。 この ような形式で作成 した経緯や意図な どにつ いて理解いただ くため、本

稿 には適宜、注 を補足 した。 また、本稿の末尾に、簡単な解 説も付加 した。

このDPは 、「文化研究の困難」というテーマの部会 にお いて発表 された。筆者には、議論のための問題提起の

役割を求められていた。

ポ ピュ ラー ・カルチ ャー をテーマに した筆者 の主 な研究活動は以下を参照 してほ しい。古川岳志,1998,「競輪

の変容過程 ～競輪か ら見たギャンブル とスポーツの関係」『スポーツ社会学研 究』6:84-96.,2002,「大衆 文化 とし

ての力道山プロレス」岡村正史 『力道山と日本人』青弓社,143-176,

2003年 を指す。

上掲書p7、 吉見氏の文章。引用 文中CSは カルチ ュラル ・ス タデ ィーズをさす。

ここと、一つ上のパラグラフは、判断停止のまま終わ らせてしまっている。

岩波茂雄 による 「読書子 に寄す一 岩波文庫発刊に際して一」より。

大阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」公式サイ トか ら集めた。

趨 イ・一ジとし脇 鵬!
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「イメ 日」班 にお ける方法論 の実験報告
一研究ネットワークの構築のために一

真鍋昌賢/伊 籐 遊/山 中千恵

はじめに

イ メー ジと して の 〈日本 〉(以下 「イメ 日」)班は、 ポ ピュ ラーカル チ ャーの領域 を対象 と

し、 イメー ジの流れ に注 目す るこ とで 、 これ まで とは異 な る方向か ら、 人文学 、社会科 学

の 問題 を発 見 し、検討 す る ことを試み た。 その成 果の一 部が 、前章 まで の論文 として まと

め られ てい る。

私 たち は、 問題 を発見 し、 答 え を模索 、検 討 す る と同時 に、 その営 み 、つ ま り 「研 究」

の 進 め方そ の もの に も目を向 け て きた。研 究 を① 「どの よ うに進 めてい くの か」とい うプ

ロセス、 ② 「な にを もちい て進 めて い くのか 」とい う メデ ィ アへ の注 目 に よって 、研 究

を成立 させ る場や 作 法 を問題 化 し、 領域 横 断的 な共 同研 究 の あ り方 を模 索 して きた ので

あ る。

そ もそ も、 ポ ピュ ラー カルチ ャー とい う領 域 を扱 う上 での 、「正 当 な」学術 的手 続 きは

未 だ存在 しない。私 たち は、ポ ピュ ラー カルチ ャー研 究 を、 自分 たちの存在 を含 め た文化

経験 そ れ 自体 を対象 とす る もの であ り、音楽 、映 画、 ドラマ 、マ ンガ な どの メデ ィアテ ク

ス トは もち ろんの こ と、作 品 を人々が 享受す るそ の経験 と、経験 が 生起す る場 をふ くめた

問題 と して と らえる ことだ と考 えて きた。 そ こで は、学 術領域 内 の横 断、 ア カデ ミズム と

そ の外側 との横 断が 必須条 件で あっ た。 ゆえに、 イメ 日は 「横 断の ことば」を模 索 し、「方

法 」の実験 を繰 り返 して きたの だ とい え る。

本 章 で は、 イ メ 日の活動 にお い て、 これ まで どの よ うな方法 を 「実 験 」して きたの か を

報告 した い。 そ して、 このCOEの プ ロジ ェ ク トを基 礎 に始 まった い くつ かの 共 同研 究 に

つ いて もふれ、 イ メ 日の活動 が今 後 どの ような広 が りを持 ち うるの か、 その展望 を示せ た

ら と思 う。(山 中千 恵)

輪 ・・一滋 類 ㈱
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1デ ィス カ ッ シ ョ ン ・ペ ー パ ー

過去4回 開 催 され た 「若手研 究 者 交流 ワー ク シ ョップ(WS)」 は、 「デ ィス カ ッシ ョ ン ・

ペ ーパ ー(DP)」 方式 を導入 して い る点 を大 きな特徴 とす る。

この方式 にお ける最 大の 利点 は、 「発 表者 」の 書い たDPを 参 加者 にあ らか じめ読 ん で き

て も らうこ とで、WS当 日、 議論 に多 くの時 間 を割 け る とい う ことだ。DPは 、 議論 の ため

のペ ーパー であ る。誤解 を覚悟 で言 えば、 ペーパ ー の作 者 は言 わば"ネ タ提 供者"で あ る。

ゆえ に、参 加者 同士 の 関係性 は、 しば しば通 常 の学会 発表 で み られ る よう な 「1人の発表

者 対(あ る1人 の)聴 衆」とい う単線 的 かつ 並列 的 な もの で はな く、 その 場 にい る全 員 が

DPを 素 材 に有機 的議論 を展 開 させ得 る 「対 等 なデ ィス カ ッサ ン ト」とい うこ とにな る。

もっ と も、DPは 、1回 の イベ ン トのた め の単 な る"ネ ダ'に 終 わ る もの では ない。2003

年 度のwsで は、議論 の フ ォロー を どうしてい くか、 とい うモデ ルづ くりの実験 も行 っ た。

DPと い うのは、 いわ ゆる 「論 文」の よ うに完 成 された もので は ない とい うのが 前提 となっ

てい る。ペ ーパ ーの筆 者 に は、WS当 日の 議論 をも とに リライ トして もらい、 当 日の コメ

ンテー ター がそ れ に コメ ン トを付 け る。そ して、 その リライター に は、WSで 議 論が 行 わ

れ た とい う``しる し"と して、一枚 の 「表紙 」を配布 した。「表 紙」が付 け られ たDPは 、 さ

らに別 の場 所 で もDPと して議論 され てい く…… とい うことが繰 り返 され る。 重要 なの は、

DPが 議 論 され 書 き換 え られて い く度 に、 どの よう な場 で どの ような箇所 が どの よう に議

論 され たか とい う 「議論 の履 歴」も(更 新 され な が ら)付 され てい くとい う点 だ。DPの 読

者 は、 この 「履歴 」を読 む こ とで、 これ までの議 論 を参照 しなが ら、 はな しを展 開 させ る

こ とが可 能 にな るだろ う。

もちろ ん、議論 が あ る程 度熟 して きた と思 った ら、 いわ ゆる通 常の 「論文 」として、学

会誌 な どに投稿 して も らって構 わ ない。た だ し、 「論 文」にな って しまったか らと言 っ て、

議論 の"旅"が 終 わ るわけ では ない。 それ は またDPと い う形 で議論 され る ことで、 さらに

変化 してい く可 能性 を永遠 に持 ち続 ける のであ る。

こ こに は、「正 しい コ ミュニ ケー シ ョンの技 術 」とは、 あ らか じめ持 って い るあ る確 固

と した考 えを他者 に十 全 に伝 える こ とでは ない、 とい う前提 が あ る。 私 たち はWSと い う

もの を、 自分 たちが変 わ って い くあ るい は変 えてい く現 場 と して構 成 して きた。次 に紹介

す る 「イ ンス タレー シ ョン」を使 った共 同発表 もそ う した 観点 に立 っ て行 なわ れた もので

羹覦 蟹 軸 む曾 霧 ≒i醍ξ電羹}詫1鞍募 糞93命 凜ξ.導彰 鳧£象iv挫i婚舞2彙 舞亀 窯蝋}ξ}



あ る。(伊 藤 遊)

2イ ンス タ レー シ ョ ン

2-1"表 現"し たか った こ と 一 一 拡 散 す る 〈日本 〉イ メ ー ジ

2005年3月4日 ～5日 、 モ ナシ ュ大学(オ ー ス トラ リア)日 本 文化 セ ンター との共 催 で、

国際 シ ンポ ジ ウム 「lmagininglapan」 を行 っ た(於 モ ナ シ ュ大 日本 文化 セ ンター)。 次 に、

その 際 に行 われ た5人 に よる グルー プ発 表[・1]にお け るプ レゼ ンテー シ ョンの実験 につ い

て紹介 した い。

この グルー プ発表 にお け るそ れぞ れの報 告 は一応 独 立 した もので あ る。 しか しなが ら、

こ こで重 要 なの は、 そ れぞれの イ シューが有 機 的 に連 関 しあって い るこ とを 自覚 してい た

点で ある。 む しろ、連関 として描 か れる テーマ その もの一 「越境 す るポ ップカ ルチ ャー、

奪 用 され る 〈日本〉」をみせ た い とい うのが 、 当初 か らの 目的であ った。

そ こで私 たちが 目指 したの は、 それぞ れのベ ーパ ーにお け るイ シューの有機 的連 関の全

体 像 が、我 々の研 究対 象 として い る 「〈日本 〉イメ ージ」その ものの捉 え方 と重 な る とい う

こ との"表 現"で あ った。 た だ しそ れは、 単 に複雑 化 した 問題 系 を ビジ ュアル の力 を もっ

て整理 す る とい うこ とでは ない。 とい うの も、 ここで私 たちが示 したか ったの は、 「実体 」

と して の 日本 では な く、発 信 と奪用 が交錯 す る 「イ メー ジ」の拡 が りだっ たか らであ る。

私 た ちの発 表が最 終 的に、介 入可 能 な 「イ ンス タ レーシ ョン」とい う"モ ノ"と して提 示 さ

れた り、事 後 ア ンケ ー トと して オー デ ィエ ンス の 「〈日本〉像 」を描 いて もらった りした の

は、 その点 に こだわ りたか ったか らなの だ。

そ の結 果考 案 され たのが 、私 た ちが 「イ ンス タレー シ ョン」と呼 んでい る議 論 ツール で

ある。 これ は、3×3mの 模 造紙 に、「日本の ポ ピュ ラー カルチ ャー のグ ローバ リゼー シ ョン」

とい うテー マに沿 って書 かれ た、共 同発表 者5人 のペ ーパ ーの キー ワー ド(例 え ば、「アニ

メ」や 「著作 権」や 「反 日」といった。)が並 べ られ た もの。 各発 表者 は文 字通 りこの 「イ ン

ス タ レー シ ョン」の 中 に入 り、 キー ワー ドをカラー ペ ンでつ な ぎなが ら、 そ のつ なげ方 を

解 説す る形 で 自 らの 議論 を展 開 させ た 。5人 の発 表が終 わった 時点 で、バ ラバ ラに見 えた

5つ の議 論 とキー ワー ド同士が 有機 的 につ なが って いる こ とが わか る、 とい う仕掛 けだ。

慈 炉 ジ・・翻 贓 〉
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(写真)

そ こで は、 まず もって、言語 の異 な る人 た ち と議論 す るため、 コ ミュニ ケー シ ョンッー

ル と して、 ビ ジュア ルの力、 身体 の力 を借 りよ うとい うこ とが あっ た。 そ して、 この装置

の さ らに重 要 な機 能 は、 オー デ ィエ ンス もこの イ ンス タ レー シ ョンの 中 に入 って、 キ ー

ワー ドとキ ー ワー ドを自分 な りの説 明 を付 け てつ なげなお した り、足 りない キー ワー ドを

付 け足 した りで きる とい う未完 成性 にあ る。そ の際、 これが 身体性 を取 り込 んだ アナ ログ

装 置で あ った点 は重 要 だっ た と思 う。(一 方で 、同様 の書 き込み はA4用 紙の ア ンケー トに

おいて も行 われた。)

ここでの私 た ちの 目論見 は、書 き加 えられ展 開 して い く文 字 とキー ワー ド同士 を結 ぶ ラ

イ ンの修 正 と増殖 の あ り方 が、 ポ ップ カルチ ャー を介 して展 開 して い る 「イ メー ジ として

の 〈日本 〉」そ の もの を ビジ ュアル的 に表現す るだろ う とい う ことであ った。

「イメー ジ」とは、様 々 な出 会い の レベ ルに よっ て科学 的 な反 応 を起 こ し、 変容 ・増 殖

してい くもの であ るが、 この 「イ ンス タレー シ ョン」方式 で は言 わば、研 究対象 の動態 を、

研 究現 場 の コ ミュニ ケー シ ョンツー ルそ の もの と して展 開 してみ た わけ であ る。 そ こ に

は、「ポ ピュ ラー カルチ ャー 」を 「生 きる」/「 研 究す る」主体 の不可 分性 とい う感 覚 の共

有が あ る ように思 う。

2-2メ デ ィ ア ・ラ ボ と の コ ラ ボ レー シ ョ ン

こ う した実験 をす るに 当た って、 私 た ちの 身近 に、「メデ ィア ・ラボ」の ス タッフが い

た こ とは、 非常 に幸 運 な こ とで あっ た。「メデ ィァ ・ラボ」は、 ア カデ ミズム にお け る新

しいメデ ィアのあ り方 を 「研究 者」と共 に考 えて い くこ とが期 待 され てい る、 当COEの 重
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要 なセ クシ ョンの ひ とつ で あ る。 メ ンバ ーは、 いわ ゆ る 「研 究 者」とは異 な る出 自の人 た

ちで あるが、 厂モ ノづ くり」の実績 を持 ってい た。

私 たち は、 早い段 階か ら、 ラボの ス タ ッフと議 論 を し、 どの よ うな プ レゼ ンテー シ ョン

が あ りう るか を考 えた。 このペ ーパ ー を読 む と、 「研 究者 」であ る私 た ち5人 の 中 であ ら

か じめ"表 現"し たい こ とが あ って、 その"器"=メ デ ィアを ラボ ・ス タ ッフ に発 明 して も

らっ たかの よ うに読 まれ て しま うか もしれない が、実 の とこ ろ、 プ レゼ ンテー シ ョンの あ

り方 につ い て ラボ ・ス タ ッフと議論す る 中で再認 識 した こ とが、 このベ ーパ ーの一 部 と し

て 、遡 及 的に述 べ られ て いる とい う面 が ある。 私 たち の"コ ラボ レー シ ョン"は そ れほ ど

まで に緊密 で あっ た。そ の こ とは また、 プ レゼ ンテ ー シ ョン とい う 「メデ ィア」が その 内

容 と分 かちが た くある研究 分野 のあ る こと も示 してい る。

2-3反 省

もっ とも、 この発 表が、 ここで述べ て きた ような理念 を十全 に実 現 し得 た例 であ る とは

言 い がた いの も事 実 であ る。5人 の発 表 者 と3人 の ラボ ・ス タ ッフの 間(あ る いは、5+3

人 の個 々人の 間)に も溝が存 在 し、その溝 の一部 は結局 最後 まで埋 ま らなか った。例 えば、

こだ わ りた い部分 の差 パ ッケー ジ ングの ビジ ュアル性 その もの/テ クス トで示 せ る よ

う な内容、 といっ た は、 お互 い に、最 終的 な 「イ ンス タレー シ ョ ン」の 出 来 に どこか

不 満 を抱 い てい る とい う結 果 を残 した。

こう した 問題 を詰 め る ことが で きなか った結 果、私 た ちの意 図がオ ーデ ィエ ンス に充分

伝 わ らなか った部 分 も出て きて しまっ た。 オー デ ィエ ンスか らは、 私 た ちが、 〈日本 〉イ

メー ジ を考 え る際の ひ とつ の例 と して取 り上 げた トピ ックの不 足 や解 釈 そ の もの に対 す

る批判 が相 次 いだ。 私 た ちが この発 表 で伝 え たか っ たの は、 〈日本〉を論 ず る とい う こ と

は、 〈日本〉に関す る トピッ クが次 々 と想 起 されそ こに様 々な イメ ー ジが重 ね られ てい く

こ と 「拡散 す る 〈日本 〉イメー ジ」そ れ 自体 を論 じたか った のだ し、 ここにい る 「発表

者 」であ る5人 もそ の 「オー デ ィエ ンス 」もその 「イメー ジ」を生産 し得 る とい う意 味で は

同 じ地 平 に立 っ てい る とい う こ とを"表 現"す る ため の イ ンタラクテ ィヴな イ ンス タレー

シ ョンだった はず だった のだが 。 こ うしたズ レは、そ れ を楽 しみ議 論の端 緒 とな る ことを

期待 したの に も関 わ らず、 単 に羅列 され るに終始 して しまったの であ る。 こ うした誤解 を

生 じさせ て しまった こ とは、この プ レゼ ンテー シ ョンの ひ とつ の致命 的な欠 点で はあ った。

奪 イ・一ジとしての〈躰 〉
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また 、ア ンケー ト回答 も含 めた、 オー デ ィエ ンス の反応 に さ らに答 えて い くよ うな シス

テム につ い て も加 味 してい く必 要が あ るだろ う。(伊 藤遊)

3二 つの課題

3-1メ デ ィア と して の 「声 」

方 法 論 の再設 定 を試 み てい くこ とは、「研 究 」とい う営 みそ の もの を 自明視 しな い立場

につ なが っ てい くのだ ろ う。 その意 味 におい て、 メデ ィア論 と研 究方 法論 の接 合 は人 文学

にお ける重 要 な課題 であ る。「研 究 」とい う対象 との 関わ り方 を構 造化 してい る無 意識 の

ッール につい て 自覚 的で あ ろう と し、 またそ こに は らまれ た拘束性 を明 るみに 出す こ とが

意 図 され る。 ここで い う 「拘 束性 」とは、何 が どの よ うに、見 える のか/見 えな いの か、

聞 こえ るのか/聞 こえ ないのか 、あ るい は感 じ取 られるの か/感 じ取 られ ないの か をゆる

やか に制 限す る前提 条件 を指 してい る。 ここ まで述べ て きた方法 の発案/試 行 とは、 いず

れ もそ う した 「研 究 」の 「拘束性 」を"一 端"解 き放 ち、新 た な 「研 究 」空 間 をプ ロデ ュ ース

す る とい う側面 をもって いた。

これ まで の イ メ 日班 で重 要 であ っ た特徴 の一 つ は、 非言 語 的側 面(画 像 ・身体 ・モ ノ)

に対 す る注 意喚起 に重 点 をお きつ つ、 方法論 につ い ての議論 に取 り組 む ことであ った。 そ

の一 方 でわ れ われ は、文 字 としての 言葉 を相 対化 す るう えで、 「声 」と して の言 葉 の位相

を、改 め て考 え てみ る必要 性 を感 じて い る。 そ の背景 には、 送 り手/受 け手 のあ いだ を、

よ りイ ン タラクテ ィヴな 関係 と して動 態 的 に演 出す る うえ で、「声 」の力 が大 きいの で は

ない か とい う思 いが ある。 イ メ 日班 で は、対 面的 な空 間の プロデ ュース に力 を注い で きた

が、 一貫 して 「声 」が生 まれ交 わ る ダイア ロー グの現場 を、 「研究 」とい う営み の なか に位

置づ け直 そ う とい う試 み で あ った ともい え る。 た とえば、 先 に述 べ た よ うにデ ィス カ ッ

シ ョン ・ペ ーパ ー とは、論 文 を単一 の声 に よる創 造物 で は な く、多 声 的 なテ クス トと し

て今一 度見 つめ 直 し、声 の交 差す る 口頭 発表 の現場 の意 義 を再 設定 す るため の方法 であ っ

た。 コミュ ニケ ー シ ョンの全体 像 、 あ るい は様 々 なメ デ ィァの力 学 を無 視 して 、「声 」の

み独立 して剔 出で きる わけで は ない。 しか しなが ら、 「声 」につ いて 自覚的 で ある こ とが 、

研 究 の諸相 、つ ま り問題 発見 ・調査 ・議 論 ・発 表 な どの イ ンター フェ イス を考 えて い くう
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えで、 カギの ひ とつ とな るこ とは確 か であ るだ ろう。

「声 」には時 と場所 に限定 され、発 話 者 の リアル タイ ムな イ ン トネー シ ョンが、 あ るい

は発 話の 方向性 が刻 印 されて い る。 「声」は 「文 字」に比 べ少 数の受 け手 に、 しか も至近 距

離 に しか届 か ない。「文字 」は「声 」に比 べ て よ り反省 的に身体 か ら切 り離 され る。また「文 字」

は部分 と部分 の比較 が しやす く、 同 じ部分 を繰 り返 し検討 で きる とみ な され る。 近代 的 な

学 問生産 の 評価 シス テム のな かで、 「文 字」に比 べ て二 次的 な位 置 に位 置づ け られ た に見

受 け られ る 「声 」を、 「研 究 」とい う営 み=プ ロセス にお いて、 しか も現 実的 な実践 の現場

にお いて、人 文学研 究者 は どの よ うに再 設定す べ きか につ い て今 後 も考 えてい きたい。

(真鍋 昌賢)

3-2何 の ため の ネ ッ トワ ー クか?一 「ワー ク シ ョ ップ」

私 たちの方 法論 の実験 は常 に、人 的 ネ ッ トワー クの構 築 とい う ことを念頭 にお いた もの

だ った[・2]。そ れは結果 だ けで な く、 プロセ ス こそ を重視 す る とい うこ とであ る。

しか しなが ら、 しば しば批判 され た ように、後 者 ばか りを強調す る こ とで、研 究 的な結

果 が みえ な くな って しま うとい う恐 れ はある。

例 えば、私 たち はネ ッ トワ ー クづ く りの戦略 と して、す べ ての研 究 イベ ン トを 「ワー ク

シ ョップ」と称 して きた。 しか しなが ら、 この方法 は、 人 と人 が 出会 う現 場 の構 築 にばか

り気 を取 られ て しまう こ とで 、「ワー ク シ ョップの ため の ワー ク シ ョップ」とい う自家 中

毒 的悪循 環が で きて しま うとい う危 険性が あ る。私 たち に もそ う した傾 向が あ るこ とを少

なか らず 自覚 して い る し、 そ う した例 を、 ここ数年 で研 究 の世 界 で も一 般化 しつ つ あ る

「ワー クシ ョップ」の 中 にい くつ もみ て きた。 本来外 に開い て い るはず の ワー ク シ ョップ

が 、 その場の 空気 を知 った者 に とってのみ 意味 のあ るイベ ン トとなっ て しま うのだ。

ワーク シ ョップ とい うや り方 の原 点 には、対面 的 な出会 い を通 して、 自分 自身の 身体や

感 情 とい うものを(再)発 見 す る とい う発想 が あ る。 これは、 この方法 が、 近代社 会 に対

す るある種 の カウ ンター カルチ ャーの 中か ら出て きた こ とと無 関係 では ない 匚・3ユ。 しか し、

こ う した カウ ンターカル チ ャーが、社 会 の変革 では な く自己意識 の変革 に傾注 してい った

こ とで多 分 に 自己完 結的 な文化 にな って し まっ た ように、 ワー クシ ョップ とい う方法 も参

加 した人だ けが何 か を得 る とい う閉鎖 を生 む危険性 を持 っ てい るこ とは 自覚 してお くべ き

だ ろ う。(伊 籐 遊)
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おわ りに 新 たな フィール ドにむけて

なお、 われ われ の発 案/試 行 は、 イメ 日班 で得 た知見 をふ まえて、そ れ を継承 す る各 プ

ロジ ェク トにおい て続 行 中で ある。

まず、「イメー ジ」研 究 の さ らな る前 進 を 目指 して結成 されたの が、「映像 社 会学研 究会 」

(以下 映社研)で あ る。 映社研 では社 会学 が研 究 対象/手 段 と して の映像 を扱 う際の 方法

論 を、資料 の アー カイブ化 、教材化 を念 頭 にお きつつ検 討 してい る。映社研 の 活動 は映像

を扱 うこ とによっ て、文化社 会学 が どの よ うに自 らを刷 新で きるのか とい う問い に も支 え

られ てい る。大 阪市 立 大学URCア ー カイ ブス プロ ジェ ク ト、京 都精 華 大学 と と もに協 力

関係 を結 び、 国 際 シ ンポ ジウム 「ム ー ビ ングイメ ー ジ と社 会 」を既 に2006年ll月 に 開催

した。

次 に、伊 籐遊(民 俗学)、 山中千 恵(社 会学)が 、加藤 健介(社 会心理 学)、 谷 川竜 一(建

築史)、 東 園子(社 会学)、 清水 良介(情 報 デ ザ イ ン)ら とともに と りくんでい る 「音+マ ッ
ね

プ」研 究会(以 下マ 音研)を 紹介 してお こ う。マ 音研 は、 都市 を読み 解 くこ と自体 を楽 し

む、 人文学 的 な試み を提案 す る研 究会 であ る。近年 、建 築学 、社会 学、民 俗学 な どの各分

野で 、都市 をフ ィー ル ドと し、 そ こに住 まう人 々 と共 に都 市 を歩 き、空 間 を読 み解 き、そ

の成果 を共 有す る ような研究 ス タイル が再発見 されつつ あ る。 マ音研 は、 これ らのエ ッセ

ンス を引 き継 ぎなが ら、学 問の領域 を超 えて研 究者 が出会 い、 自己 が依拠 す るデ ィシプ リ

ンを見 直す なか で、都市 を読 み解 く技法 を共有 してい く試 み と して企 画 された。 現在作 成

して い るの は 「音声 マ ップ」であ る。美術 館 や博 物館 の音声 ガイ ドの 「都市 版」とい えばわ

か りや すい だろ うか。 しか し、美術 館 のガ イ ドと異 な るのは、 音声 が、空 間 を人文 ・社 会

科 学 的 に感 じ読 み解 くため の 「視 点 」を提 示す る もの であ る こ とだ ろ う。 この試 み は、教

育の現 場で 試練 され、 学生 にあ らた な人文学 の愉 み を提示 す る ことを 目指 して いる。

最 後 に挙 げ るの は、 大阪 大学 文学 研 究科 日本学 研 究室 の 日本 学事 始 め演 習 として取 組

まれ てい る 「地域 か ら発 見 した テーマ 史」研 究で あ る[*4]。この プ ログラム は、 フ ィー ル ド

での 問 題発 見 を テー マ と した演 習 プ ログ ラムで あ り、 大 阪大 学 の所 在地 であ る豊 中市 を

フィー ル ドと して 「豊 中で発 見 した テー マ史」をチ ー ム毎 に作 成 す る こ とが参 加者 の課 題

であ る。 もちろ ん豊中 を知 る ことが 第一 の 目的で あるの だが、 それ と同等 にあ るい はそれ

以上 に身近 な地域 を歩 くなか で見つ け た関心 を 「豊 中」の なかで 、「大 阪」のなか で、 さ ら

に は 「日本 」の なか で、 位置 づ けて い くこ とが 目標 で あ る。 学 問の入 り口 に経 つ学 生 たち
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の視点 の複数性 が 、地域 と大学 の 関係 をつ な ぐア クセスポ イ ン トにな る可 能性 をさ ぐって

い く。 学問 の境 界 が溶解 して い く時代 の なかで の領域横 断的 な人文 学入 門 プログ ラム とし

てア ップデ ー トしてい きたい と考 えてい る。

イ ンス タ レー シ ョンや デ ィスカ ッシ ョン ・ペ ーパ ー、 さ らに はこ こで取 り上 げた 三つの

プロ ジェ ク トはそ れぞれ個 別 の展 開 をみせ は じめ て いる。 これ らす べて に通底 して い るの

は、「文 字」と して の言葉 に根 っ こで支 え られ る 「研 究」とい う営 みを、 どの よ うに 自覚 し、

マ ルチ モ ダルな イ ンター フェ イス を想 定 し、 再 び 「文字 」としての言 葉 の位相 を再想像 し

うるのか とい う問 いで ある。 メデ ィア論 と研 究方 法論 の議論 が ま じわ る地点 におい て、拘

束 性 が"一 端"解 除 され た次 に訪 れ るの は、 新 たな研 究 の ため の共通 言語 の構 想 であ るだ

ろ う。今 後 も研 究 方法の提 案/思 考 を続 ける なか で人文 学の 方法論 につ いての 議論 に取 り

組 んで い きたい と考 え てい る。

な お、COEと して の プロ ジェ ク トは、2006年 度 で一 旦終 了 となる が、 これ までの活 動

で作 り上げ て きた ネ ッ トワー クを、今 後 も、有効 に活用 し発展 させ るた め、 イメ 日班 を母

体 に 「大阪 大学 現代 文化 研究 セ ンター(仮 称)」 を新設 し(2007年 春予 定)、 多 ジ ャ ンル 間

に広 が る研 究活 動 のネ ッ トワーク作 りを継承 した い と考 え てい る。(真 鍋 昌賢 ・山 中千 恵)

[まなべ まさよ し ・大阪大学大学 院文学研 究科助手]

[い とうゆ う ・京都 国際マ ンガ ミュー ジアム/国 際マ ンガ研究 センター研 究員]

[やまなかちえ ・大阪大学大学院人間科学研究科社会環境学講座助手]

[注]

1

2

グ ル ー プ発 表 「越 境 す る ポ ッ プ カル チ ャー 、 奪 用 され る く日本 〉」は 以 下 の5人 の 発 表 で構 成 され て い る。 表

智 之 「輸 出 され る 「オ タ ク 」」、 伊 藤 遊 「輸 出 され る 〈日本 〉一 日本 の ポ ッ プ カ ルチ ャー 政 策 を め ぐっ て 」、

山 中 千 恵 「中心 化 さ れ るポ ッ プ な 〈日本 〉一 韓 国 に お け る 日本 ポ ピ ュ ラ ー カ ルチ ャ ー の 受 容 か ら見 え る も

の一 」、IessicaBauwens「Girls'popularculturegoingitsownway:Thedi任usionoflapanesecuteandYaoi」 、Renato

Rivera「MainstreamAcceptanceoflapane5eAnimationinthe鴨st.一 〇risit～」。 モ ナ シュ大 で の 発 表 も予 めDPが 配 布

さ れ た。

この こ とは、 当COE全 体 の課 題 で も あ り、 そ の ため の ツー ル と して 、 イメ 日プ ロ ジ ェ ク トの実 験 は先 駆 的 で

あ っ た の では な い だ ろ うか。 そ の こ とは 、 当COEの 別 プ ロ ジ ェ ク ト「若 手研 究 集 合 」にお ける 議 論 の シ ス テム
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3

4

として、DP方 式が採用 された ことか らもわかる。 また、「若手研究集合」にてお いて 「インター フェイスの人

文学」を考えるために 「越境」と 「横断」というテーマが設定された とき、イメ日のインス タレーシ ョン方式 を

引 き継いだ形の 「討議 マップ」も開発 された。 これによって、 それ まですれ違いの多かった全 く分野の違 う若

手研究集合の メンバ ーが、研究的にも心理的に も歩み寄 るきっかけになった ように思う。一方、若手研究集合

での実験 は、 イメ 日のそれが より開かれたイベ ントでの発表のために開発 されたのに対 し、研究者 同士の討議

におけるッール として改良 されていった。それゆえに、マ ップそのものの構造 もそこで議論 される内容 も非常

に高度で精緻 なものに進化 していった。

中野民夫 『ワー クショップー 新 しい学 びと創造の場』岩波書店、2001年

真鍋昌賢 「「地域 」か らは じまる 「日本」研 究一 日本学事 始め演習の実践記録 と今後の課題一」『日本学報』25、

2006年
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呉智英氏 講演録

「イメー ジとしての 〈日本〉」研 究プ ロジェク ト主催 公開講演会

課題 「ポピュラー ・カルチャー研究の課題 と可能性」

(編集担当 古川岳志)

講師紹 介

呉 智英(く れ ともふ さ)氏

1946年 、 愛知県 生 まれ。評 論家 。 日本 マ ンガ学会 会長。

著書 に『現 代 マ ンガの全体像 』『封建 主義 者 か く語 りき』『危 険 な思想家 』『大 衆食 堂の人 々』

(以上双 葉社)『読書 家の新 技術』(朝 日新 聞社)『現代 人 の論語』(文藝春 秋)『マ ンガ狂 につ け

る薬21』(メ デ ィア フ ァク トリー)な ど多 数。

* * *

「イメー ジ として の 〈日本 〉研 究 プロ ジェ ク ト」で は、2006年 度 の 主催 事 業 として、 評

論家 の呉智 英氏(評 論家 ・日本マ ンガ学 会会長)の 講演会 を 開催 しま した。(開 催 日 ・2006

年7月8日 、於 ・大 阪 大 学豊 中 キ ャ ンパ ス)一 般 の方 々 を含 め参 加 者 は100名 近 くに な り

ま した。講 演で は、私 た ちの プロ ジェク トが 主要 な研 究対 象 の一つ として取 り上 げ て きた

「ポ ピュ ラー ・カル チ ャー」を考 え る こ との意 味 につ い て、長 年 、マ ンガ評 論 の第 一 人者

と して活躍 され て きた立場 か らお 話い ただ き ました。

この報告 書全体 にか かわ る問題提 起 も含 まれた刺 激的 な内容 で した。 当 日の録 音 を もと

に、 講演記 録 を掲 載 します(次 頁以 下)。

なお掲 載 した講 演の あ と、1時 間 ほ ど質疑 応答 の 時間が あ り、意 義深 い 内容 の 議論 が展

開 され ま したが 、紙幅 の関係 上割愛 い た します。 また、 当 日は レジュメ も配布 されて い ま

すが 、別掲 せず、 本文 中 にカ ッコでそ の記載 内容 を挿入 して い ます。

講 演録 の掲載 に関 して は呉 智英 氏 に許 可 を得 て い ます が、 テ キス ト化 は講演 会企 画 ス

タ ッフで行 い ま した。編 集上 の責任 は、担 当 の古川岳 志 にあ ります。
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こんに ちは。呉 で ござい ます。 こん なにた くさん の人 に集 まって くだ さる とはち ょっ と

想 像 して ませ んで した。 テ ーマ が地 味 です しね。土 曜 日の こんな時 間 です の で、 まあ20

～30人 か な と思 って たん です が、 大変 多 くの方 にお集 ま りい ただ きま して、 ど う もあ り

が とうご ざい ます。

演 題が こんな風(「ポ ピュ ラー ・カルチ ャー研 究の課 題 と可 能性 」)に書 いて あ りま して 、

か な り学術 的 な、連 続セ ミナ ーの よ うな こ とら しいで すけ れ ども、私 は大学 で も非 常勤講

師 とい うか た ちで い くつ か教 えて い ますが 基 本的 には在 野 の人 間で、 自分が 好 きな こ と

を書 い た り喋 った りして やっ てい る入間で す。 こ こに も何 人か い らっ しゃる大 学 の先生 が

書 かれ た もの を、 ち ょこち ょこっ とつ まみ食 い して、加 工 して書 くとい うこ とをや って い

ます 。

これ は後の話 に も繋 が って き ます が、 自分のや っ てい る仕 事で すか ら、我 田引水風 に言

え ば、皆 さん方 が どん どん小 さ く狭 い ところに突 っ込 んで いった のを、私 が広 く流通 させ

て いる、 とい う風 に解釈 で きるわけ です。専 門家 の大学 人の 方か ら見 れ ば大変嫌 が られ る

立場 な んです ね。非常 にいい加減 だ、 とい う風 に嫌が られ ます。 ある大 学の先 生 と話 して

い てです ね、偶 然私が その大 学 に も非常 勤講 師で行 っ た ことがあ ったん です けれ ど、あ る

学会 の大 家 とい われ る人 にそ の時 に会 い ま してね、名 刺 渡 し まして、 「あ、 君 も○○大 学

に いるの かね 」と言 うんで 、「ええ実 は今 年 か ら非 常勤 講 師で」って言 う と、 「ど うい うこ

とをや って るの かね?」 「いや まあ文化 論 を… …」って言 った ら、「ええ っ?文 化論?」 と、

こ う露骨 に嫌 な顔 を され ま してね。 「近 頃はそ うい うことを大学 でや る人が いて 困 る。 あ、

君 の こ とを言 ってる ん じゃない んだ よ」って 明 らか に私 の ことなん ですが(笑)。 非常 に嫌

が られ る んで す ね。 まあ これ は、 当然 とい えば当然 で して、そ うい うこ とが あ るんです 。

ところが実 は、私 の方 か ら見 て もあ ま りにもひ どい ような大学 の先生 方、 専門 をや って

い らっ しゃる割 に は、 これ は いか に も ひ どい ん じゃない か とい う方 もい らっ しゃい ます

んで、 これ は どち らも どっ ち じゃないか と思 ってい ます。 そ うい う立場 の私 か ら見て、 ポ

ピュ ラー カルチ ャー につ いて大 学 なんか で研 究 す る とい うの は どうい う意味 なの か、 とい

う ことにつ いてお話 をいた します。

これ は別 にい ちいち レジ ュメ書 くほ どの こと じゃないん ですが 、 まあ こうい う流 れで話

す とい うこと と、 キー ワー ドをい ちい ち黒板 に板 書 してい ます と、私 も字が 汚い んで読 み

に くい とかです ね、 後 ろの方 の人です と、 漢字が ごち ゃごち ゃっ とな って読 み に くい って
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い うの があ りまして、 キー ワー ドめ いた もの をプ リ ン トして きた のがお手 元 に配 ってあ り

ます。

1.ポ ピ ュ ラ ー カ ル チ ャ ー研 究 の 〈究 極 の 〉目 的 ・動 機

一 番 最初 に、 第1章(ポ ピュ ラー カルチ ャー研 究 の く究極 の 〉目的 ・動機/実 は知 識 人

論)と 書 いて あ ります。 これが まあ、 実 は一 番言 いた い こ とな んで す ね。 ポ ピュ ラー カ

ルチ ャー研 究の 究極 の 目的、動 機 とは何 か とい う とです ね、 実 は これ は知 識人 論 で はな

い か、 とい うの が私 の 考 え です。 そ して例 えば 「知 識 人論 」とい う よ うな こ とにつ い て

は、現 在 の大学 シス テムの 中にお いて は、講義 の しよう もない し教 え よう もな い。 これは

ひ ょっ と した ら、大学 とい う枠、制 度 と違 う ところで成立 して る もの じゃないか 、 とい う

気が いた します。 そ うい う意 味で は、 これ はむ しろ私の よ うな在野 の評論家 がや るべ きこ

とで あ る。 著作 や 言論 で や るべ きこ とか も しれ ませ ん。 もち ろん、 大学 にい らっ しゃる

方 々が知識 人 でない わけで はな くて、文 字通 りズバ リ、知 識人 。直球 ど真 ん中 に当た るわ

けですか ら、 これ は一 人一 人考 えてい ただか な ければい け ないんです けれ ども、 知識 人が

どうあ るか、 どう生 きるか とい うよ うな ことは、 大学 にお い て講義 して も しょうが ない。
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だ いたい知 識人 は ど うあ るべ きか とい うこ とにっ いて、 単位 を認定 す る、 な んて こ とがで

きるわ けない わけです ね。 とい うわ けで、 これ は もう大 き く大 学 とい う枠 を外 れた、 人間

と しての課 題 といい ますか 、社会 と しての課 題、 あ るいは歴 史 と しての課 題 とい うこ とに

な るか と思 い ます。 で、実 はポ ピュ ラー カルチ ャー を研 究す る とい う こ との裏 には これが

あ り、実 は これ が究極 の 目的で あ り、 課題 であ り、あ るい は動 機 であ るのだ、 こ うい う気

が いた し ます。 これ は今 日の私 の話 の最後 まで繋 が るこ とで もあ ります。

それ か ら実 は、 知識 人 とは何 なのか、 知識 人 とは どうあ るべ きか とい うこ とは、私 の、

大 げ さに言い ます と終 生 の課題 であ りまして、極端 に言 い ます と子 供の 頃か らず っ と考 え

て いた こ とな んです ね。そ れは 同時 に、私 の、あ ち らこち らで述べ てい ます こ とと関係 し

てお ります 。世 の中 には知 識人 と愚民 の二種 類の 人聞 しかい ない ん じゃない か。で 、愚民

に依 拠 して社 会 変 革が 果 た して で きる だ ろ うか。 これ は私 が子 供 の頃 か ら考 えてい ま し

た。 私が子 供の 頃 に、 非常 に優 れた小学 生知 識人 であ ったか ら、 とい うわけ では もちろ ん

な くて、極 めて素 朴 な疑問 を持 ってい たん ですね 。 クラスで多 数決 で何 か を決 め る。 これ

が果 た して、あ らゆ る ところ に通 用 して しまって いい んだ ろ うか、 とい う疑 問があ った ん

です ね。

ど うい う ことか といい ます と、 泥棒 の集 団があ って、 そ こが どこ どこの家 をこれ か ら襲

撃 しよう とい うこ とを多数決 で決 めて、 そ の家 を襲 撃 して、 もの をか っぱ らって きた こと

は許 され るか ど うか。 こ うい う問題 です ね。 別に私 が さっ き言 った よ うに小 学生 知識人 で

あ ったか らで はな くて、誰 で も小 学生 の頃 に、少 し頭 が鋭 敏 な子 で あれ ば、当然 考 える こ

とで すね。 とこ ろが 我 々が なぜ か真理 だ と教 え られて い る民主 主義 とい う概念 の中で は、

これ が正で あ る とも否 であ る とも判 断 で きない。 のみ な らず多 くの場合 は、 これは正 であ

る と判 断せ ざ るを得 ない、 とい うこ とが 必然 的 に現在 の社 会 の中 にあ るわけです ね。

私 は、 実 は小 学 校 の頃 か ら考 えて いる こ とを、今 年秋 に60に な るん です け ど も、60に

至 る まで、 ただ 言っ てい るだけ の入間 とい うこ となん ですね。 これ は冗談 で も何 で もな く

て、 そ うなんです 。 ち ょっ と話 を踏み外 します と、 つい この 間私 の 高校 時代 の 同窓会 があ

りま して、普段 出 ないん です が、今 言 っ た よ うに、 秋 に私 は60に な ります。 同級 生 も60

にな るので 、み んな還暦 になる機会 に同窓会 をや る。お ま えは普 段 同窓会 なん て嫌が って

出 ないけれ ども、 もう仲 間 はずれ に して しま うそ、 っ てい う回状 を貰 ってた んで、 しょう

が な くて、何 十年 か ぶ りに出 ま した。 と ころが、 今 か ら1ヶ 月 くらい前 に、NHKのBSの

番組 で 『名 作 平積 み大 作 戦』とい うのが あ りま して、そ こでハ ーマ ン ・メル ヴ ィルの 『白
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鯨～ モ ビーデ ィ ック』を扱 っ て、私 が プ レゼ ン ター として出演 して い ま した。 同級生 の 中

にそれ を見 て い た奴 が 何 人か い ま して、 同 窓会 の会場 に行 きます と、 にや にや 笑 って私

の顔 を見 て るんです ね。「お まえ45年 経 って も中学 の時 と同 じこと言 って、今 、金稼 い で

るな」って言 うんです ね(笑)。 私が 中学 の時 にモ ビーデ ィ ックを読 んで、面 白い面 白いっ

て言 ってて、 私 につ られて買 わ された奴 とか、 そ うい うこ と覚 えて るんです ね。 「お まえ、

同 じこ とまだ言 って ん じゃな いか」って言 うんです け ど。 まあ、私 もそ の時ふ と気 づ きま

して、 考 えてみれ ば私 は小 学校 、 中学校 の頃か ら、 ただ単 に同 じこ とを言 って るんだ とい

う気 が して お ります 。 それ は さ っ き言 い ま した、 盗賊 の集 団が あ ってそ こで民 主主 義 的

に、 どこどこの家 を襲撃 す る と議決 を して、そ こ を襲撃 した こ とは許 され るのか。 それが

許 されない とす る根 拠が あ るな らば、そ れは民 主主義 以外 の どこか ら持 っ て くるのか とい

う問題 も、 同 じよ うに子供 の 頃か ら考 えていた こ となんです け どね。

さて、 これが知識 人論 とい うこ となん です けれ ど も、 ポピュ ラー カルチ ャー と知識 人 と

い うこ とな んです が、今 言 った ようにポ ピュ ラー カルチ ャー とい うの は基 本 的に、 ポ ピュ

ラー、 民衆 の方で すね、 大衆 の方が 受容 し、生 産 してい るカルチ ャー とい うこ とにな りま

す 。一 方の、 それ に対す る言葉 とい うの は、特 にあ るか どうか わか りませ んけれ ど も、 と

りあ えず これはハ イ カルチ ャー とい う風 に言 います と、ハ イ カルチ ャー とポピ ュラー カル

チ ャー とい う構造 に な ります ね。知 識人 は基本 的 に、ハ イカル チ ャー を身 につ ける ことに

よって、階 層 と しての知 識人 の内 の一員 に なってい く。 そのた めに ポ ピュラー カルチ ャー

の ほ うに 目 を向 ける とい うこ とは、 これ は もう、 ダメ にな るた めの パス ポ ー トをも らっ

た よ うなもので あ る。本 来 の安定 した知 識人社 会 は、そ の ような形 にな ってい るわけ です

ね。 ところ が、時 々そ れ に対 して反 旗 を翻 す 人が 出 て まい ります。 その 一環 で あ るか ど

うか わか りませ んけれ ども、 この大 阪大学 な んか におい て も、 ポ ピュラー カルチ ャー研究

が な されて い るわ けで す ね。 こ うい う動 きが い くつ かの 大学 で、 しか も名 門大 学 で出 て

くる。 これ は後 で述 べ る こ とに も関係 して まい ります けれ ども、基 本 的 にポ ピ ュラー カ

ルチ ャー に関心 を持 っ てい る大学 は、 これ は名 門大学 です 。Dラ ンクEラ ンクの大学 で ポ

ピュラー カルチ ャーの講 義 なんか あ りませ ん。 もうこの 中に、すべ て 実 は問題 の答 えが潜

んで いるん です け どね。 名 門大学 でポ ピュ ラーカル チ ャー の研 究 が行 われ る。 た だ し東京

大 学 だけ は、 うちはそ うい う ことはや らない、 だか らそれ が東京 大学 であ る とい う矜 持 の

ような もの を持 ってい ます けれ ど も、基本 的 に名門大 学 なんで すね。
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2.過 去の知識人の例

さて、大学 のこ とは ともか くといた しま して、大衆 文化 の方 に関心 を持 った例 を二人見

てお くと、 以下 の話が わか りやす くな ります。

一番 最初 は柳 田国男 とい う人物 です ね
。明治8年 に生 まれ て、昭和37年 に亡 くなってい

ます 。 日本民 俗 学の祖 とい う人物 です。 現在 の民俗 学 であ る とか、 さらにはそ の後継 で あ

る ところ の考 現学 な んか をやる時 に、 この人 の本 は読 まな きゃい けない。専 門の民俗学 を

や る時に は柳 田国男の著 作 を全部読 んで、 それ をカー ドに取 らな きゃい けない な んて こ と

が、 ひ ところ はいわ れてお りま した。 こ うい う人物 な んです ね。そ れ までは民俗 学 とい う

の は 日本 には なかっ た。 この人が民 俗学 を始 めた時 に、 そん な もの は好事家 のす るこ とに

過 ぎない んだ とい うんで、 みん なが奇異 の念 で柳 田国男 を見 てお りました。 とい うのは柳

田国男 はエ リー トだ ったか らです ね。東京 帝大 を出 ま して、 そのあ と衆議 院の書 記官 長 だ

か何 かに なって い ます ね。海外 に も留学 して い る、超 エ リー トな わけです ね。 それが 田舎

に行 ってそ の辺 の方言 を収集 した り、 その辺 の習俗 につ いて 聞い た りしてる。 これ は単 に

物 好 きがや る ことであ って学 問で はな い とい う風 に思 われて いた。方 言 とい うこ とであれ

ば、現在 、方 言 はず いぶ ん な くなって るんです けれ ども、皆 さん方 もどこかの地 方 に旅 行

いた します と、 その 泊 まっ た宿 なん かの土 産物 売場 なんか に、方 言 を書 いた湯 呑 み とか、

そ れか ら暖簾 の ような もの を売 って ます ね。 この地方 の方言 で これが一 番珍 しい とか、 こ

れ を言 えばそ の地方 を代 表す る ような方言 とい うの はそ うい う とこに書 い てあ る。で、 そ

れ を集 めて暖簾 に してい る。 とい うの と柳 田国男 の研 究 とい うのは、 そん なに違 わ ない と

昔 は思 われ てい たわけで すね。 だか らそ ん なものや るの は、そ れ こそ 暖簾屋 がや る よ うな

もの であ って、学 者 がや る こ とで は ない と思 わ れ てい た。 ところ が、柳 田国男 は、 これ

をや らなけれ ば これか らの 日本 の学 問の ひ とつ が成 り立た ない と考 えてい ま した。 そ れは

キー ワー ドと して、 例 え ば 「常民 」「新 国 学」。 これ はほ ん とに柳 田国男 が 言 ったか どうか

につい ては、 また学 会 におい て議論 があ るんで す けれ ども、少 な くと も現在 は柳 田国男 と

結 びつ け られ て るキー ワー ドに なって いる もの な んですね 。常民 とい うのは常の民 、つ ま

り民 衆 とい う ことですね。 普通 の民衆 、 とい う意味 ですね。 特 に柳 田国男 の場合 に は、 こ

れ を農民 の よ うな もの と して扱 って いた ので、 これ に対 して批判 が出 て きま して、 民衆 と

い うな ら農民 以外 の、移動 す る民 も常 民 と言 ってい いん じゃ ないか とい う議 論 もあ ります
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けれ ども、 そ うい う細か い こ とは置 いてお い て、 常民 、一般 民衆 とい う もの、 これ が どう

い う生活 形態 の 中に生 きて るか とい うこ とを知 らなけれ ば、社 会 の こ とはわ か らない。 同

時に これ に、柳 田国男 は新 国学 と名づ け た。 これ もほん とに柳 田 が どうい う文 脈で言 っ た

か、 ほん とにこの通 りのこ とを言 ったか ど うか につい て、専 門家 の 間で議論 があ ります け

れ ど も、 と りあ えず、 まあ柳 田 国男 とい う と新 国学 。江 戸期 に国 学 とい うの が起 きて ま

い りま した。 それ まで は支 那、朝 鮮 の学問 を学ぶ のが学 問 であ った けれ ども、そ うで はな

いん だ とい うんで、 例 えば本居 宣長 なんか が 出て きて 、 日本 人の 生活、 日本 人の言 葉、 こ

れ を研 究 す るの が国 学で あ る とい う風 に言 わ れて い ます。 これ と同 じよ うな意味 にお い

て、明治 にお いて、新 国学 とい うの をつ くらなけれ ばい けない とい うの が柳 田国男 の主張

だった わけです ね。新 国学 とい うの は、明治 の新 国家、 新た にで きた国民 国家 を考 える上

にお いて、 その 重要 な構 成員 で ある一 般人 につ いて 考 えな けれ ばい けな い。で 、 これ も、

上 の方 に立 っ て、 これ をた だ単 に啓 蒙 領導 す るので は な くて、 そ の人達 が普 段何 を考 え、

どの よ うな風 に生活 を して いるの か を知 るのが 一つ の学 問領域 にな る。西洋 で は民俗 学、

フ ォー ク ロア とい うの だけれ ど も、 これ を 日本 に根 付 かせ なけれ ばい けない とい うのが柳

田国男が や った作業 だ ったわ けです ね。

今 で は大変 な知識 人の典 型の ように言わ れて ますけ れ ども、当初 はあ くまで も物好 きが

や ってい る、 暖簾 に書か れ てい る方 言 と違 わ ない とい う ように思 わ れ て る。 これ もや は

り、ハ イ カルチ ャーの ほ うか らポ ピュ ラー カ ルチ ャー を見 る まなざ し、 あ るい はハ イ カル

チ ャー にい るエ リー トたちがポ ピュラー カルチ ャー を評価 す る時 の一つ の視点 であ った と

い うこ とにな ります 。

それか ら、 隣…の支那 の例 を考 えてみ ます。 この場 合 には も う少 し歴史 的な スパ ンが 長 く

な ります。 そ うであ るが故 に、私 がチ ャプ ター1で 言 っ た ように、 これ はポ ピュ ラー カル

チ ャー研 究 とい うものの究極 の 目的 は知識 人論で あ る とい う ことにな るんです けれ ども。

支 那文 学 の中 に志怪 小説 とい うのが あ ります。志 怪 とい うのは怪 を志 す と書 いて ある ん

です けれ ども、 志す わ け じゃ な くて、 ごんべ ん をつ けれ ば わか る よ うに、怪 を誌(し る)

す とい う ことですね。 簡単 に言 え ば怪 談 とい うこ とです 。 これ を考 える時に キー ワー ドに

なるの は君子 とい う言葉 です。君 子 とい うの は、 君主 と意味 が半分 く らい重 な るんで誤解

され ます け ど、君主 とは直接 関係 あ りませ ん。 君主 とはmonarchで す ね。 これ はmon-arch

ですか ら一人 の統治 です ね。 これが君 主です 。 これ とは別概念 で、 君子 とい うの は何 か と
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い うと、 君主 た りうる よ うな為 政者、 あ るい は指 導者、 知識 人、 これの 総称 ですね。 現在

で言 えば知識人 層、知 識 階層。 当然 なが ら、 ここにい らっ しゃって るよ うな、 ざっ と見 る

と8割 ぐらい学生 の よ うです けれ ど も、 まあ、阪 大 も し くはそ の近 くにある よ うない くつ

か の名 門大学 を出 て、将来 、社会 的 な中心層 になって い くよ うな人た ち、 これ を君子 と名

づ けてい る わけです ね。

その君 子が 身 につ け るべ き教養 とい うの は何 か とい うこ となん です けれ ど も、そ の身 に

つ け るべ き教養 とい うの は、基 本 的 に歴 史の 史、 それ か ら詩集 の詩 、 この2つ の 「し」を

身 につ け なけれ ばい け ない。基 本 図書 、 といい ます か基 本文献 、 基本教 養 文献 の 中に は、

厂春 秋」とい う歴史 書 があ っ た り、 「詩経 」、 文字 通 り詩 です ね、 これが 身 につ けて おか な

ければい け ない教 養 であ る。

で、 身につ けて はい けない教養 。つ ま り私の や って る専 門であ るマ ンガの ように、ひ と

ころ は、子 供 の頃マ ンガ読 んで る とバ カにな るので、 マ ンガ読ん で はいけ ない、学校 の教

科書 を読 まなけれ ばい けない、 と言 われた 、そ のマ ンガ に当た る もので すね。 この 原型が

小 説 なん です ね。小 説 は、 まあ英 語 な んか ではnovelと い うよ うな言 い方 をす る。 あ るい

はromanと かreciと か いろ んな言 い方 を します け れ ど も、 アジ アにお いて は、 日本 でそ う

で あ るよ うに小 説、小 さな説、立 派 では ない説 って こ とです ね。 で、上 に稗史 小説 とか稗

官小 説 とかい うのがつ きます。稗 とい うの は、 これは ヒエで すね。 ヒエ粒 の よ うに もろ も

ろ、小 さ くて た くさんあ る、 ゴ ミの よ うな もの。 これが小 説 です ね。小説 とい うの はその

ような ものに扱 われ ていた わけ ですね。 知識 人 はそん な小 説 なんか 読ん じゃい けな い。

とい うこ とが 、実 は、戦後 の知 識人 の間 に まで かな り言 われて い ま した。東 京帝大 な ん

か の学生 が です ね、 あいつ は小 説 「な んか」読 んで る、 とい う風 に言 われ た。 これが 現在

で は、 さっ き言 い ま したDラ ン クEラ ンクの大 学行 きます と、 あいつ は小説 読 んで るって

尊敬 され る よう な。 そ の小 説が まあ、赤 川 次郎 とか そ の程 度 なんで す け どね(笑)。 そ う

い う時代 にな って しまって いる。 これ も実 は、今 日の テーマ と関係 して い ま して、社 会 の

平準化 、大 衆化 とい うのが 、そ うい う ところに も表 れ てい るわけで すね 。

と ころが 、か つて の支那 人の 中 にも、そ うい う状 況 に対 して反感 を抱 いて い る、 そ うい

うエ リー ト知識 人が い る。 その 中に はいろ んな タイプが あ るんです けれ ども、 一つ は蒲松

齢(1640～1715)と い う人物 です ね。 大変 有 名 な 『聊斎 志 異』とい う怪談 集、 支那 にはい

くつ か怪談 集が あ るんです が、 その集大 成 の ような ものです ね。清 朝の 頃の作 家 なんです

けれ ど。 「志 異 」とい うのは、 同 じように、異 を志 す ん じゃな くて、異 を誌 すわ けです ね。
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奇妙 な話 を しる した もの とい うのが 『聊斎 志異 』です。 まあ 日本 入 の怪 談 の感 覚 と微 妙 に

違 ってい る ところが また面 白 くて、 ご関心 の ある方 は翻訳 がい くつ も出てい るの で、読 ま

れ る と大変 面 白い と思 い ます 。

蒲松 齢 が 『聊斎 志 異』の よ うな もの を、 知識 人 としてや って はい けな い よ うな、 マ ンガ

の よ うな もの です ね、民 聞の 問 に広 まっ て い る怪 談 を集 め て、現 在 で 言 うな らマ ンガ家

にな ってそ うい う話 を描 い た ような ことをなぜ したか 。 これ も諸 説 あるん ですが 、通説 で

は、 この人 は本来、 もっ と早 く知識 人 と して上級 国家公 務員 試験 であ る科 挙 の試験 に通 ら

な きゃい けなか ったん だけれ ども、 あ る意 味頭 が良す ぎる ような ところが あ りま して、 い

ろ んな こ とに関 心 を持 ちす ぎて、そ の ため に全 然、 国家 試験 が 受 か らな い。70歳 にな っ

て も、70歳 で や っ と受 か った のか な、74歳 くらい まで生 きて るん です け ど、晩 年 の4年

間 くらい、 やっ と国家公務 員試 験 を受 けて、 国家 公務 員 と して仕事 をす る。 当時 の支那 人

に とって、 この科挙 の試験 を通 っ て国家公務 員 にな る とい うの は、単 に名誉 だけで はな く

て、大変 な経 済的 な意味 を持 って いる わけです ね。で すか らこれ が受か らない ってい うの

は大 変 に不 名誉 であ り、食 うに も困 る よ うな状 況 な んで す けれ ども、70歳 まで、30浪 も

40浪 も して いた とい う、 途方 もな い人物 な ん ですね 。当 然そ の 間、 当時 の支 那人 です か

ら、 こ うい う生 活が で きる とい うの は豊か な階層 です か らね、浪 人 の まま30浪 も40浪 し

て るうち に浪 人の ま ま結婚 して子供 も産 まれ ます 。頭 が いい人の子 供 ですか ら、子 供の方

は真面 目に勉 強 して、 お父 さん よ り先 に国家公務 員試験 に受 か って る。 息子 が立派 に大学

行 って就 職 して るの に、 お父 さん まだ浪 人っ てい うのを70歳 まで や って た とい う途 方 も

ない人 なん です け どね。

そ うい う屈 折 もあ りま して、 知識 人世界 の学 問体系 、文化 体系 に対す る反発 もあ りま し

て、そ れが彼 のエ ネル ギー を、 民 間に伝 わって い る奇妙 な話 、不思 議 な話 を集 めて 、文章

化 す る、そ うい うエ ネルギー を発揮 させ る ような方 向に な りま した。逆 に言 え ば、 そん な

こ とや って るか ら試験 受 か らんの だろ う、 とこ うい う こと も成 り立つ んです けれ ども。文

字 通 りマ ンガば っか り読 んで たん で試験受 か んなか った。読 んで たのみ な らず、 自分 もマ

ンガまで描 き出 しち ゃったか ら試験 が受か らなか った。 こうい う人物 なんです けれ どね。

で、彼 は、 そ うい う民 間の簡 に伝 わ って い る怪 談の 中 にこそ、逆 に人 間の真 実、社 会 の

真 実が表 れ てい る とい う考 えを持 ってい たわ けです。

も う一 例 を挙 げ ます と、 これ は今 の 蒲松 齢 とは逆 なん です が、 時代 が 少 し下 ります け

ど、袁 枚(1716～1797)と い う人 物 で すね。 これ は清 朝 の 乾隆 期 の 文人 なん です け れ ど
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も。 さっ き言 い ました国家 試験 のい くつか の段 階があ るん ですが、 進士 とい う試験 まで は

受 か ってお りまして、そ してそ のあ と、現在 で言 い ます と、 県知事 とか 市長 とか町 長 とか

助役 と言 い ます かね 、そ れ くらいの地 位 に までつ きま して、辣 腕 ぶ りも発 揮す る。 なか な

か有 能 な能吏 ぶ りを発 揮す る人 な んです け ど。 この袁枚 とい う人 が、 同時 に文人 として も

優 れた人物 で あ りま して、 詩人 として も大変 に名声 が あ る。 当時 の三大 詩人 の一人 と言 わ

れ てい たんです が、 や は りち ょっ と変 わ った ところが あ りま して 、旧来 の文化 秩序 に反発

を感 じる ような ところが あって、 女性 に詩 を教 えて、一種 の 女流文 学 とい うこ とを提 唱 し

てい る。 これが 、女 にそ ん なこ とを教 え るの は不 道徳 であ る、秩序 を乱す って い うん で、

批判 され るよ うな人物 だ った んです ね。 この人 がや は り怪 談集 『子 不語 』とい うの を書 い

て お ります 。 この 「子 不 語』とい うの は ど うい うのか とい うと、 そ の上 を遡 るこ と6行 く

らいの ところ(レ ジ ュメ)に こう書 い てあ ります 。「子 は、怪 ・力 ・乱 ・神 を語 らず 」この

「怪 ・力 ・乱 ・神(か い ・りょ く ・らん ・しん)」を時 々誤 読 して 「かい りきらん しん」と誤

読す る人 がい るんです け ど、そ うい う説 もな きに しもあ らず なん ですが 、 これ は一応 通説

で は 「か い ・りょ く ・らん ・しん」、4つ 区切 ります。

「子 は語 らず 怪 ・力 ・乱 ・神 」孔 子 先 生 は、怪 や力 や乱 や神 につ いて語 らなか っ た。

怪 ってい うの は怪 しい こと。力 とい うの は、 これは ち ょっとわか りに くいん です け ど、 ま

あ神 話上 の ヘ ラク レス で あ る とか、 ス サノ オノ ミコ トであ る よ うな、 ああ い う力 です ね。

乱 は乱 れ た こと。 神 は神 秘 的な こ と。 ですか ら、 まあ ひっ くるめ て、怪 しい こ と、不 可思

議 な こと。 これ につ いて孔子 先生 は語 らなか った とい う ことが、論 語述而 篇 に書か れて い

ます。 それ は必然 的 に民 衆 の問 に伝 わ って いる よ うな、 曖昧 な神話 であ る とか伝 説 の よう

な ものです ね。知 識人 とい うものは、君 子 たる ものは、 や は り歴史 書で ある とか詩経 を読

まな きゃい けな いんだ とい うことに なるわ けです ね。

そ れ にあ えて 異 を唱 えた 袁枚 は です ね、 自分 の怪 談集 に 『子不 語』、子 は語 らず、 とい

うタイ トルをつ けた わけです ね。 つ ま り、子 は語 らず、 しか し私 は語 る。 何 を語 るか とい

うと、怪 ・力 ・乱 ・神 を語 るん だ、 とい うタ イ トルをつ けた わけ です。

この 二人 、二 例 だ け を挙 げ て お き ました け れ ど も、 ともに大 変 な大 知識 人 で あ りなが

ら、 当時 の知識 人の文化 秩序 に対 して批 判の 念 を持 っ ていた。 蒲松齢 に関 して は、や や同

情の余 地 はない 、 といい ますか、 そ りゃお まえ は試 験 に落 ち続 け ただ け じゃないか、 とも

言 えな くはない んです けれ ども、袁 枚 の場合 は意 図的 に これ に対 して異 を唱 えてい た気配

があ ります 。い ずれ に して も大知 識人 が 自分 が置 かれ ていた知 識人 の文化秩 序 に対 して反
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感 を抱 い て、 ポ ピュ ラー カルチ ャーの ほ うに 目を向 けた。 つ ま りそれ は、逆 に 自分 のい る

地位 、位置 、立 ち位 置 、 とい うもの を照 らし出す。知 識人 とは何 な んだ ろう。体制 化 した

知 識 人で はない知識 人 を 自分 が追求 す る とすれ ば どうな るだ ろう とい う、 こ うい うのが見

られ てい る。柳 田国男 の最初 の出発 点 に しろ、 さらに歴史 的 なスパ ンを長 く考 えま した支

那 の二 人の文 人 を考 えて も、 ポ ピュラー カルチ ャー とい う もの の置か れ ている位 置、逆 に

言 えばポ ピュ ラーカ ルチ ャー とい うの は知 識人 に発見 され て初 めてポ ピュラー カルチ ャー

に なるん だ、 論 じられ て初 めてポ ピュ ラー カルチ ャー になる んだ、 とい うのが、 こ こに表

れて いる ような気 がい た します 。

3.戦 後の大衆文化 〔PC.〕特 にマ ンガの語 られ方

さて、次 にです ね、私 がい さ さか専 門的にや って い ます マ ンガのほ う に引 きつ けてお話

を致 します。 日本 マ ンガ学会 とい うのが2001年 にで き まして、今 年 で6年 目にな ります 。

つ い先 日、新 潟で 日本マ ンガ学 会の 第六 回の大会 、初 めて の地方大 会 です けれ ども、 これ

を行 い ました。最初 にこのマ ンガ学会 が で きた 時 に も、マ ンガを研 究す る、学 問 として研

究 す るな んて ことがあ るん だろ うか 、 とい うよ うな不 審の念 を抱 かれ ま した。学会 とい う

の は 日本 にい くつ もあ ります 。 日本 は研 究の 自由、 集会 の 自由 とい うのが あ ります か ら、

どん な学 会 を作 ろ うと全 く自由 なんです ね。学会 と名 がつ い てますけ ど冗談学 会 の ような

もの もた くさんあ りま して、私 は直接 は 関与 して ませ んけ れ ど も、友 人 な んか で入 って

る 「と学会 」 トンデモ本 学会 って い うのが あ ります 。 これ は まあ確 か にそ うそ うた る人物

が集 まって るん です け ども、本 来の 意味 での学 会の体 は な して い ませ んね。 年 に一 回 どっ

か に集 まって、 それで今 年 の トンデモ本大 賞 って い うの を選 んで るって こ とをや って るわ

けです か ら、 い わゆ る文 部省が 認定 して るか ど うか知 りませ ん けれ ど も、そ うい う学会 と

は ち ょっ と趣 を異 に してい ます 。マ ンガ学 会 とい うのは どう もそ うい うもの では ないか と

世間 では多 くの人 が思 って るんです けれ ども、別 に トンデモ学会 を差別 す るわけ じゃあ り

ませ んけれ ど、マ ンガ学 会 は もうち ょっ ときちっ と した学会 で、 その 内文部省 あ た りか ら

で も助 成 金 を取 ろ うか くらいの こ とは考 えて る んです けれ ども、そ れで も世 間一般 で は、

なん か変 な奴 が集 ま って変 なこ とを して る学会 だ、冗 談学会 だ、 くらい に しか思 われて い

ませ ん。 しか し着 々 と研 究 は進 んで お りま して 、非常 に有 意義 な研 究 も出 てい る。 中 には
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ほ とん ど中学生 、高校 生の 夏休 みの感想 文程 度の ことを発表 して くる よ うなもの もい ない

で は ない。 まあそ れがた また ま、そ の延長線 上 に大学 院生 にな った、 くらい の感 じのが い

ま して、学 会 でそ うい う人 が、私 か ら言 わせ れ ばほ とん ど高校 生 の感想 文の よ うなこ とを

発表 す る んで、批 判 な んか もす るんで す けれ ど、 さすが に この1㌻2年 は そ うい う傾 向 も

な くな りま して、や は り学 問的 に、学 問的 に とい うのは狭 い意味 での アカ デ ミズ ム とい う

こ とで はあ りませ んけれ ど も、 それ な りに水 準の 高い ものが な ければだ めだ とい う雰 囲気

になっ て きて い ます 。マ ンガ にご関心 が ある方 は、ぜ ひ と もマ ンガ学会 の ほ うに も加 わっ

て いた だ きた いん です けれ ども、 ここは別 にマ ンガ学会 で はあ りませ んので、 この全 体 の

テ ーマ に添 った かた ち で、 ち ょっ とマ ンガの論 じ られ 方 につ い て、戦 後 の大 衆 文化 、特

に、 私 の専 門 でや ってい るマ ンガの論 じられ方 につ いて、極 め て簡 単 に、 まあ概 観 ともい

えない くらい短 く、少 しお話 を してお きます と、話 が繋 が って くるか と思 い ます。

と りあえず こ こでは、3つ くらい に時代 を分 けた んです が(①1960年 代 まで②1960年 代

末期 か ら③1980年 代 末期 か ら)、 これ は まあ もっ と細 か くも分 け られ ます し、 いろ い ろ分

け方 が ある んで すが 、今 日の主題 に沿 って わか りやす く、 この程 度 に分 けて み ま した。

1960年 代 まで。1945年 に 日本 が敗 戦 いた しま して、 それ か ら20年 間 くらい です ね。昭

和20年 か ら昭和40年 くらい までの 問で す。 そ の頃 までマ ンガ とい うのが どうい う ところ

で どの よ うに論 じられ たか。 ジ ャーナ リズ ムの場 で、 あ るい は教 育 の現場 で 、 いろ ん な

とこ ろで論 じ られ た んで す けれ ども、 だい たい 二つ の タイプの 知識 人 が この ような論 じ

方(批 判 、仕 方 な く許 容 、善導 、利 用)を して い ま した。一 つ は、教 育 関係者 。PTAが ど

うとか学校 の先生 が ど うとか。 あるい は ご く普通 の教養 人。普 通 に漱石 鴎外で 育 って きた

教 養 人が、 た また ま子供 が マ ンガを読 んでい るん で、 これ につ いて ち ょっ と新 聞に投 書 し

な きゃいか ん、 とい う ような、 こ うい う水準 の教養 人、 知識 人。そ れか ら、 も う少 し意図

的です けれ ども、 今の 日本 の文化 を、 この ま まで はい けない とい う風 に思 って い る共 産党

系 の文 化人。 い けな くて どっちの 方向 に向か って い くか とい うの は、別 にそれ は賛否 い ろ

い ろあ っていい んです が、共 産党 の思 って る ようなか たちで の文化 のあ り方の 方 に持 って

いか な きゃな らない、 と思 って る知 識人 。 この辺 は実 は、結構 基盤 が共通 の よ うな ところ

があ りま して、 この 人た ちがマ ンガ を どう考 えて い るか とい うと基 本的 に批判 です ね。 こ

の よ うに低俗 で、 下品 な、愚 民化 政策 を推進 す るよ うな もの。 とはい う ものの、 子供 た ち

が こんな に読 ん でい る事 実 は否定 で きない。 それ を頭 ごな しに取 り上 げ た り、本 を破 いた

りす る こと もで きないだ ろ う。 じゃあ どう しようか とい うと、 これ を善導 し利用 す る方向
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でいか な きゃい けない。 こ うい うのが 大体 この人 た ちの考 えなん ですね 。子供 が読 んでい

るの は しょうが ない 、読 んでい た ら、 それ に対 して批判 精神 を植 え付 ける。 このマ ンガ に

つ い て どう思 うか、 こうこ うこ うだ。 子供 たち は、 まあ時 にはそ れに対 して批 判的 な こと

を言 い ますね。 うん、な かなか いい ところに 目をつ けた。そ の批判 を さ らに徹 底 してい く

と どうなるか よ く考 えてみ よう、それ につ いて他 の本 も読 んでみ よ う、 とい う ような風 に

善 導 して い くわ けで すね。 あ る いは、 こん な に子 供 た ちが喜 び、 あ るいは子 供以 外 に も、

青少 年 の中で ぼつ ぼつマ ンガを読 む風 潮が 出て くるわ けです けれ ども、 だ と した らそれ を

啓蒙 す るため に、労働 者 の前衛 であ る共産党 の方 を向 いて も らうため に、 あ るい は共 産党

の文 化政 策 を理解 して も らうた めに は、マ ンガ を利用 した らいい ではな いか、 とい うこと

です ね。 これが まあ 善導 ・利用 とい うかた ちでの マ ンガのデ ィレクシ ョンとい うこ とです

ね。 こうい うのが一方 で あ りま した。 これが 基本 的に は多数派 です 。

もう一 つ は、 ① のb)(思 想 の科学 グルー プ 〔鶴見 俊輔 ほ か〕、新 日文 〔非 日共系左 翼 文学

者 た ち〕)と書 きま した 、別 の知 識 人の グル ー プの捉 え方 が あ ります。 これ は一つ には思

想 の科学 グル ープ、鶴 見俊輔 さん とい う方が 京都在住 の 知識人 です けれ ども、思想 の科 学

に属 す る何 人か の知 識人、 この人 た ちが、 マ ンガ とかポ ピュ ラー カル チ ャー、 大 衆文 化、

民衆 文化 とい う ことについ て資料 を集 めて研 究 を してお りま した。 それか らそ れ と重 な り

合 うかた ちで あ るのが 、新 日文 系 の知識 人。 これ は簡単 に言 えば、 『新 日本文 学』とい う

機 関誌 を出 してい て、 昭和20年 、 日本 の 敗戦 によ って新 た な文化 を作 らな き ゃいけ な い

ため に結 集 した文 学者 た ち です ね。 つい この間 これ は廃 刊 に な りま した けれ ども、50年

あ ま り出てい ま した 。 これは当初 は共 産党 を中心 とす る文学者 た ち と一緒 にや ってお りま

した けれ ども、共 産党 に よる政治 主 義的 な引 き回 しに反発 い た しま して、 共 産党系 の人

たちだ けが追 い出 された のか、 自分か ら出 てい ったの か知 りませ んけれ ども、民 主文学 と

い うの を作 りま して 出て しまい ます。 だか ら残 りの人で すね。 です か ら非常 に簡 単 にい え

ば、 非共 産党系 の左翼 系文化 人 が集 まって いるの が新 日文 と考 えれ ば、 まああ ま り間違 い

で はあ りませ ん。 こ うい う人た ちが、 やは りしば しばマ ンガ とか大衆 文化 とい うの に関心

を持 って い ま して、基 本的 に、 この新 日文系 の作家 とか 評論家 と、 それ か ら思想 の科学 グ

ル ー プの 人た ちが、 まあ人脈 的 に も近 い とい うの があ りま して、 いろん な ところで マ ンガ

を論 じて い ま した。 で、 この人 たち は上の タイ プの教 育 関係者 や あるい は共産 党系 の文 化

人 と違 っ て、単 純 に批 判 はい た しませ ん。 問題 点 はあ るか も しれ ない。 しか しそ こに何

か汲 むべ きもの 、評価 すべ きもの もあ るの であ る。 た だ単 に残虐 で ある とかエ ロであ る と
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か、殺 伐 と してい る とい うか たち で、 これ を批判 して しまって はい けない。 む しろ、そ の

残 虐 であ る とかエ ロチ シズ ムであ る とい うところ に民 衆 のエ ネルギ ーを見 たほ うが い いで

はな いか とい う、 そ うい う視 点が あ ります 。

これは私 は次 に 「基本構 図」(民衆 の文化 を発見 →歴 史 〔革 命?〕 の原動 力)と い う風 に書

いてお いた んです けれ ども、 民衆の文 化 を発 見す るこ とに よっ て、そ れ を歴 史の原 動力 と

考 え てい こう。 これ につ いてa)に 当た る タイプの 人 たち は、 これ を もっ と洗 練 させ て善

導 してい か な きゃい け ない と考 えて いた わ けです け れ ど も、b)の 人 たち は、 その あ るが

ま まの エネ ルギー を もっ と高 く評価 して いい んでは ないか とい う風 に考 え ていた。 いず れ

に して も基本構 図 としては、民 衆 の文化 を発 見す る。 民衆 は歴 史の主人 公 であ る。 社会 の

主 人公 であ る。で 、それ を上 手に我 々 は発 見 して、歴 史 の進 歩 の方向 にデ ィ レクシ ョン し

てい こう とい う考 えが ここ に見 られる ように思 われ ます。

と ころが、1960年 代 の後 半 くらい に な ります と、 様相 が変 わっ て まい ります 。 これ は

一 つ に は、 そ この② のb)(マ ンガ世代 〔1946=S21生 まれ以 降 〕が 学生 読 者 となる。 高度

成 長期 ・大 衆社 会 化 の中 で のマ ンガ の読 み手 、語 り手 。)と書 いて お いた よう に、 マ ンガ

世代 の 若者 たちが 学生 にな ります。 これ もち ょっ とその うちマ ンガ学会 で誰 かが研 究 して

くれ ないか と思 うんです けれ ども、非 常 に不 思議 なこ とに、 私が その マ ンガ世 代 の一番最

初 の年 な んです 。私 は1946年 、昭和21年 に生 まれ てい ます けれ ども、 私 の世代 か らマ ン

ガを当 た り前 の ように大学 生 にな って読 むよ うにな りま して 、私 よ り1年上 にな ります と、

突然 これが読 まな い とい う不 思議 なこ とが あ ります。 もちろん例外 はあ る と思 い ます けれ

ど も。私 が大 学時代 にマ ンガ を読 ん でい ます と、 私 よ り1年 上 の先輩 た ち は、 お まえ大学

生 にな ってマ ンガ を読 んで い るのか、 とい う風 に言 われた こ とが頻 繁 にあ ります。 そ して

私 よ り上 の世代 は ほ とん どマ ンガ を読 み ませ ん。 ところが私 と同世 代、 同年代 と、私 よ り

後 の世 代 はみ ん な当 た り前 の ようにマ ンガ を読 み ます 。 これが なぜ 昭和21年 が 境 目に な

るのか、私 はち ょっ とよ くわか らない。 しか もそ の デー タの取 り方 も、私 の体験 的 な もの

だけです か ら、 本格 的 な社 会調査 を した ら、 また別 の数字が 出 るか もわか りませ ん。 とに

か く体験 的 には私が マ ンガ世代 の一番頭 に当た って ます 。

こうい う世代 が1960年 代 後半 にな ります と、 大学 生、 逆 に言 え ば、一 番 口 うる さい世

代 とい う こ とにな ります ね 。 これが マ ンガを読 む ように な って、 い ろん な 出版社 に投書

を した り、 あ るいは 『読書新 聞』とか 『読 書 人』の よ うな ところ に未熟 な論 文 を書 いた り、

私 自身 も覚 えが あ ります けれ ども、 そ うい うこ と をす る ような 時代 にな って きた。 そ れ
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もあ りま して、1960年 代 まで の よ うな、単 純 な民 衆 の文化 を発 見 して、 それ を社 会 の原

動 力 と して評 価 してい こ う とい う ような発 想 だ けで はマ ンガ を読 まな くな って まい りま

した。 そ れ をい わば オー ソラ イズ したの が、 そ こに②a)と 書 い てお きま した、石 子ll頂造

(1929=S4～1977=S52)と い う評 論家 なんです ね。 『漫画主 義』とい う、 マ ンガ研 究 の 同

人 誌 です。 これ1967年 に創刊 され ま して、不 定期 刊 の ま ま、 十数 巻 出 た まま他 の雑 誌 に

併合 吸収 されてそ の ま ま出 ない ま まにな ってい ます。 単独 で刊行 され たの が10冊 くらい。

1971～1972年 くらい まであ る んです けれ ども。 こ この 同 人の 中心 にな って いた のが石 子

順造 とい う人 です。他 にも この 同人 だった 人で評論 活動 して いる人 がい て、 この人 たち は

この人 たちで ち ょっ と問題 があ るん です けれ ども、そ んな こ とは あ ま り細 か く言 って も仕

方 が ない んで、 とにか く石 子順 造 とい う人 が中心 に な ってい た 『漫 画主 義』とい う雑誌 で

す ね。

こ こで もう一 つ また注記 して おか なけれ ばい けない、石 子川頁とい う漫画 評論家 が いるん

です け ど、 全然 関係 ない人 です。 で、 この石 子順造 、亡 くな った ほ うの石 子順造 とい う人

が です ね、 悪戦 苦闘 した のが 、彼 は① のb)に 近い ところか ら出発 しなが ら、 や は り違 う

もの をポ ピ ュラー カルチ ャー と しての マ ンガの中 に見 よ うと してい た。そ れは何 か とい う

と、 マ ンガ固有 の論理 が あるん じゃないか。 ただ単 に民 衆の文 化 を発 見 して、 それ を歴 史

の原動力 、社会 の主 人公 として評 価 してい くとい うの では ない とい うの を、彼 は考 え よう

と したわけ です ね。例 えば、マ ンガの コマ か らコマへ の移動 、視線 の移動 が どん な意 味 を

持 っ て るだ ろ う、 とい う よう なこ とにつ いて、 事細 か く研 究 して い ま した。 これ が現 在

の、 夏 目房 之介 とか竹 熊健 太郎 とい う人た ちの マ ンガ研究 に繋 が る一面 も持 っ てい ます。

そのた めに、夏 目さん なんか は、 石子順 造 は現在 もうち ょっ と再評価 されて もいい ん じゃ

ないか、 とい う ような こと も、何 度 も言 っ てい ます 。 とにか く石子順 造 は、 まわ りが ほ と

ん ど(① の)a)も し くはb)の 知 識人 の 間で、 い や もっ と違 う視 点 が ある とい う風 に言 っ

て い た こ とにつ いて は、私 は高 く評価 して いか な けれ ば いけ ない と思 っ てい ます 。 同時

に、そ うい うもの を読み な が ら、 あ るい はそ うい う風 潮 を横 目で見 なが ら、21～22歳 の

学生 た ちがマ ンガ を読 んで 、大学 の キ ャンパ スの片 隅で 、侃 々諤 々の青臭 い議論 を展 開 し

て いたわ けです ね。

例 えば こん な ことが あ るんです ね。今 言 った よ うに、仮 に① の論理 で い きます と、 説明

が で きない ことが、 当然 なが らい くらで も出て まい ります。 自分た ちが面 白い と思 ったマ

ンガ、例 え ば 『巨 人の 星』が 大 変面 白い。 梶 原一騎 の代 表作 で すね。 これが 当時、 左翼 的
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な学生運 動 をや ってる学生 た ち もまわ し読 み を してい た。 これ は面 白い。 とこ ろが 、 ここ

に描 か れて いるの は、梶 原一騎 に典型 的 に表 れ てる家 父長 的な、現 在で は しば しば この家

父 長が、 か らかい、 パ ロデ ィの対 象 に しか な らない よ うな、 長屋 に住 んで、 ご飯 を食べ て

いて気 に入 らない と卓袱 台 をひ っ く り返す ような、 こうい う家 父 長的 なお 父 さん です ね。

実 は、 その 「巨 人の星 』の中 にそ うい うシー ンは一箇所 も描 かれ てい ない んだ とい うこ と

を、 また細 か く研 究 した人 もい る んです けれ ど も。あ れ は伝 説で あ って、そ うい う シー ン

はない んだ、 とか です ね。 いや 、 アニ メには あった とか、 いろい ろ説が あ るんです けれ ど

も、 まあいず れ に して も、 そ うい う話 が 出て もお か しくない ような、家 父長 的 な、 あ えて

言 え ば、 俗語 で言 う ところの封建 的 な父親像 が描 かれ て いる。そ れ にみん な、面 白い面 白

い と言 って感動 して い る とす るな らば、上 の① に挙げ た、民 衆文化 を発 見 して これ を歴 史

の原動力 の方 向 に行 くとい う進 歩的左 翼史 観 では、 これ は評 価 しきれ ない。 それが 面 白い

とす るな らば、 その 面 白さは何 なの か とい うこ とにつ いて考 え ない限 り、答 え は出て こな

いん じゃな いか とい うのがで て まい ります 。つ ま り、 知識 人論、勝 手 に 自分 の枠組 みで大

衆文 化 を語 った と して も、 そ こか らはみ 出る ものが 出て きて しまった場 合 には どうす るの

か、 とい うのが この時 出て くるん です ね。

で、そ の内 に今度 、時代 が変 わ って きま して、 その世 代が 今度 は社会 的 に編 集者 になっ

た りジ ャー ナ リス トに な った り、研 究 者 に な る世代 にな っ て き ます 。 これ が③(1980年

代 末期 か ら/現 代 思想 、 ポス トモ ダ ン思 考 の 〔一 知半 解 ・恣 意的 〕導 入)で す ね。 これが

1980年 代 の終 わ りぐらい です 。 こ の頃 か ら初 め て従 来 の① や② に と らわ れ ない 形 で の、

マ ンガ論 、マ ンガ評論 、マ ンガ研 究 とい うのが 出て まい ります。

い ささか我 田引水 め きますけ れ ど も、私 が1986年 に 『現代 マ ンガの全体像 』とい う本 を

書 きま して、 これが 当 時 と して は画期 的 な売 れ行 きを見せ まして、元 版が2万 部売 れ ま し

た。 そ のあ と増補 版 が6千 、文庫 がそ のあ と2万 数千 。累 計 で現在 も文 庫 は細 々 と出て い

ます んで 、5万 部 くらい 出 ま した。現 在 で もです けれ ど も、マ ンガの評論 、研究 で4万 、5

万 出 るって こ とは異 例 の こ となんです ね。 ましてや その 頃に親 本で2万 部 出 る とい うの は

画期 的 な ことだった んです けれ ども。 幸い に もこれ は評 価が 高 くて、 もち ろん現在 で は批

判、 異論 も出てい て、そ れ は当然の こ とだ と思 うんで すが、 それ も含 めて、 マ ンガ を研 究

す る人た ちの 中で は一種、 基本 文献的 に読 まれ る ように なってお ります 。 とこ ろが 、 これ

が 出た ときにはすべ ての新 聞そ の他 の書評欄 は無 視 いた しま した。読売 新聞 だ けが 批判 的

な書 評 を載せ る。 批判 したの は無署 名 です け ど、私 は うす うす わか って るんで(笑)い つ
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か筆誅 を加 えてや ろ うか と思 って い ます(笑)。

そ うい う状 況 だった んです ね。そ れ ぐらいマ ンガ評論 なんて い うもの は、 それ以 前 はな

か った。 と ころが 私が それ を書い た翌年 ぐらいか らは次 々に、 とい うのは、私 が今 言い ま

した、 昭和21年 生 まれです ので 、そ の先頭 にい るわ けです けれ ど も、そ の2年 後 、3年 後 、

次々 に研 究者 、評論 家 の ような人 も、従来 に はない形 でマ ンガ評論 を書 くよ うにな りま し

て、1980年 代 末期 とい うの は、現 在 マ ンガ につ いて発 言 して い る人 た ちの ほ とん どの処

女作 、 あ るいは第 二作 ぐらい までそ の時 に出揃 うような時代 にな りま した。 この時 のマ ン

ガの評論 の特徴 といた しま して、私や何 人 か は違 っ てお ります けれ ど、多 くの人の は、 当

時ち ょうど流行 りかけ ていた ポス トモ ダ ンとか現 代思想 の用 語 をふ んだん にち りばめ た視

点でマ ンガの評 論 を行 う ようにな りま した。

そ こ(レ ジ ュメ)に 書 いて あ ります けれ ども、 そ れは ほ とん どが 一知 半解 、 もし くは恣

意的 な導入 であ った とい う風 に私 は考 え てお ります。

少 し話 は外 れ ます けれ ども、 思想 とか哲学 とい うもの に も、実 は流行 があ りま して、終

戦 直 後か らあ る時期 は、 当然 な が らマ ルクス 主義 が20～30年 流 行 い た します。 そ の後、

戦 前 のよ うなマル クス主義 で はな くて、新 しい形 で の、マ ルクス の原点 に あた るエ ンゲル

スの原 点 にあた るよ うなのが流行 い た します 。 そ してそれ と並 行 して、 実存主 義 とい うの

も流行 いた します 。 と もに これは大抵 、 ヨー ロ ッパ経 由です ね。 マ ルクス主義 なんかの場

合は フ ランク フル ト学派 なん かの新 しい解釈 が流 れ込 み、 ある いはル カー チなん かの、ハ

ンガ リー とかそ ち らの方 の系統 の ものが流 れ込 む。 そ して西 洋 的な ものの場合 はフ ランス

で流 行 した ものが流 れ 込 む。 まあ、 こ うい う ような こ とに な って るん です け れ ど も。若

い者 はす ぐそ れ に飛 びつ き ます。 そ して20～30年 経 ち ます と、 その本 は古 本屋 に持 って

い って も、 もう二 束三 文で も取 って くれな い。学生 時代 に3千 円で 買 ったのが古 本屋 で30

円で取 って くれ ないん だった ら、 あの時焼 肉食 っ とき ゃ良 かっ たなあ と、 まあ大人 に なっ

てか ら悔 や むわ けです ね。 こんな本読 ん で も何 の役 に も立 たな かった。

とい う よ うに、流 行 も、着 る ものだ け では な くて、 そ うい う思 想 の ほ うに も流行 りま

す 。着 る もの で もそ うです ね。 な んか流 行 だか ら喜 ん で高 いの買 い ます と、2～3年 経つ

と着 られな くな っち ゃう。 これ く らいだ った ら もうち ょっ と、普通 の ポ ロシャ ツで も買 っ

てお いて、 そ の差額 の分 で、 や は り焼 肉 で も食 えば よかっ た(笑)と な るんで すが 、 同 じ

ような ものが 、衣類 で あろ う と思想 であ ろ うと流 行 る とい う ことが大変 面 白いんで す けれ

どもね 。
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ところが、 現在 はマ ル クス主 義の ような射程距 離 の長い思 想が あ りませ んため に、 この

ポス トモ ダ ン的 な用 語 をち りばめた一 知半解 の ものが 未だ に結構 幅 を利 かせ てい る ような

ところがあ るんです けれ ど、 同時 にそれ はそれ で、一種 の解 釈の ため の ター ムだ と考 えれ

ば、 それ はそれ で意味 はあ るんで す けれ ど も、そ のあ とに 「基 本構 図」(現在 的な意 味で の

「民 衆 の文化 の発見 →歴 史(革:命P)の 原動 力」を主張 して いる だけで はな いのか。)と書 い

てお き ま した ように、実 はや は り形 を変 えて現在 的 な意味 での民 衆文化 の発 見、 そ してそ

れ は最終 的 には歴 史、 あるい は革命 の原動 力 とい うこ とを主張 したい だけで はな いか、 と

い う気が い た します 。 とい うのは、 そ うい う、 マ ンガにつ いて発 言 してい る人の そのす ぐ

横 に ある、そ の人 た ちの ス タ ンス といい ますか 、別 の立場 で、別 の場所 で発 言 してい る言

葉 を聞 いてい ます と、割 とご く当た り前の 革新派 の よ うな こ とを言 っ てい る人が結構 多 い

んです ね。現在 の 日本の ア ジア政策 が どう した とか、 それ か ら天 皇制が どう した とか、民

衆 の市民 意識 が どう した とか、 セ ックス につい ての保 守的 な観念 が ど うした、 って なこ と

を結構 言 って ま して、そ れは普 通の、 なんか進歩 的文化 人が 言 ってる こ と じゃな いか とい

う気 もいた します。 私 は進 歩思想 が い けない とかい い とか って こ とを単 純 に言 って るわけ

で は あ りませ ん。 進歩 思 想 のい い面 もあ ります し、進 歩思 想 の だめ な面 もあ ります け れ

ど も、そ れが表 層的 な流行 だ けで語 られ て しまって いるの ではだ めだ。 それ ぐらいだ った

ら、 もっ とは っ き り根 性 を据 えて、極 めて 反動的 な思想 で あ りなが ら、 政治 的に は反動 的

な思 想 家で あ りなが ら、 革新 的 な、 例 えば 白土 三平 で あ る とか 、 『はだ しの ゲ ン』を評 価

す る よ うな、 そ うい う もっ と タフ な理 論 を作 って いた だ きた い と思 い ます けれ ども、 実

は そ うなって い ませ ん。 とい うのは、 この場 合 に も当然 なが ら、先 ほ どの とこ と同 じよう

に、疑 問点 が 出て まい ります。

これ は プ リン トのp2の 方 に(疑 問点:『 レイプマ ン』〔みや わ き しん た ろ う〕を どう見 る

か。 マ ンガで は ないが、 レイシズ ム的 なロ ック音楽 を どう見 るか 。)書いて あ るんです が、

みや わ きしんた ろ う とい う人 の 『レイ プマ ン』とい う作 品 が 出ま して、 これ が まあ大 変 な

悪評 の作 品な んです ね。恐 ら くこの 中にい らっ しゃる方 は、 これ読 んだ こ とが あ るのは数

人 しかい らっ しゃらない と思 うんです けれ ども、 文字通 りレイプマ ン、 強姦 男 って い うタ

イ トル なんです けれ どもね 。 レイプマ ンとい う謎 の正義 の味 方が いるん です けれ ど も、生

意:気な女 の上 司 とか、 女 の同 僚 に、 あ るい は同級 生 に、 い つ も虐 め られ て悔 しい思 い を

して いる青 年 が、 謎 の正 義 の味 方 レイ プマ ン に頼 む と、 そ うい う上 司、 同級 生 を強姦 し

て くれ る。 で、 強姦 され る とそ の女が 突然優 しい女 に なる とい う勧 善懲悪 の物語 なんです
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けれ ども(笑)構 造 的 には これ、勧 善懲 悪 の構 造 を持 ってる わけ ですね 。 とこ ろが勧 善懲

悪 じゃない。現 在 の理念 に照 らせ ば勧 善懲悪 じゃない。 しか もこれが、結 構何 十万部 売れ

た。 これ どう考 えた らいい のか。 これ をポス トモ ダ ンで解 釈 しようが何 で解 釈 しよ うが、

ど う考 えて も今 私が 言 った ように、勧 善懲悪 じゃない ことが勧 善懲 悪 の形 にな り、 しか も

そ れ を何 十万 の人が喜 んで読 んでい る。 こ うい う現実 があ るわけ ですね 。 これは何 なのか

とい うこ とを考 えなけれ ば、単純 にさっ きの① もし くは③ で言 った ような、形 を変 えた民

衆 の文化 を発見 し、 これが 歴史 や社会 の主 入公、 原動力 とい う風 に考 える こ とは当然 で き

な くなるわ けですね。 当然 これ に対 して は、 その 知識 人の側 、論者 の側 の思想 の強 さ、思

想 の タフ ネス、 これが 問 われ る こ とにな る。 そ この ところ を、 実 は この第3章(戦 後 の大

衆 文化 〔PC.〕特 にマ ンガの語 られ方)で 書 いた知 識人 た ちの 中の意 識が希 薄 であ った。 こ

れは実 は戦後、 あ るい は もっ と遡 って近代 にお ける、 あるい は国民 国家 にお ける知識 人 と

い うものが、大 衆 とい う言 葉 を出 され る と、 そ こでつ いび びって しまう ような弱 さが あ っ

たん じゃな いか とい うような気 が します。 もっと知識 人は 自信 を もって いい。 知識 人は 自

信 を持 って愚 民 は愚 民 だ とは っ き り言 っ てい い。 た だ し、愚 民 の 中 に汲 むべ きもの もあ

る。 そ して知識 人の 中 に自己反省 すべ き点 もあ る。

それ は例 えば、 チ ャプ ター2で 述 べ ま した、支 那の知 識人 た ちがそ うなわけ です ね。確

か に蒲松 齢 なんか は、 たか だ かお ま えは大 学落 ちて、公 務 員試験 に落 ちて るの を70ま で

やって いた、 その妬 みで民 衆の 中の伝 承 を集 め たに過 ぎない、 と言 われ るか もわか らな い

けれ ど も、 それで もや は り、彼 が知識 人世界 の秩 序 を学 ぶ こ とに嫌 悪感 を覚 えたの は、何

か あ ったので あ る。嫌 悪感 があ ったか ら、彼 は受験 勉 強がで きな くて、民 衆の 中 に入 って

いった わけで あ る。 あ るいは袁枚 が 当時の知 識人 世界 の中 におい てエ リー トであ りなが ら

も、最後 に は非 難 され るよ うな行 動 を取 り、そ して また、知 識人世 界の 中核 にあ る ところ

の、 儒教 の 原点 であ る論語 に対 して、挑 発 的 に も 『子 不語』 とい う タイ トルで怪奇 小 説 を

書 いて しまった ような、 こ うい う知識 人 と しての 、知識 人 とそれか ら大衆 、両 方 に向けて

の非 常 に厳 しい視点 と自信 が ここ に感 じられ ます 。 ところが おそ らくは戦 後 の大衆社 会 に

お い て、 そ う い うもの はな くな って きた。 その ため に、例 えば 『レイ プマ ン』を どう評価

していい か。 『レイプマ ン』を批判 す るな ら批 判 してい い。批 判す る視 点 が、 じゃあ 『レイ

プマ ン』とい うもの を、 これ を抹殺 して しま ってい い、 とまで言 えるのか 。言 い切 るん な

らそれ でい いんです よ。現在 の 出版の 自由 だの言 論の 自由 なんてや めて しまって、 こん な

け しか らん ものは抹殺 して しまえ、 と言 えるん な らい いけ ど、そ こ まで言 うだけの度 胸 も
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な く、何 とな くう じうじ と、 こ うい うマ ンガが あ るの は困 った もんだ なあ、 とい う風 に し

か言 えない とい うのは、 それ は知識 人の力 の なさ、そ の強靱 さの な さ。 強度 を試 されて い

る、 とい う気が い た します 。

4.ポ ピ ュ ラー カ ル チ ャー 研 究 の 意 義

さて、 そ うな ります と、 第4章 と して ですね、 ポ ピュ ラー カルチ ャー研 究 の意味 とい う

こ とにな って きま して、 これ は今 の3と 当然 、 関係 して きます ね。 その現 代の 文化 とい う

もの をど う考 えた らいい のか。 ここにおい て大衆 文化 、そ れか らハ イカルチ ャー、 この両

方 との 関係 の中 にお い て、 これ をど う考 える のか とい う問題 が 出て きます。

さっ きもち ょっ と言い ま した よ うに、現在 の 大学 の再 編成 が進 ん で るんです け れ ど も、

文学 部 で、 まあ赤 川 次郎 な んか を専 攻 す るっ てい うこ とは、 あ ま り考 え られ ませ ん。私

が大 学生 で あっ たの は今か ら30数 年 ぐらい前 なん です けれ ど も、 その 頃文学 部 におい て、

例 えば太 宰治 さ えも、 まず研 究 テ ーマ に選 ばれ なか った。 ところが今 は太宰 治 なんか は当

た り前 の よ うに選 ばれ る ように なっ てい ます。 基本 的 に大学 の文 学部 でや るの は、 戦前 。

鴎外 とか 漱石 とか露:伴とか 。で きれ ばそれ さえ も嫌が る教授 がい るん で、明 治以前 の、江

戸期 以前 の作家 を研究 す る。 これが文 学部 のや り方だ った。 ところが、現 在 の文化 とい う

ことで言 うな らば、江 戸期 の西鶴 であ る とか、あ るい は近松 であ る とい うの も、 これは 当

然 なが ら当時 におい て はポ ピュ ラー カルチ ャー な わけ です ね。鶴屋 南 北 とい う人、 『東 海

道 四谷怪談 』で有 名 な、大傑作 を書い てい る、非常 に優 れた人物 なんです けれ ども、この 「東

海道 四谷怪 談』とい うのは 当た り前 です けれ ど も、知 識人 だ けが見 る もの じゃない 。 どこ

ろか、知識 人 はむ しろあ んな もの見 ませ んね。一 般大 衆が あれ を見て恐 が った り面 白が っ

た りす る、そ うい う もの を書い たのが 鶴屋南 北 だった 。西鶴 の場合 はまあ、 ち ょっ と性格

が違 い ます けれ ども、 近松 なん かの場合 もや は り一般大 衆 ですね。 浄瑠璃 と して これ を見

て楽 しんでい たわけ です ね。そ れ を現 在、 ハ イカルチ ャーの 秩序世 界 の中 にい る学 者が研

究す るとい うこ とは どうい うこ となんだ ろ うか。 だ と した ら、現在 ポ ピュ ラー カルチ ャー

を読 んで る人 の意識、 あ るい はポ ピュ ラー カルチ ャー その もの をハ イカルチ ャーの 中 にい

る知 識人 も研 究 して いい んで はないか 。た だ しそ れ は、 その ポ ピュ ラー カル チ ャー をそ の

まま受動 的 に読 んで る人 とは当然 、 どっか にお いてデ ィメ ンジ ョンの違 う意識 を持 って な
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きゃいけな い、 と、 こうい うこ とになって まい ります。 ここの ところ課題 だけ で、 じゃあ

何 を どうす ればい いか って ことにつ いて は、 特 に今 、私 は ここで は述 べ ませ ん。

そ して②(研 究 と評論)と して、 それ を見 る視 点 と して も、研 究 と評 論 とい う2つ の も

のが、 当然 出て くるんです ね。 特 に大学 で や る場 合 に は、 これ は実証研 究 です ね。 まあ、

評論 と研 究 が ど う違 い、 どう重 な るか とい うの は非常 に難 しい と ころがあ ります 。異 同、

異 と同、両 方 あっ て、 これ も特 にマ ンガ学会 な んかで は これ か ら重 大 な課 題 にな って まい

ります 。 これ が万葉 集 な んか の研 究 っ て こ とにな ります とね、 評論 と研 究 っ て こ とが ほ

とん どな くて、 まず99%が 研 究 にな ります。一 部 、評論 とい う ものが ない わ けで もない。

例 えば、加 藤周 一 とい う文藝 評論 家が い ま して、大 変、 日本 では社会 的地位 が 高い人物 で

す ね。 大佛 次郎 賞 とかい ろ ん な賞 を受賞 して い るん です けれ ど も、 しか し、 日本 の 国文

学 の学会 にお いて はこの人 は全 く評価 され てい ない。 なぜ か とい う と、 あん な もの は評論

だ、 とい う一言 で切 り捨 て られ る。つ ま り実 証研 究 と して非常 に弱 い わけ です ね。 まあ、

古典 文学 の世界 にお いて もそ うい うこ とはあ ります けれ ども、 ま してや現代 に近 い方 の文

化 、 さ らに ポピュ ラー カルチ ャー を研 究す るほ うに な ります と、 この評論 と研 究の微 妙 な

両方 の位置 の取 り方 とい う ものが 露呈 して くるん で はないか とい う風 な気 がい た します。

しか し、いず れ に して も この二 つ は何 らか の形 で、車 の両輪 の よ うに手 を携 えて いか な

ければ いけ ない ことで はないか と思 い ます。 実証研 究 は否応 な く細 かい ところ を、 ドリル

で穴 を開 け る よ うに突 っ込 ん で行 か ざ る を得 な い。 マ ンガで い えば小 さな ひ と コマ の意

味 、 これが テキ ス トに よって どう違 うか。例 えば 『少 年 マガ ジ ン』の何 月号 に はこ う出て

いた けれ ども、 総集編 では この よ うに描 き直 され て、次 に単 行本 で は こう描 き直 されて 、

作 品集 では こう描 き直 される、 と。 これ を突 っ込 んで い くと実 は、 この作 家の精 神が こう

なるの がわか る、 なん てこ とを、 こ と細 か く研究 す るのが、 これが 実証研 究 にな るわけで

す ね。 評論家 の 方か ら言 わせ ます と 「そ んな こ と細 か くや って何 が面 白い の?」 と、 こう

い うこ とになるわ けです けれ ど も、 その実証 が あっ てこそ、 評論が 評論 た り得 る。 とい う

のは、評 論の場 合 には、 もっ と社 会 に対 す る発信性 が非 常 に強 くなって きます ね。有 効性

が 強い 。

私 は評 論 と研 究 の違 い を、 まあ漁師 と板前 って い う風 に昔 か らよ くなぞ らえて言 って る

んです けれ どもね。 漁師 はや は り地道 に、 ニ シ ンな らニ シン、 シャケ な らシャケ を真 面 目

に獲 って もらわな けれ ば、 これは漁師 に な らないわ けですね 。 しか も、獲 って きたサ メの

頭 と尻尾 を切 り落 と して、 これはマ グ ロだな んて言 ったん じゃあ、 これ は漁 師 として失格
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です ね。 しか し評論家 は、 サ メをマ グロ と言 うの はち ょっ とまず いです けれ ど、 ほん とは

ヒラ メで はな いん です が、 「白身魚 の フラ イ」って書 き ます と、 お客 さん はみ んな ヒラメ

だ と誤解 します か らね。そ れ ぐらいの ことは、 まあ、や って もい いん じゃな いか、 とい う

のが 評論家 で はない か と思 い ます。 はっ き りこれ をヒラメ だって言 うと、評論 家 と して も

ち ょっ とまず いで すが、 「白身魚 の フ ライ」ま でだ った ら許容 範 囲。 これが まあ、 評 論家

で は ないか と思 い ます。

で、 また、 そ の ような こ とを しなけれ ば魚 文化 とい う もの はお客 さん に広 ま りませ ん。

魚 を美味 し く加 工す る こ とによって、 魚 を愛 す る人が増 え る とい う社会 的使命 を持 って お

りますか ら、評 論家 はその程 度 の ことはや って もいい わけで すね。 この 両者が 車の 両輪 の

ご とく、手 を携 えて研 究 してい くのが 一番 いい ので はない か と思 い ます 。 これにつ いて は

そ の ような一般 論 しか言 う ことがあ りませ ん。 いずれ、 これ だけ単 独で研 究 テーマ として

どっかで扱 わ なけれ ばい けない、 とい う風 に思 ってお ります 。

5.実 学 と虚学

そ うし ます と最後 に言 わ なけれ ばい けな いのが 、チ ャプ ター1で も述 べ ま した、知 識人

論 とい うこ とです ね。 さっ きか ら言 ってい るよ うに、知 識人 は 自らハ イカルチ ャー の中 に

い なが ら、 ポ ピュ ラーカ ルチ ャーを見 る。そ の時 に、そ のポ ピュ ラー カルチ ャー を利用 し

てい る一般 大衆 に対 して も、 そ して また 自らに対 して も、 もっ と自信 を持 っ て、厳 しい姿

勢 で 対処 してい い ので は ないか 。そ の姿 勢が ない ので は ないか 、 とい うのが 、 こ こ50年

間 ぐらいの 大衆社 会状 況 におけ る私の知 識人批 判 であ り、知識 人論 なん です けれ ど も。

さて、知 識人 とい うのは その場合 どうい う入な のか とい うこ となんです けれ ども、 大学

院 を出て大 学の先 生 にな って給料 もらってお れば これが 知識 人か、 って い う と、 こ うい う

こ とには必 ず し もな りませ んね。.じゃあ、大学 院 の試験 を落 ちて大学 の先生 にな らなけれ

ば知識 人か 、 ってい う と、 こん なこ と もな いわ けです ね。で、 本質 規定 として どうなのか

といい ます と、 結局 は言葉 を操 る人 が知 識人 で あ る。言 葉 っ てい うの は、 観 念の 具体 物

な わけです か ら、 まあ言葉 を操 り観念 を操 る人だ。 これ が知識 人 ですね。 その こ とに よっ

て、言 葉 を操 らない人 に対す る責任 も生 じるわけ ですね 。 ここで実 は、実学 と虚 学 とい う

ことについ て ち ょっ と考 えてみ たいん です ね。
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現在 、実学 ってい うの は、実 用学 。 まあ この 阪大 でい い ます と例 えば工学 部 と医学 部。

で 、文学 部 とか社会 学 とい うの は、 これ は まあ虚 学 とまで は言い ませ んけれ ども、実 学で

はない。 で、 成績 の いい高 校生 た ちは、 やや 今不 況か ら立 ち直 りつ つ あ ります けれ ども、

親 な んか が、実 学 の方 向 に行 った方 が い い。 「お前、 そ ん な社会 学 行 く ぐらいだ っ た ら、

工学 部行 け」とか です ね、「もう1年 浪 人す れば 医学部 も夢 じゃないそ 」み たい な こ とを勧

め るわけ ですね 。そ うい う傾 向が あ って、実 学志 向 とか 実学 とい う言 葉が 言 われて い ます

け れ ども、本来 この実 学、虚 学 とい うのは、 この ような意味 での実用 学 ってい うん じゃな

い んです ね。 これ は もとも と朝鮮 朱子学 で言 われ てる言 葉 なんです けれ ども、 実学 とい う

の は実の あ る学 問 とい うこ とで、 この場 合 は我 田引水 で言 って ます か ら、儒 教 こそが 実学

で ある、 って こ とになるわ けです ね。 それが ほん とか どうか は、私 は多大 に疑 問があ りま

す けれ ど も、実 のあ る学問 であ る。つ ま り現 実 に拮抗 しうる学 問で ある。 これ は基本 的 に

知識 人の心構 え とい うことにな ります ね。そ の意 味で知 識人 とい うの を考 えた場 合 に、 自

らは、観念 を操 る、言 葉 を操 る。 言葉 って いうの は、 しば しばこれ は虚 の世 界 なんだ けれ

ども、 しか し、 時に は現 実 に拮 抗 しうるだ けの言葉 や観念 を持つ こと もある。 これが知 識

人で あ る。 とい う風 に私 は考 えて い ます 。

それ は ひ とつ に は、 こ この ところ マル クス主 義が 凋落 い た しま して、1989年 か ら91年

にか けて、社 会 主義 の崩壊 とい う よ りも、社 会主義 国の崩壊 に よって、つ いで に社 会主 義

もマ ル クス主義 も全部 、一網 打尽 の よ うな形 で崩壊 して しまった んです けれ ど も、そ の こ

とに よって失 った こ とも結構 あ る。 これにつ いて語 り出せ ば大 変長 くな るので語 らないん

です が、 一言 だけ言 い ます と、例 えば現 在 で も北朝鮮 の問題 とか、 更に は在 日朝鮮 人 の問

題 とか、必 ず民族 の 問題 とい うの が、特 に近代 に入 って か らは大 きな問題 なわ けです。 国

民 国家が で きる前 は、 また これ はこれ で民族 問題 はあ ったん です けれ ども、 現在 の ような

形 では問題 に なって い ませ んで した。 ところが、 国民 国家 が で きる と同時 に、民 族問題 が

大変 大 きな問題 にな って きた。 ヨー ロ ッパ におい ては、 国民 国家 が で きる前 か らユ ダヤ 人

問題 が大 変 大 きな問題 にな ってい た わ けです ね。 つ ま り民族 の壁 を ど う越 え るか とい う

の は、人類 に とって かな り大 きなテー マだ ったわ けです。 そ の時 に、 マ ルクス主義 者 にお

い ては、 そ うい う国籍 出 自に と らわれ ない もの と しての プ ロ レタリアー トとい う、一種 の

操作概念 を作 りま して 、すべ てが プ ロ レタリアー トであ る ことを 自覚 し、そ れが 団結す れ

ば、 その こ とによって歴 史が 進歩 し、か つ卑小 な民族 性 も克服 で きるんだ、 とい うの を提

起 した。 いわ ば、 普遍 人、一般 人 としての プロ レタ リアー トとい う概念 を提 起 したん です
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けれ ども、実 はそ ん な もの は どこに もない ってい うのが、理 論 的に も実 証 的に もそれが否

定 され て しまった。 そ うな ります と、 最後 には、 一体 我 々 は どの よ うに して、 個別 の 自

分 、個 別の民 族、個 別 の国 とい うのを越 える こ とが で きるのか とい うこ とを模 索 しな けれ

ばい けない んです けれ ども、 なか なか その よ うな大仕 事 は、誰 もい た しません。

ところが歴 史 を考 えてみ ます と、実 は観念、 言葉 を もてあそ ぶ人 間 とい うものが、 それ

に一番 近い ので は、 とい う気 がい た してお ります。 それが 、 ひ とつ には カール ・マ ンハ イ

ム とい う、社 会学 の橋本 先生 に言 わせれ ば、あ の人 は二流 だ とい う風 に言 って るんです が、

二 流 な りに なか なか魅 力的 な、 ユ ダヤ系 の カー ル ・マ ンハ イム とい う社 会 学者 が い ます 。

私 は この 人 の本 を読 んだ の は もう、30～40年 ぐらい 前で すか ね。 大変 面 白い と思 うこ と

が い くつか あった んです けれ ども、知 識 人は浮遊 す る存在 で ある。 この こ とに よって普 遍

性 を獲 得で きる んだ、 とい う ような趣 旨の こ とを言 って お ります。 これ は私 、 なか なか面

白い こ とだ な と思 い ま した。 そ して同時 に、知識 人 とい うの は、例 えば大衆 と、 つ ま りマ

ス カルチ ャー と、 それ か らノ、イ カルチ ャーの 間の両 方の視線 移動 が で きる存在 。 これ が知

識 人で あ る。 いか な る意 味 におい て も知識 人 は、観念 、言葉 を操 る こ とによっ て、 自由に

浮遊 す る能力 を持 って いる わけです か ら、今度 はそ れが現実 と拮抗 しうるよ うな もの にな

る。 これがや は り知 識人 の大 きな使命 で あ り生 き方 では ないか とい う気 が いた します。

同時 に、支那思 想で始 め ま した ので、支那 思想 で結 び ます と、儒 教 の方で は 「格物 致知 」

とい う言 い方 をい た します。 これは大 学の 中の 八条 目 とい うのが あ りま して、格 物 致知 、

誠心 誠意 、修 身斉家 、治 国平天 下 とい う風 に、知 識人 がや るべ き役 割 は八つ 、同心 円状 に

広が ります。 その根本 にあ るのが格物 致知 なん です けれ ど も。 この格物 致知 が読み 方が朱

子学 の方 と陽 明学 の方で、 少 し違 ってい ます 。 どち ら も興味深 いんです け どね。朱子 学 の

方 で は 「物 に致 りて知 を格 む(き わむ)」 まあ、 この最後 の 「格 む」の読 み方 が、 「物 に致 り

て 知 に格 る(い た る)」とい う読 み 方 もあ るんで すが 、私 は 「きわ む」と読 んだ方 が わか り

やす い と思 うんで こ う読 み ます 。物 に致 りて知 を格 む。 もの ごとに致 り尽 くして、 ものご

とに到達 して、 そ してそ の本 質を知 る ことに よって、知 を格 め るこ とが で きる。 これが朱

子学 の見 方です 。

王陽 明 の方 は、 これ を 「物 を致 して(た だ して)知 を格 す(い たす)」 と読 み ます。 もの

の あ り方 をた だ して、その ことに よって知 をい たす、知 を実践 す る。 これが知 識人 の生 き

方 だ、 とい う言 い方 です ね。微妙 な違 いが あ って、 この違 いは違 いで面 白 いんです が、私
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の ような素 人 と しては、 ともに面 白い と しか言 い ようがあ りませ ん。

同時 に この対極 にあ るのが、 これは まあ、朱子 が近 思録 で言 ってい ます けれ ど、他 の 人

も、黄宗 羲 なんか も言 って ます が、 「玩物喪 志」。 これ は必ず しもこれ に対 比 してで て きた

言 葉で は ないんです け れ ども、 私 の中で は これ は どう も対比 的で は ないか とい う気 が して

仕 方 があ りませ ん。 これ は簡単 です ね。 「物 を玩 ん で志 を喪 う」とい う ことです ね。 つ ま

りまあ、 あ えて言 えば オ タクって こ とです ね。 オ タク もコ レク ター、 コ レクシ ョン 自体 は

別 に悪い こ と じゃ ない んで 、 コ レクシ ョンが なけれ ば研 究 も何 もで き ない んです けれ ど

も。 た だ単 に、 オ タク的 に物 を玩 ん で、た くさん集め た と して も、 これ は知識 人の営 為 と

はい えない。

こ この ところが、 オ タク と知識 人 の違い であ る。極端 に言 えば、 知識 人の場合 には、マ

ンガ に しろ、 あ るい はポ ピュ ラー音 楽 に しろ、3つ か4つ だけ しか知 らな くて も、そ の こ

とに よって知 的世界 を再構 築で きるとい うのが知識 人 であ る。 トリビアな もの をた くさん

集 めた と して も、そ れ は統 一性 を持 ってい る。 これに対 して ポス トモ ダ ンの方 では、 そ う

い う構築性 、統 一性 がい けない んだ、 って な ことを言 うんです けれ ども、 私 は これ には与

い た しませ ん。 じゃあ、そ んな、何 の構 築 も、何 の統一 もな い もの が社 会 と して成 り立ち

うるのか 、 とい うこ とです ね。

先 ほ ど、現実 と拮抗 し うる知 識人 とい うこ とを言 ったんで すけ れ ども、つ い この 間、 ま

あ結果 的 にはテポ ドンが発 射 され て しまった んです けれ ど も、発射 され る前 に、 む しろ発

射 され たほ うがい いんで はない か と、 特 に防衛庁 の官僚 なんかは思 って たん じゃないか と

思 うん ですね。 この ことに よって 自分 た ちの今 までの主 張が 認め られ るって こ とになるん

ですか らね。 同時 に、 テポ ドンに よって現実 的 に被害が 出て ない んで、逆 に私 も防衛 庁の

味 方す る わけ じゃあ りませ んが、 よか った と思 って お ります。 これ に よっ て少 な く とも、

北朝 鮮 に対 して、 あ くまで も、 日本 も太陽政 策 を取 るのか、 それ はそれ で一つ の考 えな ん

です よ。 あ くまで も太 陽政 策 を取 るとい うんな ら、そ れはそ れでい いん です。 それ でち ゃ

ん とや ってい く気 な ら。 あるい は断 固た る措 置 を取 るのか。私 は こち らのほ う を支持 しま

す けれ ど も、 それ はそれで いい とい う ことをは っ き り考 え な きゃい けな くな った とい う意

味 におい て、 テポ ドンは意 味が あ った と思 い ます け ど。

同 じよ うに、 また不 穏 な ことを言 う ようです けれ ども、オ ゥムの サ リ ン事件 とか、 あ る

いは阪神 大震 災 とか、 これ に匹敵す るよ うな大災 害が 日本 に起 きて もいい ん じゃ ないか、

と。 起 きた時 に、そ の時 に思想 を問 われ るんです ね。そ の時 に も、 なお かつ物語 だ、 少女
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だ、 消費 だ、 っ てお まえ言 って られ るか オオ ツカ1(笑)っ て い う風 に私 は思 うん です け

れ どね。

それ はつ ま り、知 識人 として の強度 、思想 の強 度 とい うこ とを私 は言 いた い。地震 が起

き ようが テ ポ ドンが 飛 んで こよ うが、 お まえ はその主 張 を言 えるのか。 結局 これ に尽 きる

わけです ね。現 実 と拮 抗 で きる ような言葉 って い うの はそ うい うこ とだ と思 うんで す。 そ

れを 自信 を持 って言 え るか どうか とい う、 日々の営み が知識 人 を知 識人 た ら しめ てい る よ

うな気が します 。

と りあ えず1時 間ほ ど喋 っ たんで、 これ でい った ん終 わ ります。 どう もあ りが と う。

(了)
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「イメー ジと しての 〈日本〉」活動彙報

若手研 究者 「イメー ジ としての 〈日本〉」ワー ク シ ョップ

・日時:9月27日(土)・9月28日(日)

・於:大 阪大学大 学 院文学研 究科(豊 中キ ャ ンパス)

9月27日(土)

○ セ ッシ ョンA:グ ローバ リズムの 中の消 費 される く日本〉

一10:00～13:00/14:00～17二 〇〇

・コー デ ィネー ター:冨 山一 郎(大 阪 大学)
、 成実 弘至(京 都造 形 芸術 大学)、 ジャ クリー

ヌ ・ベ ル ン ト(横 浜 国立大 学)、 山 中浩司(大 阪大 学)、 吉村和 真(京 都 精華 大学)

荘 中孝 之(大 阪大学 文学研 究科 比較 文学)

「遥 かな る故 郷 の山 に響 く音 一Kazuolshiguroと 川端康 成」

太 田健 二(大 阪大学 人間科 学研 究科 コ ミュニ ケー シ ョン社 会学)

「日本 の音楽 的 イメー ジ ー ジ ャパ ニメー シ ョン とテ クノ(ロ ジー)ミ ュー ジ ック」

畑 智章(大 阪大 学人 間科学研 究科 コ ミュニケ ー シ ョン社会 学)

「オ タク ・アニ メ ・村 上 隆 一 「スー パー フ ラッ ト」をめ ぐって」

川畑 薫 ・渡部留 美(神 戸大 学総合 人 間科 学研 究科)

「浴衣 にみ る 日本 的 イメー ジ:女 子 日本 人大学 生 と女子 アジア人留 学 生 との比 較調 査

か らの一考 察」

屋葺 素子(大 阪 大学 人間科学研 究科 コミュニ ケー シ ョン社会学)

「北京 にお ける 日本 のポ ピュラー音楽 」

山中千恵(大 阪 大学 人間科 学研 究科 コミュニケ ー シ ョン社会学)
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「韓 国 にお ける 「マ ンフ ァ」と 「まんが」をめ ぐる アン ビバ レンス」

○ セ ッ シ ョ ンBlポ ピ ュ ラ ー カ ル チ ャー に お け る ジ ェ ン ダ ー

一10:00～13:00/14:00～17:00

・コー デ ィ ネ ー タ ー;荻 野 美 穂(大 阪 大 学)・ 川 村 邦 光(大 阪 大 学)・ 牟 田和 恵(大 阪 大 学)

朴銀 姫(大 阪大 学文学 研究科 比 較文 学)

「ジ ェ ンダー化 され る文体一 倉橋 由美 子 の桂 子 さん シ リーズ論一 」

IessicaBauwens(大 阪大 学 人聞科学 研 究科 コ ミュニ ケー シ ョン社会 学)

「欧 米の ヤ オイの人気 」

崔殷 景(大 阪大 学文学研 究科 比 較文 学)

「思 想 と して の身体 一 三 島由紀 夫の戯 曲 を手掛 か りとして」

吉澤 弥生(大 阪 大学 人間科 学研究 科 コ ミュニ ケー シ ョン社 会学)

「「る き さん』と 『ハ ルチ ン』 一 消費社 会 と日常」

水 野 麗(名 古屋 大学人 間情 報研究 科)

「〈ゴ シ ック ・ロ リー タ〉コミュニ テ ィにお け るセル フ ・アイデ ンテ ィテ ィ」

9月28日(日)

○ セ ッ シ ョ ンC:〈 日本 〉自画 像 の メ デ ィア ・ポ リ テ ィ ク ス

ー10:00～13:00/14:00～16:30

・コー デ ィ ネ ー タ ー:阿 部 潔(関 西 学 院 大 学)・ 冨 山 一 郎(大 阪 大 学)

寺 内伸 介(大 阪大 学文 学研 究 科 比 較文 学)

「サ ブ カルチ ャー と 「日本」一 谷 崎潤一 郎の 映画論 を中心 に」

大 橋庸 子(大 阪市 立大学 人 問行動学 専攻)

「観光 イ ンバ ウ ン ド政 策が描 く日本 イメー ジの変遷一 観 光資源 の歴 史的 蓄積 につい て」

有 田亘(大 阪大学 人 間科 学研 究科 コ ミュニ ケー シ ョン社 会学)

「イメー ジ と しての名作 アニ メ」

表智之(大 阪大学 文学研 究科 日本 学)

「〈おた く〉とい う自意 識 ・〈日本 〉とい う自画 像」
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前 田雅 司(大 阪大学 人間科 学研 究科 コ ミュニ ケー シ ョン社 会学)

「日本 のサ ブ ・カルチ ャー を取 り巻 く物語 性」

○ セ ッシ ョンD:生 活 文化 と身体感 覚

一10:00～ ユ3:00

・コーデ ィネー ター:荻 野美穂(大 阪大学) 、川村 邦 光(大 阪大 学)

i魏仙 芳(大 阪大 学文学研 究科 日本 学)

「現代 日本 におけ る喫茶 をめ ぐる一考 察 一 茶飲料 を中心 と して一 」

西村 久美子(大 阪大学 人 間科 学研 究科 コ ミュニ ケー シ ョン社会 学)

「スポ ー ツ文化 の越境 と 日本 の生涯 スポー ッ」

伊藤遊(大 阪大 学文学研 究科 日本 学)

「考現学 の経験 」

○ セ ッ シ ョ ンE:モ ダ ニ ズ ム と ナ シ ョナ リ ズ ム

ー10:00～13;00

・コ ー デ ィ ネ ー タ ー:中 村 生 雄(大 阪 大 学) 、 杉 原 達(大 阪 大 学)

池 田淑子(大 阪 大学言語 文化研 究科)

「他者 の表象 と 日本人 の 自己 イメ ー ジ ー プロパ ガ ンダ映画 『あの 旗 を撃 て』と 『桃 太

郎 ・海 の神兵』」

黒 田佑 輝(大 阪 大学人 間科学研 究科 コ ミュニケ ー シ ョン社 会学)

「1920年 代 を中心 とした グラフ雑誌 にお ける皇 族 イメー ジの特徴 」

三好琢(神 戸大 学総合 人 間科 学研究 科)

「山口誓 子の戦 前 と戦後天 狼の根 源俳 句」

○ セ ッシ ョンF:メ デ ィァ ・産業 ・文化

一14:00～17:00

・コーデ ィネー ター:石 田佐恵 子(大 阪市 立大学) 、 岡田朋之(関 西 大学)

ピヤ ・ポ ンサ ピ タティ ックサ ンテ ィ(大 阪大学 人 問科 学研 究科 コ ミュニ ケー シ ョン社
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会 学)

「広告 戦略 文化 的 差一 日本 とタイのテ レビ広告 の比較 」

国枝 有実 子(大 阪大学 人 間科 学研 究科 臨床 教育 学)

「経済 活動 と結 びつい た 〈感動 〉に支 配 され る 日本」

米 田幸弘(大 阪大学 人 間科 学研 究科 コ ミュニ ケー シ ョン社 会学)

「音 楽 産業 にお ける フ レキ シビ リテ ィ、 イ ノベ ー シ ョン、 トランス カルチ ャー」

○ セ ッ シ ョ ンG:文 化 と(ポ ス ト)コ ロ ニ ア ル ア ジ ァ

ー14:00～17:00

・コ ー デ ィ ネ ー ター=崎 山 政 毅(立 命 館 大 学) 、 水 嶋 一 憲(大 阪 産 業 大 学)

柳沼典子(大 阪大学文学研究科 日本学)

「中国オルタナティヴ(同 時代)文 学に表象される「日本」イメージ」

金華榮(大 阪大学文学研究科 比較文学)

「近代と女性一羅恵錫と平塚らいてうとの比較を中心に」

花森重行(大 阪大学文学研究科 日本学)

「戦後のアジア認識と植民地 ・外地体験の変容一梅棹忠夫と堀田善衛をめぐって一」

研 究 ワー クシ ョ ップ

第1回(兼2003年 度第1回 日本学 方法 論の会)

「それぞ れ のマ ンガ体験 、そ れぞ れの語 りの位置 一 マ ンガの語 り方 ・国際比 較研究 一」

・日時:2003年5月26日(月)13:00～17:00

・於:グ ラ ンキ ューブ大 阪(大 阪 国際会議 場)

・コーデ ィネー ター:ジ ャク リー ヌ ・ベ ル ン ト(ド イ ッ/横 浜 国立大学 助教授)

・パ ネ ラー:ロ ジ ャー ・サ ビン(イ ギ リス/マ ンガ作 家 ・セ ン トマ ーチ ン ・アー ト ・デザ

イ ン ・カ レッジ講 師)、 イ ェ ンス ・バル ッ ァー(ド イツ/ジ ャーナ リス ト)、マ ル ク ・ベ

ル ナベ(ス ペ イ ン[カ タル ーニ ャ]/翻 訳 家)、 ジ ュ リア ン ・バス テ ィー ド(フ ラ ンス/

ジャーナ リス ト・コ ミック評 論家)、 吉村 和真(京 都 精華 大学研 究員 マ ンガ学 会理事)、

伊藤遊(大 阪大学 大学 院文学研 究科 博士 後期 課程COEプ ロジェ ク トRA)

・司会:表 智 之(大 阪大 学大学 院文 学研 究科COEプ ロジェ ク ト研 究 員)
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第2回

「占領地 にお け る 日本軍 のイ メー ジ形 成 とプ ロパ ガ ンダ」

・日時:2003年7月6日(日)14:00～17:00

・於:待 兼 山会 館会 議室(大 阪大 学豊 中 キ ャンパ ス)

・講師1倉 沢愛 子(慶 應義 塾大学 教授)

・コメ ンテー ター:川 越道 子(大 阪大学 大学 院文学 研究科 博士 後期 課程) 、 山中千恵(大 阪

大 学大 学院 人 間科 学研 究科博 士後期 課程COEプ ロ ジェク トRA)、 真鍋 昌賢(大 阪大学

大 学 院文学研 究科助 手)

・司会:杉 原達(大 阪大学大 学 院文学研 究科 教授)

第3回

「創造 性 の管理 と文化 の政治 学」

・日時:2003年10月29日(水)15100～18:00

・於:待 兼山会館 会議 室(大 阪大 学豊 中キ ャ ンパ ス)

・講 師:山 田奨 治(国 際 日本 文化研 究 セ ンター助教 授)

・コ メンテー ター:伊 藤遊(大 阪大学大 学 院文学研 究科博 士後 期課 程COEプ ロ ジェク ト

RA)、 米 田幸 弘(大 阪 大学大 学院 人間科 学研 究科 博 士後期 課程)

・司会:真 鍋 昌賢(大 阪大学 大学 院文学 研究科 助手)

研究 部会

第1研 究 部会:日 本 イ メー ジ研究 会

第1回1月17日(金)

・報 告者:表 智 之(文 学研究 科 日本学COEプ ロジェ ク ト研 究 員)

・テキス ト:上 野俊哉 「ジ ャパ ノイ ド ・オ ー トマ トン」、 毛利嘉 孝 「ジ ャパ ニ メー シ ョンと

ジ ャパ ナイ ゼー シ ョン」『ユ リイカ』28-9(青 土社1996)

第2回1月30日(木)

・報 告者:伊 藤遊(文 学 研究科 日本 学COEプ ロ ジェ ク トRA)

・テキス ト:岩 渕功一 『トラ ンス ナ シ ョナル ・ジ ャパ ン』(岩波書 店2001)
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第3回2月28日(木)

・テ キス ト:姜 尚中 ・吉 見俊 哉 『グローバ ル化 の遠近 法 一新 しい公 共 空間 を求め て』(岩波

書店2001)

第4回3月13日(木)

・報告 者:小 浜雅 史(人 聞科学 研究科 社会 学理 論 研 究生)

・テ キス ト:大 久 保喬樹 「見 いだ された 「日本」』(平凡社2001)

第5回4月3日(木)

・報 告 者:伊 藤遊(文 学研 究科 日本 学 院生COEプ ロジ ェ ク トRA) 、表 智之(文 学 研 究

科 日本 学COEプ ロジェ ク ト研 究 員)

・テ キス ト:ポ ー ル ・ドゥ ・ゲイ他 『実践 カ ルチュ ラルス タデ ィーズ』(大修館 書店2000)

第6回4月23日(水)

・報告 者:畑 中小 百合(文 学研 究科 日本学 院生)

・テ キス ト:ポ ー ル ・ドゥ ・ゲイ他 『実践 カ ルチュ ラルス タデ ィーズ』(大修館 書店2000)

第7回5月12日(月)

・報 告 者:太 田健 二(人 間科学研 究科 コ ミュニ ケー シ ョン社 会学 院生)

・テ キス ト:フ レデ リ ック ・シ ョッ ト 『ニ ッポ ンマ ンガ論』(マール社1996)

第8回5月13日(火)

・報告 者:柳 沼典子(文 学研 究 科 日本学 院生)

・テ キス ト1「特集 中 国幻想 綺譚」「ユ リイ カ』35-1(青 土社2003)

第2研 究 部会:ポ ピュ ラ リテ ィーの歴 史 ・社会 学研究 会

第1回3月14日(金)

・報 告者:真 鍋 昌賢(文 学研 究科 日本 学 助 手)

・テ キス ト:佐 藤健 二 「社 会学 にお ける歴 史性 の構 築 」『歴 史社会学 の作 法 一戦 後社 会科学

批 判』(岩波書 店2001)

1躍聽織箋鵜 蕚播黙麁鎚詮絶$嚢器 孥㌶隸 幽磯i㌔囀i奪$蒙難銹一2嚢撚



第2回4月28日(月)

・報 告者:山 口優 子(文 学 部 日本 学 学 部生)

・テ キス ト:佐 藤健二 厂作 品 と しての 『明治大 正 史世相篇』」同上書所 収

第3回5月21日(水)

・報 告者:畑 中小 百合(文 学研 究科 日本 学 院生)

・テキス ト 藤 井 隆至 「柳 田民俗 学 の政 治経 済学 一 現代 民俗 学へ の要望 」(『国立歴 史 民族

博 物館研 究報 告』第27集1990)他

第4回6月4日(水)

・報 告者1澤 田正 太郎(文 学研 究科 日本 学 院生)

・テキス ト:佐 藤 健二 「民俗 学 と郷土 の思想 」(『岩波 講座近 代 日本 の文 化史』第5巻 岩波

書 店2002)他

第5回6月25日(水)

・報 告者:黒 田佑 輝(人 間科 学研 究科 コ ミュニケ ー シ ョン社会学 院生)

・テキス ト:色 川大吉 『昭和 史世 相篇』(小学館 ライブ ラ リー1994)

第6回7月9日(水)

・報 告者:橋 本 真佐子(文 学 部 日本学 学部 生)

・テ キス ト:佐 藤 健二 厂もうひ とつの 『明 治事 物起 原』」『歴 史社 会学 の作 法 一 戦後社 会科

学 批判(岩 波 書店2001)

第3研 究 部会:ワ ーク シ ョップ対 策集 中研究 会

第1回4月15日(火)

・報 告者:山 中千恵(人 間科 学研 究科 コ ミュニ ケー シ ョン社会 学 院生COEプ ロジェ ク

トRA)

・テキス ト:ジ ャク リー ヌ ・ベ ル ン ト 『マ ンガの国 ニ ッポ ンー ニ ッポ ンの大 衆文化 ・視 覚

文化 の可 能性』(花伝 社1994)

熱 ・麟 とし・・締
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第2回5月6日(火)

・報 告者:陳 家 彦(文 学研究 科 日本学 院生)

・通 訳:魏 仙芳(文 学研 究科 日本 学 院生)

第3回5月20日(火)「 日本マ ンガの 海外消 費事情 」

・報 告者:伊 藤靖 子(文 学 部 日本学 学 部生)
、藤 本裕 子(文 学 部 日本学 研 究生)、 吉 田

雄 介(文 学部 日本学 学 部生)

・テキス ト:夏 目房之 介 『マ ンガ 世界 戦 略 カモ ネギ化す るか マ ンガ産業』(小学館2001)

他

第4回6月17日(火)「 マ ンガ研 究 ワー クシ ョップ ・成 果検討 会」

・報 告者:伊 藤 遊(文 学研 究科 日本学 院生COEプ ロジ ェク トRA) 、 表智 之(文 学研 究

科 日本学 院生COEプ ロ ジェク ト研 究員)

第5回6月24日(火)

・報告 者:真 鍋 昌賢(文 学研 究科 日本学 助手)

・テ キス ト:倉 沢愛 子 「宣撫工 作」『日本 占領下 の ジ ャワ農村 の 変容』(草思社1992)

・報告者:川 越道子(文 学研究科 日本学 院生)

・テ キス ト:倉 沢 愛子 「日本 占領 下 の イン ドネシア」「岩波 講座東 南 ア ジア史8国 民 国家

形成 の時代』(岩波書 店2002)

第6回7月1日(火)

・報告者:花 森 重行(文 学研 究科 日本 学 院生)

・テ キス ト:倉 沢愛 子 「オ ラ ンダ支 配 か ら日本軍政 の 開始 まで」『日本 占領下 の ジャ ワ農村

の変容 』(草思社1992)

・報告者:柳 沼典子(文 学研 究科 日本 学 院生)

・テ キス ト:倉 沢愛 子 「学校教 育 の充実」同書所 収

第7回10月7日(火)

・報告者:水 津 拓海(文 学部 日本学 学部 生)
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・テ キス ト:「 日本文 化 と再創主 義の すす め」『日本 文化 の模倣 と創造』(角川書店2002)

第8回10月21日(火)

・報 告者:表 智 之(文 学研究 科 日本学COE研 究員)

・テキス ト:山 田奨治 「著作 権 は何 を守 って い るのか 一 著作権 制度 の光 と影」「日本文 化の

模 倣 と創 造』(角川書 店2002)

・報 告者:伊 藤 遊(文 学研究 科 日本学 院生COEプ ロジ ェク トRA)

・テキス ト:山 田奨治 「複製 の位相 」『季刊d/SIGN』4(太 田出版2003)

第9回10月24日(金)「 コメ ンテ ー ター プ レ発 表会」

・報 告者:伊 藤遊(文 学 研究 科 日本学 院生COEプ ロジェ ク トRA) 、 米 田幸弘(人 間科

学 研究科 コ ミュニ ケー シ ョン社 会学 院生)

・参 考文献:山 田奨治 『模倣 と創 造 のダイナ ミズ ム』(勉誠 出版2003)

21世 紀COE関 連授 業

コ ミュニケー シ ョン社 会学演 習1・2「 グ ローバ リゼー シ ョンの中の ポ ピュラー カルチ ャー」

(博士前 期 ・後 期課 程)、 日本学 研究 方法論 演習 「日本研 究 の現状 と問題点 」「日本研 究 の可

能性 」(博士前期 課程)、 日本学研 究方 法論特殊 演 習 厂日本研 究 の展 開」(博士後期 課程)

2003年 度 日本学 方法 論の会

第1回2003年5月26日(月)(担 当:冨 山一郎 ・真鍋 昌賢)

「それぞ れの マ ンガ体 験 、そ れぞれ の語 りの位 置 一 マ ンガの語 り方 ・国際 比較研 究一 」(詳

細前 述)

第2回2003年9月20日(土)(担 当:中 村 生雄)

「〈古 代〉の表象 」

・報 告者1品 田悦 一(聖 心女 子大 学)「民族 の声 ・文学 の あ けぼの」、三 浦佑 之(千 葉大 学)

「『古事 記』と巌谷 小波 」、大 山誠一(中 部 大学)「『日本 書紀』と聖徳 太子 」

・コメン ト:中 村 生雄 、花 森重行(文 学研 究科 日本 学 院生)

奪 ・・一灘 ・の購1
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第3回2003年12月20日(土)(担 当:川 村邦 光)

「「引 き揚 げ」を め ぐる言 説 と力学」

・報 告者:成 田龍 一(日 本女 子大学)「「引 き揚 げ」をめ ぐる言説 と力 学」

・コメ ン ト:川 村邦 光 、伊藤遊(文 学研 究科 日本学 院生)、 植 野真澄(文 学研 究科 日本 学

院生)

運 営 会 議

・第1回2003年2月23日(日)

・第2回2003年4月23日(水)

・第3回2003年6月ll日(水)

・第4回2003年8月26日(火)

・第5回2004年2月28日(土)

於

於

於

於

於

京大会館

大阪大学大学院文学研究科日本学B教 室

大阪大学大学院文学研究科日本学B教 室

大阪大学大学院文学研究科日本学B教 室

京大会館

●樋 ●●

国 際 シ ン ポ ジ ウ ム

ImagingIapan:ASymposium

※IapaneseStudiesCentre,MonashUniversityな ど と の 共 催

日 時:3月4日(金)・5日(土)

於IlapaneseStudiesCentre(MQnashUniversity[オ ー ス ト ラ リ ア])

3月4日(金)

OSession1"BackgroundfbrUnderstandingPopularCultureinIapaバ

ー10:00～11:00

Chair:AlisonTokita(MonashUniversity)

ItoKimio(OsakaUniversity)

S8κ 呶1砂 ・η4W・Zθ ηc痂 ∫卿 ηε5θP・卿 βrCμ 伽6;F伽5加goηB・ ヅ5C読 μrθ

ManabeMasayoshi(OsakaUniversity)

恥Dθc伽 θφRo蜘 たガ19605'α5α5馨 噸coη ゆo加 巨 η伽 海∫'oぴ ⑳ ψ ぬr`褫 μアθ加 抑on
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OSession2"MangaPerfbrmanceWorkshopbySatoMaki:PerfbrmanceandArticulationof

Manga=theGrammarofManga"

一ll:30～13100

Commentarγ:KinsuiSatoshiandYbshimuraKazuma

KinsuiSatoshi(OsakaUniversaity)

肋 ㎎ μ解 加 ω 漉 仰o綴 γ1ゆ ση85εM硼9θ

YbshimuraKazuma(1(アotoSeikaUniversity)

励B吻 加C・ η'θ仰 ・解 切 吻 ηθ5β觚 ・卿

SatoMaki(Mangaartist/K夕otoSeikaUnivαsity)

.

MangaPerR)rmance

OSession3"TheGlobalConstructionandConsumptionofIapan"

一14:00～15:30

Chair;AudreyYhe(UniversityofMe夏bourne)

CraigNorris(MonashUniversity)

耽 跏 噸 ηθ4楠r1ゴ5げ 勘5翩'α'5Mα 卿 加5

10shuaSarcewicz(EastStroudsburgUniversitγ[USA])

雅 ε0亡 畝 μS曲cμ 伽rθ 加A1ηeγ``α

LerissaHjorth(RMITUniversityandUniversityofMelbourne)

MOわ'1・P海 ・… 媚Dゴ ・・∬歪卿 飾 ゆ ・・磁 ・ゾ抑 燃 ・`C班 ・C珈 ア～ 置働 ・A・歪・一P噸 ・

OSession4ResponsestomangacultureinAustralia:translationandd(脚sh圭:Mangatranslation

workshopandDojinshiworkshop

-16:00～17:30

IamesRampart(MonashUniversity)

肋 擁 祕 纏 ・π如 褫 肋 廊 ゆCoκ αμ

KennyChan(MonashUniversity)
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.M翩go勿Sま η9如orθψ 翫 御∫1γN勿σM㎎'o

QueenyChan

A49μ1㎎Mσ η9α=Froη2H∂ ㎎Kbη9'oA〃Zεr'Cα

PlenaryFeedbackSessionontheT士anslationWorkshopFormat:AnInvitationfbrConstructiveSug-

gestlons

Chair:Alison丑)kita

3月5日(土)

OSession5"Workshop/Installation:<lapan>asImage"

一9:30～ll=00

0moteTbmoyuki(OsakaUniversity)

E産ρoπ ∫㎎`orθ 塑or'θ の0孟 αたμ

ItoYU(OsakaUniversity)

E雀 ρoπ θd婢)oη 一〇η抑 βη'5cμ1伽 鯢1ρ01f【フ

YamanakaChie(OsakaUniversity)

Cεη〃αZlzε4<POP-lapan>'

TessicaBauwens(OsakaUniversity)

αrr5Pρ ρ㍑Zαrcμ1伽rego∫ η9∫防owηw4γ ∫:τ加4換5'oη(ゾ μ ραηε5θσ碗εoη4翫of

RenatoRivera(OsakaUniversity)

仰 αηθ5θθηf〃1εわθ(:0η露㎎ 〃10加5〃 θ0〃1-or歪 ∫覚 ～

Installation:OmoteTbmoyuki,ItoYU,YamanakaChie,IessicaBauwens,RenatoRiveraandNishida

YUko(OsakaUniversity),ShimizuRγosuke(OsakaUniversity),KubotaMio(Osaka卩niversity)

Pa「allelSessions6&7

_11:00～13:00

0Session6MangaCulture,IapaneseArtandCinema
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Chair:EiichiTbsaki(MonashUniversity)

EiichiTosaki

伽 璽 勿'㎎ α 一wψ=Gり'ψK勿 σ腕たμ,Mσ ㎎ θ砌4μ ρ伽 ε5εCo班 θ即o期 厂γA貧

RioOtomo(UniversityofMelbourne)

腋 θHb㎎Kb㎎Co翩 θc亡'oη∫楠 ηgK召r一 陥 丞2046α η4仰 餌 θ5εα5飾 εLθ ㎎ μ解(ゾDθ5f紹

KatyStevens(LaT士obeUniversity)

1診σぬηαμrσlVlolε ηcε加Chσ たz45hゴη6露アf

OSessions7Newdirectionsincross-culturalresearchonpopularculture

ChairlAlisonTbkita(MonashUniversity)

AlisonTbkita

Fμアμη050η 厩σご海0餌 きηθW舳 解(ゾKbr毋

RossMouerandCraigNorris(MonashUniversity)

K加wゴ ㎎ 掴ρ翩 皿70μ 妙 肋 ¢9θβη4Rθ α1勿:ARθ α4歪㎎(ゾPε'θ γCα 解γきWナo㎎ ¢わo厩 形 ρ仞

PeterEckersall(UniversityofMelbourne)

:111θ跏Pαo∫(ゾCμ 勧 π;1PoZ歪(ツoη'1zεAγ 砌`Gα 細1θ;刀3θEη4(ゾAη9麗 γαεγ5'θ御 ～

OSession8`AlternativeImaginingsinIapanesepopularculture"

一14:00～15:30

Chair:IonHo99

MarkMcLelland(UniversityofQueensland)

AShoκH∫5fo厂 γ(ゾ 翫 配αf'

DeanChan(EdithCowanUniversity)

乃η㎎'㎎iA∫ 歪〆 歪ημρσηθεβV鰄 θ0解 〃Zθ5

KirstyBoyle(Artist/independentscholar)

Roわof`μZ'Z〃2

曝 イメ艢 と認 の`齢 〉
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OSession9RoundtableDiscussion:"IssuesfbrFutureResearch"

一16:00～17:15

Chair:YbshimuraKazuma,ItoKimio,KinsuiSatoshi,AlisonTokita,CraigNorris,RossMouer

若 手 研 究 者 交 流 「イ メ ー ジ と して の 〈日本 〉ワ ー ク シ ョ ップ 」

・日 時:9月25日(土) 、26日(日)

・於:大 阪 大 学 中 之 島 セ ン ター

9月25日(土)

○ セ ッ シ ョ ンAグ ロ ー バ リズ ム の 中 の 消 費 され る 〈日本 〉

一12:00～14;30

・司 会:伊 藤 公 雄

・コ メ ン テ ー タ ー:冨 山 一 郎(大 阪 大 学)、 山 中 千 恵(大 阪 大 学) 、 伊 藤 遊(大 阪 大 学)

CraigNorris(Monash大 学)

「マ ン ガ 体 験 と エ ス ニ ッ ク ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー ア ジ ア 系 オ ー ス トラ リ ア 人 の 事 例 か

ら」

大 橋 庸 子(大 阪 市 立 大 学)

「〈観 光 日本 〉イ メ ー ジの 生 産 一 観 光 政 策 審 議 会 に お け る 語 りか ら」

李 婉 寧(大 阪 大 学)

「合 理 化 の 世 界 的 潮 流 一 コ ン ビ ニ の 日中 比 較 を事 例 と して 」

○ セ ッシ ョ ンB差 異 と差 別 の マ ン ガ 学

一15=00～16:00

・司 会:冨 山 一 郎(大 阪 大 学)

・コ メ ン テ ー タ ー:伊 藤 公 雄(大 阪 大 学) 、 杉 原 達(大 阪 大 学)

吉 村 和 真(京 都 精 華 大 学)、 田 中聡(立 命 館 大 学)、 表 智 之(大 阪 大 学)

「差 別 と 向 き合 うマ ン ガ た ち 」

表 智 之(大 阪 大 学)

1遡粕r穏磁 霾廴轟漁纏i霞窮臨稗貨鈴鯉薇 爽翻 癬:ie$舖 毒愚2鱒6



厂差別 論の新 た な場 と して のマ ンガ」

9月26日(日)

○ セ ッシ ョンCジ ェ ンダー、 セ クシ ュア リティ、 ポ ピュラー カルチ ャー

一10:00～12:00

・司 会:牟 田和恵(大 阪大学)

・コメ ンテー ター:川 村 邦光(大 阪大学) 、東 園子(大 阪大 学)、 堀江有 里(大 阪大 学)

MarkMcLelland(Queensland大 学)

「変態 的貿易:や お い美学 の 国際化 一 比較 文化 的観点 か らの考察」

IessicaBauwens(大 阪大 学)

「性 差別 に抵抗 す る意外 な社会 運動:や お い とス ラッシ ュ」

○セ ッシ ョンD文 化研 究 の困難

一14:00～16;30

・司会:冨 山一郎

・コメ ンテー ター:石 田佐恵 子(大 阪市 立大学) 、 山中浩司(大 阪大学)

北 出真紀 江(大 阪大 学/ラ ジオパ ー ソナ リテ イ)

「メデ ィア研 究 とメデ ィア現場 の狭 間で」

古 川岳志(大 阪大学)

「イ メー ジと して の現代文 化研 究」

研 究 ワー ク シ ョップ

第4回 「資料 と しての ポ ピュ ラーカル チ ャー」

・日時:7月30日(金)

・於:待 兼 山会館 会議場

・講 師:金 水 敏

・コメ ンテー ター:東 園子(大 阪大 学)、池 田淑 子(大 阪大学)

・司会:表 智之
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第5回 「メデ ィア文化の 国境 の超 え方」

※ 当COE「 トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ」プ ロジ ェ ク ト「トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研 究 セ ミ

ナー」との共 催

・日時:12月3日(金)

・於:ユ メ ンヌ ホール

・講 師:岩 渕功一

・コメ ンテ ー ター:屋 葺素 子(大 阪 大学) 、椿原 敦子(大 阪大 学)

・司会:加 藤 敦典(大 阪 大学)

硫究 部会

第1研 究部会 ・日本 イ メー ジ研 究会

第1回4月27日(火)

・報告者:吉 田雄介(大 阪大学)

・テ キス ト:清 谷信 一 「LeOTAKU一 フ ラ ンスお た く事情』(KKベ ス トセ ラーズ、1998)他

第2回 研 究部 会:ワ ー クシ ョップ対 策集 中研 究 会

第1回6月29日(火)

・報 告者:伊 藤 遊(大 阪大学) 、 表智 之(大 阪大 学)、 山中千 恵(大 阪大 学)、TessicaBawens

(大阪大 学)

・テキス ト:金 水 敏 『ヴァーチ ャル 日本 語 役 割語 の謎』(岩波 書店 、2003)

第2回7月6日(火)

・報 告者:東 園子(大 阪大 学)、池 田淑 子(大 阪大 学)

第3回7月27日(火)

・報 告者:東 園子(大 阪大学) 、 池田淑 子(大 阪大学)

第4回Il月1日(月)

・報 告者:椿 原敦 子(大 阪大 学) 、来 田淳(大 阪大学)

・テキス ト:岩 渕功一 「トラ ンス ナ シ ョナ ル ・ジャパ ン』(岩波 書店 、2001)

1翻 鯨 無{燈 謎 膨 轟斑 ミi萼i¢s韓鱈 辭㌶ 邸難 姦く窪i》i≧i襲$窯倉拳毒・第奪毳窪



第5回ll月9日(火)

・報 告者:松 川恭 子(大 阪大 学)、 魏 仙芳(大 阪大学)

・テキス ト:岩 渕功一 『トラ ンス ナ シ ョナル ・ジ ャパ ン』(岩波書 店、2001)

第6回11月16日(火)

・報告者:屋 葺素子(大 阪大学) 、椿 原敦子(大 阪大学)

・テ キス ト:岩 渕功 一編 著 『グ ローバ ル ・プ リズ ム』(平凡社 、2005)

第7回11月30日(火)

・報告者:屋 葺素子(大 阪大学) 、椿 原敦 子(大 阪大学)

●● ●●●

若 手 研 究 者 「イ メ ー ジ と して の 〈日本 〉」ワ ー ク シ ョ ップ

・日時:2005年6月25日(土)・26日(日)

・於:大 阪 大 学 中 之 島 セ ン タ ー

6月25日(土)

○ セ ッシ ョ ンAジ ェ ン ダ ー 、 セ ク シ ュ ア リテ ィ 、 ポ ピ ュ ラ ー カ ル チ ャ ー

一12:00～13:30

・司 会:牟 田和 恵(大 阪 大 学)

・コ メ ン テ ー タ ー:マ ッ ト ・ソ ー ン(京 都 精 華 大 学) 、 川 村 邦 光(大 阪 大 学)

菅 沼 勝 彦(TheUniversityofMelbourne)

「バ イ ナ リズ ム の 狭 間 で:消 化 され ゆ く 「日本 同 性 愛 文 化 」表 象 へ の 一 考 察 」

坂 井 は ま な(大 阪 大 学)

「海 外BDSM界 に お け る 〈日本 〉イ メ ー ジ に つ い て 」

○ セ ッシ ョンBポ ピ ュ ラ ー カ ル チ ャ ー と く日本 〉イ メ ー ジ

,一14:00～15:30

・司 会:金 水 敏(大 阪 大 学)
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・コメ ンテー ター:石 田佐 恵子(大 阪市 立 大学) 、 吉村 和真(京 都精 華 大学)、 表智 之(京

都精 華大 学)

依 田 恵 美(大 阪 大 学)

「外 国 人 ら し さ を担 う役 割 語 」

RenatoRiveraRusca(京 都 大 学)

「MainstreamAcceptanceoflapaneseAnimationintheW6st..Orisit～ 」

6月26日(日)

○ セ ッシ ョンC〈 プ レゼ ンテー シ ョン〉の デザ イ ン

ー10:00～12:00

・司会:伊 藤公 雄(京 都 大学)

・コメ ンテ ー ター:石 田佐 恵子(大 阪市 大学) 、 岡 田朋 之(関 西 大学)、 山 中浩司(大 阪大

学)

西 田優 子(大 阪大学COEメ デ イアラボ)、 久保 田美生(大 阪大学COEメ デ ィア ラボ)、 清

水 良介(大 阪大学CSCD)

「3m×3m=9m2+参 加 型 ドローイ ングの報 告」

表 智之(京 都精 華大 学)、 伊藤 遊(大 阪大学)、 山中千 恵(大 阪大 学)、IessicaBauwens(大

阪 大学)、RenatoRiveraRusca(京 都 大学)

「越 境す るポ ップカル チ ャー、 奪用 され る 〈日本〉」

○ セ ッ シ ョ ンDイ メ ー ジ と し て の く日本 〉を め ぐる ポ リテ ィ ク ス

ー13:00～15:30

・司 会:冨 山 一 郎(大 阪 大 学)

・コ メ ン テ ー タ ー:阿 部 潔(関 西 学 院 大 学) 、 マ ッ ト ・ソ ー ン(京 都 精 華 大)

福 間良明(香 川 大学)

「「反 戦 」に映 る 自己像 一 「きけ わだ つ み の こ え」の 読 み の変 容 と戦 後 の ナ シ ョナ リ

テ ィー 」

萋竃羅籀蝋 猿羅撚趣i誓饅誤飛聡e罷享・瀚 典慣ξ》繕郡?鯲 ～き・「2¢(嬢



梁仁實(京 都 大学)

「厂他 者」表 象 の可能性 と限界 一 『日本 人的1少 女』を読 む」

AlwynSpies(TheUniversityofBritishColu皿bia)

「イメー ジ と しての 〈日本〉と家父 長制 の投射 」

一瀬 陽子(大 阪大学)

「〈ニホ ン〉 津 田左右 吉 が想像 した共 同体 」

○ セ ッシ ョンE総 括:ポ ップ カルチ ャー研 究 とこれか らの大 学

一16:00～17:00

・座 談会:伊 藤 公雄(京 都大 学) 、吉村和 真(京 都精 華大 学)、金水敏(大 阪大学)、川村 邦光

(大阪大 学)

・司会:表 智之(京 都 精華大 学)

7月8日(土)

「イメー ジ と しての 〈日本〉」研 究 プ ロジ ェク ト主催 公 開講 演会

・テーマ:「 ポ ピュラー カルチ ャー研究 の課題 と可 能性」

・講師:呉 智英(評 論 家、 日本 マ ンガ学 会会 長)

・司会:古 川岳 志(大 阪大学 ほか非常勤 講師)

・於:大 阪大学 文学部41教 室

・時 問:15:00～17=00

9月9日(土)

「イメー ジ としての 〈日本〉」研 究 プ ロジェ ク ト主催研 究者 交流 ワー ク シ ョップ

・テーマ:ポ ピュ ラー ・カルチ ャー研究 の ゆ くえ～ 「イメー ジ と しての 〈日本〉」の研究 プ

ジェ ク トか ら見 え て きた課題 をふ まえて

・於:大 阪 大学文 学部 第一会議 室(文 学研 究科 本館2階)

・時 間:13:00～17=00(第1部13:00～14:30第2部15:00～16:30)

輪 伊 ・・鵬 く醐
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第1部 〈カル チ ャー 〉再考 ～運動 と しての文 化/研 究

・パ ネ リス ト:吉 澤 弥生(NPOrecip地 域文 化 に関す る情報 とプロ ジェク ト)、櫻 田和 也

(NPOremo記 録 と表現 とメデ ィアのた めの組織)

・司 会:古 川岳志(当 プ ロジ ェク ト ・ス タッフ)

第2部 ポ ピュラー ・カルチ ャー研 究 の展望

・パ ネ リス ト:南 田勝 也(神 戸 山手 大 ・ポ ピュ ラー音 楽学 会) 、粟谷佳 司(同 志社 大 院 ・ポ

ピュ ラー音楽学 会)、 吉村和 真(京 都 精華大 ・日本マ ンガ学会)、 伊 藤公雄(京 都 大)、 冨

山一 郎(大 阪大)、 金水 敏(大 阪 大)

・司会:古 川岳志(当 プ ロジェ ク ト ・ス タッフ)

10月15日(日)

国際 シ ンポ ジ ウム 「イ ンタ ー フ ェイス の人 文 学 」第4セ ッシ ョン 「イ メー ジ として の 〈日

本〉」ポ ピュ ラー カル チ ャー研 究 の地 平 を越 えて

・於:大 阪大 学 中 ノ島 セ ンター

第1部 映像 で振 り返 る 「イメー ジ としての 〈日本〉」班の 活動

・担 当1山 中千 恵(大 阪 大学 人間科学研 究 科助 手)、伊 藤遊(京 都 国際 マ ンガ ミュー ジアム

研 究 員)

第2部 「世界 に広 が る 〈日本 〉イ メー ジ」

・担 当:表 智 之(京 都精 華大学研 究 員)

第3部 ミニ ワー ク シ ョップ 「イ メー ジと して の く日本 〉の これ か ら」

・担 当 .伊 藤公 雄(京 都 大学文 学研 究科教 授)、金 水敏(大 阪大学 文学研 究科教 授)、冨 山一

郎(大 阪大 学文 学研 究 科教授)、 吉村 和真(京 都 精 華大学 マ ンガ学部 助教授)、 ジ ェ

シカ ・バ ウエ ンス(京 都 精華 大学 講師)

264 幽を禦麺軅}餓 軌無激1嬾 炎郵藤r繍A儒i》i重i飆20疆 ゼ奪導参
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2002-2003年 度 報 告書 「イ メー ジ と して の く日本 〉」

日本 文 学一 翻 訳 の可 能性

目次

007は じめ に1伊 井 春 樹

00921世 紀COE「 イ ン ター フ ェ イ ス の 人 文 学 」 日本 文 学 国 際 研 究 集 会 「日本 文 学 の

魅 力/翻 訳 の 可 能 性 」概 要 報 告

013シ ンポ ジウ ム 日本 文 学 の魅 カー 留 学 生 に と っ て の 日本 文 学 研 究

014パ ネ ラ ー ・司 会 紹 介

015シ ンポ ジウ ム 日本 文 学 の魅 カー 留 学 生 に と っ て の 日本 文 学 研 究 一[海 野圭 介

019古 典 文 学 が 今 日持 つ 意 味1タ ケ シ ・ワ タ ナ ベ

023台 湾 に お け る 日本 文 学 研 究 の現 状 に つ い て1廖 秀 娟

029タ イ に お け る 日本 文 学 一 そ の 回 路 一1マ ッ タナ ー ・チ ャ トゥラセ ンパ イ ロー ト

033古 典 文 学 と翻 訳1テ レサ ・マ ル テ ィ ネ ス ・フ ェ ル ナ ンデ ス

038カ ジ ュ ァ ル ・ソー セ ー ジ 、 コー ンぬ き[ジ ャ ッ ク ・ス トー ンマ ン

043柳 宗 悦 の挑 戦 芸 術 論 一 韓 国 人 に よる 評 価 の 概 観 一1金 容 菊

049シ ン ポ ジ ウ ム 日本 文 学 翻 訳 の可 能 性

050パ ネ ラ ー ・司 会 紹 介

051シ ン ポ ジ ウ ム 日本 文 学 翻 訳 の可 能 性1伊 井 春 樹

053翻 訳 の危 機 翻 訳 の 価 値1エ ドワー ド ・ケ イ メ ンズ

058TheDangersofTranslationandtheValueofTranslationlEdwardKamens

O65和 歌 の現 代 語 訳 と翻 訳 一 伊 勢物 語 を中 心 に一[ジ ョ シ ュ ア ・モ ス トゥ

0741apaneseClassicalPoetrメWithSpecialRe艶renceto膕esofIseDoshuaSco賃oMostow

O82与 謝 野 晶子 の 「新 訳 源 氏 物 語 』 一 そ の 翻 訳 の意 義 を 中 心 に一1ゲ イ ・ロ ー リー

090誠 実 さ、そ れ と も正 確 さ?遠 藤 周 作 文 学 を訳 して み て1マ ー ク ・ウ ィ リア ム ズ

101Fideli嚇orAccuracy～OnTranslatingEndoもliteraturelMarkWi正liams

ll5補 足 ・質疑 ・応 答

134日 本 古 典 文 学 翻 訳 デ ー タベ ー ス(Alphabeticallistoftranslationsofclassicallapa-

neseworksupto1600)1マ イ ケ ル ・ワ トソ ン/緑 川 真 知子

i旨撫爵獵躱猿1欲縄i哲碧s髴繍鯲r癬 姦礁i》i齷騰2e〔矯一齢(購



2003-2004年 度 報 告書 「イ メー ジ と して の く日本 〉」

海 外 にお け る 日本 の ポ ピ ュ ラー カル チ ャー 受 容 を め ぐる研 究

目次

005は じめに1伊 藤公雄

007越 境す るポ ップ カルチ ャー1表 智 之

015第 一部共 同研 究報告 「海外 における 日本研究 とロ本 文化 受容」

017韓 国で研 究 され ている 「日本」1山 中千恵/李 康煕/チ ョン ・ヨンア/ア ン ・

ジヒ ョン/朴 ヤ ンス ン/堀 江有里

029台 湾 にお けるジ ャパナ イゼー シ ョン1屋 葺素子/江 佩蓉/洪 国財/米 田幸 弘

041中 国におけ る日本研究 と日本文化受 容状 況1佐 倉 智美/藤 田嘉代 子/李 婉寧

屋葺素子/井 手口彰典/岡 本和 恵/国 枝有実子/柳 沼典 子

061ア メリカにおけ る日本 のサブ ・カルチ ャー受容 につ いて1前 田雅 司/岡 田正

松本竜馬

075ヨ ー ロ ッパ におけ る日本研究 とアニメ ・マ ンガ受容状況lIessicaBauwens

太 田健二/西 村 久美子/北 野樹/高 橋 の り子

0871magesofIapanin羽hailandIRungthipChotnapalai

O93第 二部研 究論文 「イメー ジと しての 〈日本〉」

095テ クノ(ロ ジー)ミ ュージ ックか ら見 る 「日本」イメージi太 田健二

101欧 米 のヤオイ人気lIessicaBauwens

113日 本 のポ ピュラー音 楽の外国 におけ る受容 中国 ・北京 での状 況報告一

屋葺素子

123第 三部 「イ メージ としての 〈日本〉」(ポピュ ラー カルチ ャー分野)研 究 プロジェ

ク トのあゆみ

125ポ ップカルチ ャーの輸 出をめ ぐってi伊 藤遊

1332003年 度活動彙報

※2004-2005年 度は報告書 を作成せ ず

奪4・ 一シとし働 く融 〉
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2005-2006年 度 報 告 書 「イ メ ー ジ と して の 〈日本 〉」05

海外 にお け る 日本 の ポ ピ ュ ラー カル チ ャー受 容 と 日本研 究 の現 在

は じめ に 海外 にお け る 日本の ポ ピュラー カルチ ャー受容研 究 のた め に

伊藤公雄

第1部 海外 にお ける 日本 のポ ピュラー カルチ ャー受容 と日本研究 の現在

1グ ローバ リゼ ーシ ョンの中の 日本 のポピュラー カルチ ャー

クラブ ミュー ジックか ら見 たグローバ リゼーシ ョン～ アシッ ド・ジャズを事例 に

太 田健 二

IapaneseComicsandGlobalizationIジ ェ シカ ・バ ゥエ ンス

バ ックパ ッカーの カルチュ ラル ・ス タディーズへ向けて バ ックパ ッカー研

究 の現状 と課題1藤 田智博

日本 マ ンガ的要素の現地化 ～香 港のマ ンガ とポ ピュ ラー カルチ ャー

呉偉 明(屋 葺素子訳)

H海 外 におけ る日本文化研 究の現在一調査報告

調査概要

アジア にお け る 日本 研 究 の現 在1屋 葺素 子/藤 田嘉代 子/山 中千 恵/朴

ヤ ンス ン/岡 田 トリシヤ ・サラザル

ヨー ロ ッパにおけ る 日本研 究の現在1東 園子/唐 澤佑子/杉 本 悦子/ジ ェ シ

カ ・バ ウエ ンス/レ ナ ト・リヴェラ

北米 にお ける 日本研 究の現在1前 田雅司/稲 見直子/ス ミス ・ジ ョシュ

中南米 における 日本研究の現在1太 田健ニ

オセ アニアにおける 日本研究 の現在1藤 田智博/伊 藤遊/山 中千恵

第2部 「イメー ジとしての 〈日本 〉若手研究者交流 ワー クシ ョップ2005」 よ り

1論 文編

バ イナ リズムの狭間で:消 化 されゆ く 「日本 同性愛文化 」表象への一考察

菅沼勝彦

TapaneseanimebecomingmainstreamintheWεst_orisit?1レ ナ ト ・リヴ ェラ

輪捻埒窃囎 難崔醗翻潅1萄聾麹嬲繖 撒舞A顔 》i耄i礁2拿髄盤㈱ δ



157

213

231

245

267

323

335

「反戦」に写る 自己像 一 「きけわ だつ みの こえ」の読みの変容 と戦後 のナシ ョ

ナ リテ ィー 【福 間良明

「他 者」表象の可能性 と限界 一 『日本人 的一少 女』を読 む1梁 仁實

津 田左右 吉が想像 した共 同体 一 邪馬台 国 ・ヤマ ト ・日本1一 瀬 陽子

H座 談会ポ ピュ ラーカルチャー研究 とこれか らの大学1伊 藤公雄/吉 村和真

金水敏/川 村邦光(司 会 表智 之)

海外 日本研 究機関一覧

イメ 日活 動彙報

執筆者 ・調 査協 力者一覧

※2006-2007年 度報告 書 は、 当報 告書 「イメー ジ としての 〈日本 〉」が該 当す るため省

略す る。

(以上作成:真 鍋昌賢/伊 藤遊/藤 田智博)
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執筆 者 ・研 究協力 者 一覧(五+音 順)



一
東 園子1あ ずまそのこ 大阪 大学大 学院 人間科 学研究 科博士 後期 課程。専 門 は社会学(ジ ェ

ンダー論)、 ポ ピュ ラーカルチ ャー研究。 主要 論文 に、「女 同士 の意

味一 「宝塚 」か ら読み取 られ る女性 の ホモソー シャ リテ ィ」(『ソ シ

オ ロジ』(157)、2006)が ある。

池田淑子1い けだよしこ 大阪大 学大学 院言語 文化研 究科博士 後期課 程単位 取得退 学。文化 記
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